
交通政策基本計画（原案）について交通政策基本計画（原案）について

平成26年10月

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism



交通政策基本法の概要(平成25年12月4日公布・施行 法律第92号）

「交通政策基本計画」の閣議決定 実行（第15条）基本理念等(第2条～第7条) 「交通政策基本計画」の閣議決定・実行（第15条）
＜パブリックコメント、審議会への諮問等＞

○交通の果たす機能
・国民の自立した生活の確保

基本的認識（第2条）

基本理念等(第2条～第7条)

国の施策(第16条 第31条)

【豊かな国民生活の実現】
○日常生活の交通手段確保（第16条）…離島等の地域の諸条件への配慮
○高齢者、障害者等の円滑な移動（第17条）…妊産婦、ベビーカー等にも配慮

・国民の自立した生活の確保
・活発な地域間交流･国際交流
・物資の円滑な流通
○国民等の交通に対する基本的需要の充足が重要

国の施策(第16条～第31条)

○交通の利便性向上､円滑化､効率化（第18条）…定時性確保、乗継ぎ円滑化等

【国際競争力の強化】
○国際海上・航空輸送のネットワークと拠点の形成、アクセス強化（第１９条）

○少子高齢化の進展等に対応しつつ、
・豊かな国民生活の実現
・国際競争力の強化

交通機能の確保・向上（第3条）

【地域の活力の向上】
○国内交通ネットワークと拠点の形成（第20条）
○交通に関する事業の基盤強化、人材育成等（第21条）

環境負荷の低減（第4条）

国際競争力 強化
・地域の活力の向上
に寄与
○大規模災害に的確に対応

【大規模災害への対応】
○大規模な災害が発生した場合における交通の機能の低下の抑制及び迅速な回復等
（第22条）…耐震性向上、代替交通手段の確保、多人数の円滑な避難

【環境負荷の低減】

環境負荷の低減（第4条）

様々な交通手段の適切な役割分担と連携
（第5条）

【環境負荷の低減】
○ エコカー、モーダルシフト、公共交通利便増進等（第23条）

【適切な役割分担と連携】
○総合的な交通体系の整備（第24条）…交通需要・老朽化に配慮した重点的な整備

交通安全対策基本法に基づく交通安全施策と
十分に連携

交通の安全の確保（第7条）

○まちづくり、観光等との連携、関係者間の連携・協働の促進（第25条～第2７条）

○調査研究（第28条）
○技術の開発及び普及（第29条）…ＩＣＴの活用
○国際的な連携の確保及び国際協力の推進（第30条）…規格標準化、交通インフラの

関係者の連携 協働（第6条 第12条）

国、地方自治体、事業者等の関係者の責務等
（第8条～第11条）

○国際的な連携 確保及び国際協力 推進（第 条） 規格標準化、交通インフラ
海外展開

○国民等の意見を反映（第31条）

関係者の連携・協働（第6条、第12条）

法制上、財政上の措置（第13条）

国会への年次報告等（第14条） 地方公共団体の施策(第32条) 1



交通政策基本計画 （原案）について

１ 基本計画の前提１．基本計画の前提

○交通政策基本法（平成25年法律第92号）に基づく交通政策基本計画の記載事項
（１）交通に関する施策の基本的方針
（２）交通に関する施策の目標（２）交通に関する施策の目標
（３）交通に関し、政府が総合的かつ計画的に講ずべき施策
（４）その他必要な事項

○計画期間 2014年度（平成26年度）～2020年度（平成32年度）○計画期間 ： 2014年度（平成26年度）～2020年度（平成32年度）

２．基本計画の構成

○交通に関する施策の基本的方針○交通に関する施策の基本的方針
Ａ．豊かな国民生活に資する使いやすい交通の実現
Ｂ．成長と繁栄のための基盤となる国際・地域間の旅客交通・物流ネットワークの構築
Ｃ．持続可能で安心・安全な交通に向けた基盤づくり

○交通に関する施策の目標
・交通政策基本法の規定を踏まえつつ、計画期間内に目指すべき「目標」及びその趣旨を記載
・目標に向けた達成状況を評価するための数値指標を設定

○交通に関し、政府が総合的かつ計画的に講ずべき施策
「目標」の各々について、計画期間中に取り組むべき主要な施策として、これまでの取組を更に推進していくものに加

え、 取組内容を今後新たに検討するものについても、積極的に記述。

３．スケジュール

○交通政策審議会・社会資本整備審議会（計画部会・小委員会）において、６月に中間とりまとめ（素案）を、８月に中間とりまと
め（案）を審議め（案）を審議。

○今後、パブリックコメント等を踏まえ、年内を目途に交通政策基本計画を閣議決定予定。
2



交通政策基本計画 （原案）の概要

【本計画が対応すべき社会・経済の動き】

Ａ 豊かな国民生活に資する使い
Ｂ．成長と繁栄の基盤となる国

Ｃ 持続可能で安心 安全な
基
本

【本計画が対応す き社会 経済の動き】
（１）人口急減、超高齢化の中での個性あふれる地方創生 （２）グローバリゼーションの進展 （３）巨大災害の切迫、インフラの老朽化

（４）地球環境問題 （５）ICTの劇的な進歩など技術革新の進展 （６）東日本大震災からの復興 （７）2020年の東京オリンピック・パラリンピックの開催

Ａ．豊かな国民生活に資する使い
やすい交通の実現

【日常生活の交通手段確保】(16条)
【高齢者 障害者 妊産婦等の円滑な移動】(17条)

成長と繁栄の基盤となる国
際･地域間の旅客交通･物流
ネットワークの構築

【産業･観光等の国際競争力強化】(19条)
【地域の活力の向上】(20条)

Ｃ．持続可能で安心・安全な
交通に向けた基盤づくり

【運輸事業等の健全な発展】(21条)
【大規模災害時の機能低下抑制 迅速

基
本

国
の

本
的
方
針

【高齢者、障害者、妊産婦等の円滑な移動】(17条)
【交通の利便性向上､円滑化､効率化】(18条)
【まちづくりの観点からの施策推進】(25条)

【地域の活力の向上】(20条)
【観光立国の観点からの施策推進】(26条)
【国際連携確保・国際協力】(30条)

【大規模災害時の機能低下抑制、迅速
な回復】(22条)
【環境負荷の低減】(23条)

本
法
上
の

の
施
策

①自治体中心に、ｺﾝﾊﾟｸﾄｼﾃｨ化等まちづくり施
策と連携し、地域交通ﾈｯﾄﾜｰｸを再構築する

②地域の実情を踏まえた多様な交通サービス

①我が国の国際交通ネットワークの競争力
を強化する

②地域間のヒト・モノの流動を拡大する

①大規模災害や老朽化への備えを万全
なものとする

②交通関連事業の基盤を強化し、安定施
策
② 域 実情を踏 多様 通
の展開を後押しする

③バリアフリーをより一層身近なものにする

④旅客交通・物流のサービスレベルをさらなる

② 域間 流動を拡 す

③訪日外客2000万人の高みに向け、観光
施策と連携した取組を強める

④我が国の技術とノウハウを活かした交通

② 通関連事業 を強 、安定
的な運行と安全確保に万全を期する

③交通を担う人材を確保し、育てる

④さらなる低炭素化、省エネ化等の環境

策
の
目
標

高みへ引き上げる ｲﾝﾌﾗ・ｻｰﾋﾞｽをグローバルに展開する 対策を進める

施策の推進に当たって特に留意すべき事項

【関係者の責務・連携】(8～12､27条)
【総合的な交通体系の整備】(24条)
【調査・研究】(28条)

①適切なフォローアップを行いつつ、国民・利用者の視点に立って交通に関する施策を講ずる

②国、自治体、事業者、利用者、地域住民等の関係者が責務・役割を担いつつ連携・協働する

基本法上の国の施策
施策の推進に当たって特に留意すべき事項

【 研 】 条

【技術の開発及び普及】(29条)
【国民の立場に立った施策】(31条)

③ICT等による情報の活用をはじめとして、技術革新によるイノベーションを進める

④2020年の東京オリンピック・パラリンピックの開催とその後を見据えた取組を進める 3



基本的方針Ａ．豊かな国民生活に資する使いやすい交通の実現

目標① 自治体中心に、コンパクトシティ化等まちづくり施策と連携し、
地域交通ネットワークを再構築する

目標② 地域の実情を踏まえた多様な交通サービスの展開を後押しする

（注）目標年度は記載のないものは2020年度。社会資本整備重点計画等の他計画や、参考とする他の指標との関係から、目標年度は必ずしも統一されていない。

（趣旨）

人口急減、超高齢化、クルマ社会の進展等を踏まえつつ、関係施策との連携の下に
地域公共交通を活性化し、活力ある地域社会の実現、個性あふれる地方の創生に資
する。

（趣旨）

人口急減、超高齢化等の社会の構造変化に的確に対応し、利便性、快適性、効率
性を兼ね備えた新たな交通サービスを提供する。

地域交通ネットワ クを再構築する

（施策の例）

＜これまでの取組を更に推進＞
・ 「ｺﾝﾊﾟｸﾄ＋ﾈｯﾄﾜｰｸ」の形成に資するため、「地域公共交通網形成計画」と「立地
適正化計画」の着実な策定を促し成功例の積み上げにつなげる。

＜取組内容を今後新たに検討＞
・バスフロート船の開発

＜これまでの取組を更に推進＞
・人口減少に対応した持続可能な交通手段の導入
・自転車の活用に向けた取組を推進

まちづくりと一体となった公共交通の再編
デマンドタクシー改正地域公共交通活性化再生法が成立 コミュニティサイクル

（施策の例）
（施策 例）

富山ライトレール

乗客を乗せたままバス
が乗船、バリアフリーや
乗り継ぎ利便を向上。LRT、BRT、デマンドタク

シ 等の導入の促進

病院

役場

福祉施設

公共交通沿線への
居住の誘導

拠点エリアへの医療、福祉
等の都市機能の誘導 拠点エリアにおける循環型の公共

交通ネットワークの形成

拠点間を結ぶ交通サービスを充実

コミュニティバス等による
フィーダー(支線)輸送

立地適正化計画

連携

好循環を実現

地域公共交通再編実
施計画

まちづくりと 体となった公共交通の再編

地域のバス、鉄道
等の公有民営化
の推進

コミュニティサイクルやサ
イクルトレインの活用・普

BRT（連節バス）

＜取組内容を今後新たに検討＞
・過疎地物流の確保

・改正法に基づく地域公共交通網形成計画の策定数： 100件
・デマンド交通の導入市町村： 311市町村（2013） 700市町村

シー等の導入の促進
役場

歩行者空間や自転車利用
環境の整備

乗換拠点の整備

デマンド型乗合タクシー等の導入

好循環を実現
及などを推進

主な数値指標 主な数値指標 ・低床式路面電車の導入割合： 約25％（2013） 35％
・コミュニティサイクルの導入数： 54都市（2013） 100都市

（趣旨）

ヒト・モノの移動に関し世界をリードする分野をさらに拡大・充実し、豊かな国民生活
の実現に資する

（趣旨）

東京オリンピック・パラリンピックも踏まえ、すべての人が参画できる社会を実現する
とともに 超高齢化社会におけるスム ズな移動を実現する

目標③ バリアフリーをより一層身近なものにする 目標④ 旅客交通・物流のサービスレベルをさらなる高みへ引き上げる

の実現に資する。とともに、超高齢化社会におけるスムーズな移動を実現する。

＜これまでの取組を更に推進＞
・現行の整備目標を着実に実現する。

＜取組内容を今後新たに検討＞
・低コストのホームドア開発によるコ
ストダウンを通じた更なる普及促進

＜これまでの取組を更に推進＞
・都市鉄道のネットワークの拡大・利便性
の向上

（施策の例）

・ベビーカーマークの普及等による「心のバ

（施策の例）

新たなタイプの
ホームドア
（昇降バー式）

ベビーカーマーク

＜取組内容を今後新たに検討＞

・公共交通機関のサービスレベルの見える化
・交通系ICカードの事業者間での共通利用や
エリア間での相互利用の推進
・ITS技術等の活用による道路利用の効率化

ビ カ マ クの普及等による 心の
リアフリー」の推進

プバ

相互利用可能な
交通系ICカード
（鉄道・バス）

4

ベビ カ マ ク ITS技術等の活用による道路利用の効率化ノンステップバス

・ノンステップバスの導入割合[*]： 41％（2012） 70％
・主要鉄軌道駅の段差解消率[*]： 82％（2012） 100％
・ホームドアの設置数[*]： 583駅（2013） 800駅

主な数値指標

・相互利用可能な交通系ICカードが利用できない都道府県[*]： 12県（2013） 0県
・バスロケーションシステムが導入された系統数： 11,684系統（2014） 17,000系統

主な数値指標

[*] 2020年東京オリンピック・パラリンピックの開催とその後を見据えた取組にも関連する指標

（出典）JR東日本ホームページより



基本的方針Ｂ．成長と繁栄の基盤となる国際･地域間の旅客交通･物流ネットワークの構築

目標① 我が国の国際交通ネットワークの競争力を強化する 目標② 地域間のヒト・モノの流動を拡大する

（注）目標年度は記載のないものは2020年度。社会資本整備重点計画等の他計画や、参考とする他の指標との関係から、目標年度は必ずしも統一されていない。

（趣旨）

アジアをはじめ世界の成長を取り込み、我が国の成長に結びつけるために不可欠の
前提条件として、航空交通・海上交通の基盤を整備する。

（趣旨）

定住人口が減少する中で、高速化やネットワークの活用により、外国人も含めた交流
拡大、地方への産業立地の促進等を図り、我が国全体の活性化に資する。

＜これまでの取組を更に推進＞
北陸新幹線の開業に合わせた富山地方鉄道の新
駅整備

（施策の例）

＜これまでの取組を更に推進＞

（施策の例）
＜ れまでの取組を更に推進＞
・新幹線ネットワーク（整備新幹線、リニア中央新幹線）の着実
な整備と地域鉄道等との連携
・高速道路ネットワークの整備と既存の道路ネットワークの有
効活用（スマートＩＣの整備等）

＜取組内容を今後新たに検討＞

北陸新幹線
黒部宇奈月温泉駅

富山地方鉄道本線新駅

＜これまでの取組を更に推進＞
・我が国の国際航空ネットワークの一層の拡充
・LCCの普及に向けた環境整備（専用ターミナル整
備、空港関連コスト低減、就航・稼働率向上等）

＜取組内容を今後新たに検討＞
・首都圏空港の更なる機能強化

成田空港のＬＣＣ専用ターミナル整備

・鉄道貨物輸送の拡大 国内における鉄道による海上コ
ンテナ輸送量は、約0.12％。
（国土交通省公表資料より）・首都圏空港の空港容量拡大[*]： 71.7万回（2013） 74.7万回＋最大7.9万回

[※今後、関係自治体等との協議を開始する予定］

・国際線旅客のうちLCC旅客の占める割合[*]： 7％（2013） 17％

首都圏空港の更なる機能強化

・国際コンテナ戦略港湾の機能強化（港湾運営会社への国の出資、広域貨物集約、

・整備新幹線の開業を通じた交流人口の拡大[*]
【北陸新幹線（長野-金沢間2015年開業予定）】： 20％増（2014-17）
【北海道新幹線（新青森-新函館北斗間2016年開業予定）】： 10％増（2015-18）

主な数値指標

主な数値指標

目標③ 訪日外客2000万人の高みに向け、観光施策と連携した取組
を強める南本牧ふ頭地区（整備中）

MC３ 水深16m、延長400m
MC４ 水深18m、延長400m

国際コンテナ戦略港湾の
「競争力強化」

大水深コンテナターミナルの整備例（横浜港）

港湾周辺の流通加工機能強化、渋滞対策等)

国際コンテナ戦略港湾背後
への産業集積による「創貨」

釜山港

【北海道新幹線（新青森 新函館北斗間2016年開業予定）】： 10％増（2015 18）

・道路による都市間速達性の確保率[*]： 48％（2012） 約50％（2016）

国際コンテナ戦略港湾への
「集貨」

（趣旨）
2020年東京オリンピック・パラリンピックの開催やその後を見据えた対応も念頭にお
きつつ、交通手段の利便性の向上と充実を図り、訪日外国人旅行者、さらには、国内
観光客の日本各地への来訪促進に資する。
加えて、交通が我が国の豊かな観光資源への内外からのアクセスを容易にし、その
価値を高めるのみならず 交通そのものが観光資源となる可能性にも着目した施策展

MC４ 水深18m、延長400m

撮影：平成23年２月

MC３
MC４

京浜港

阪神港

国際戦略港湾を通じ
基幹航路に接続

・国際コンテナ戦略港湾における大水深コンテナターミナルのバース（埠頭）数：
3バース（2013） 12バース（2016）

三大都市圏環状道路整備率[ ] 63％（2012） 約75％（2016）

主な数値指標

価値を高めるのみならず、交通そのものが観光資源となる可能性にも着目した施策展
開を図る。

（施策の例）

（趣旨）

目標④ 我が国の技術とノウハウを活かした交通インフラ・サービス
をグローバルに展開する

＜これまでの取組を更に推進＞
・交通分野での外国人受入環境整備（ＩＣカ

・三大都市圏環状道路整備率[*]： 63％（2012） 約75％（2016）

我が国の最先端の交通関係技術とノウハウを海外で活用し、世界各地の交通問題
の解決に貢献するとともに、我が国の経済発展や交通産業の成長に寄与する。

＜これまでの取組を更に推進＞

・交通分野での外国人受入環境整備（ＩＣカー
ドシステム、Wi-Fi環境、多言語表記・案内、駅ナン
バリング、タクシー・レンタカーの利用環境等）

認定ドライバーによる観
光タクシー（東京では外
国語研修を実施）

バス運行案内情報板の
多言語化（釧路）

英国 ・クルーズ振興を通じた地域の活性化
・免税店の1万店規模への倍増にも対応した運送サービスの充実
・「道の駅」のゲートウェイ機能の強化・充実

（施策の例）
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・海外の交通事業に、出資と事業参画を一体的に
行う機構を創設 株式会社海外交通・都市開発事業支援機構法が成立 高速鉄道車両更新計画

日立製作所 受注額：約4,600億円

・交通分野における日本企業の海外受注額推計： 0.5兆円（2010） 7兆円主な数値指標

・無料Wi-Fiの導入割合[*]：
【主要空港】 87％（2013） 100％
【新幹線主要停車駅】 52％（2013） 100％

・クルーズ船で入国する外国人旅客数[*]： 17.4万人（2013） 100万人

主な数値指標

[*] 2020年東京オリンピック・パラリンピックの開催とその後を見据えた取組にも関連する指標

我が国に寄港するクルーズ船



目標① 大規模災害や老朽化への備えを万全なものとする 目標② 交通関連事業の基盤を強化し、安定的な運行と安全確保に
万全を期する

基本的方針Ｃ．持続可能で安心・安全な交通に向けた基盤づくり
（注）目標年度は記載のないものは2020年度。社会資本整備重点計画等の他計画や、参考とする他の指標との関係から、目標年度は必ずしも統一されていない。

（趣旨）

JR北海道問題、高速バス事故、韓国フェリー事故等を踏まえ、交通関連事業者のサー
ビス提供に関する十分なチェックと事業基盤の強化、健全な経営倫理の確立が必要と
なっている。

（趣旨）

東日本大震災の経験を踏まえ、首都直下地震、南海トラフ地震、集中豪雨等の大規
模災害に向けた対策をすみやかに実施する。

また、持続可能な輸送サービスを確保する観点から、インフラに加えて、車両等の
老朽化に も対応が必要とな る

万全を期する

老朽化についても対応が必要となっている。

避難誘導訓練の実施

＜これまでの取組を更に推進＞
・交通インフラの耐震対策、長寿命化対策
・代替ルート確保、輸送経路啓開等の輸送手段確保

＜これまでの取組を更に推進＞
・事業者に対する監査の充実強化による悪
質事業者の排除
・運輸安全マネジメント制度の充実強化
新技術の活用

高架橋の耐震補強

（施策の例）
（施策の例）

自治体や事業者等と
連携した備蓄倉庫の
整備や避難訓練等

・避難誘導、帰宅困難者対策（自治体・民間企業との協力体制）

＜取組内容を今後新たに検討＞
・交通関連事業の基盤強化方策

・新技術の活用

事業者が社内一丸となった安全
管理体制を構築・改善し、国がそ
の実施状況を確認

運輸安全マネジメント制度

・今後想定される大規模地震に備えた主要鉄道路線の耐震化率：

主な数値指標

衝突被害軽減ブレーキの概要
＜取組内容を今後新たに検討＞
・車両等の老朽化への対応

目標④ さらなる低炭素化 省エネ化等の環境対策を進める

交通関連事業の基盤強化方策今後想定される大規模地震に備えた主要鉄道路線の耐震化率：
91％（2012） 概ね100％（2017）

・緊急輸送道路上の橋梁の耐震化率： 79％（2013） 82％（2016）
・港湾BCP（事業継続計画）が策定された主要港湾の割合： 3％（2012） 100％（2016）
・長寿命化計画に基づく港湾施設の対策実施率： 36％（2013） 100％（2016）

・運輸安全マネジメント評価実施事業者数： 6,105事業者（2013） 10,000事業者
・大型貨物自動車の衝突被害軽減ブレーキの装着率： 約54％（2013） 90％

主な数値指標

（趣旨）

我が国の運輸部門のCO2排出量は、全体の約２割を占めることから、その削減により低
炭素社会の実現に資するとともに、東日本大震災以降の我が国のエネルギー需給の脆
弱性に鑑み、一層の省エネ化を進める。また、交通分野の大気汚染対策や騒音対策、生

（趣旨）

交通の各分野における深刻な労働力不足や技術力低下のおそれに的確に対応し、
交通ネットワーク確保と良質なサービス提供の環境を整える。

目標③ 交通を担う人材を確保し、育てる
目標④ さらなる低炭素化、省エネ化等の環境対策を進める

態系への配慮など、各種の環境対策を推進する。
交通ネットワ ク確保と良質なサ ビス提供の環境を整える。

＜これまでの取組を更に推進＞
・輸送を支える技能者、技術者の確保
（航空機操縦士）
世界的に操縦士需要が急増。
ジ 洋

＜取組内容を今後新たに検討＞
・若年層、女性、高齢者の活用
・海洋開発人材育成

・物流の省労働力化（モーダルシフト）

＜これまでの取組を更に推進＞
・次世代自動車の一層の普及

・燃料電池自動車の
本格導入

＜取組内容を今後新たに検討＞
・グリーン物流（モーダ
ルシフト等）

自家用自

（施策の例）
（施策の例）

アジア／太平洋地域においては、
2030年には2010年の4.5倍必要。
・・・民間養成機関の供給能力拡充等

（バスドライバー）
バス事業の運転者（男性）の労働環境
労働時間・・全産業平均の約1.2倍
所得・・・・・・全産業平均の約0 8倍

物流の省労働力化（モ ダルシフト）

【積載率】
○鉄道貨物 平日 76.2％（2013年度）

休日 53.2％（2013年度）
○内航海運 33.7％（2012年度）
トラック輸送の受け皿に

2014年度内の市場投入が予定
される燃料電池自動車の本格
導入に向けて 車両の保安基

電気バス ＣＮＧ（圧縮天然ガス）トラック

地球温暖化対策、大気汚染対策などを推進する観点から、自動車

CO２排出原単位を比較すると、
鉄道はトラックの１/８、船舶
は / あり ダ シ

自家用自
動車

営業用自
動車

船舶

鉄道

輸送量当たりの二酸化炭素の排出量（貨物）
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所得・・・・・・全産業平均の約0.8倍 トラック輸送の受け皿に 導入に向けて、車両の保安基
準の見直し等を検討

運送事業による環境対応車への購入等を促進 は１/５であり、モーダルシフ
トによってCO2排出量を削減

・主要航空会社への航空機操縦士の年間新規供給数[*]： 120人（2012） 約210人

・自動車関連の女性労働者の数（ﾊﾞｽ：1.4％（2011）、ﾀｸｼｰ：2.3％､ﾄﾗｯｸ：2.4％（2013）､整備士：0.85％（2009））： 倍増

主な数値指標

・新車販売に占める次世代自動車の割合： 23.2％（2013） 50％
・モーダルシフトの推進 【鉄道】 187億ﾄﾝｷﾛ（2012） 221億ﾄﾝｷﾛ
（貨物輸送トンキロ） 【海運】 333億ﾄﾝｷﾛ（2012） 367億ﾄﾝｷﾛ

主な数値指標

[*] 2020年東京オリンピック・パラリンピックの開催とその後を見据えた取組にも関連する指標



施策の推進に当って特に留意すべき事項

① 適切なフォローアップを行いつつ、国民・利用者の視点に
立って交通に関する施策を講ずる

② 国、自治体、事業者、利用者、地域住民等の関係者が責務・
役割を担いつつ連携・協働する

（趣旨）
専ら事業者が交通サービスを提供する時代から、住民・利用者も含め幅
広い関係者が社会経済環境の変化に的確に対応した交通のあり方を共
に考え、支える時代へ転換する。

（趣旨）
本計画に基づき施策を推進するに当たり、PDCAサイクルを確実に実施
することが重要となっている。

（進め方）

（進め方）

→サービス水準の見える化、比較、評価等の前提となる情報の共有等
→地域公共交通再編に係る地元協議会の実効性確保、住民の意識啓発・
交通教育、モビリティ･マネジメントによる公共交通の利用促進 等

（進め方）
→交通の動向・交通政策等に関する調査・研究の充実
→サービス水準等の見える化と比較（地域間、国際間等）
→利用者、さらには地域住民等の関係者のニーズの把握
→施策の推進状況、本計画の達成状況等の確認と数値指標による評価
他 計 改定等 連す 数値指標 直 を踏ま 評価

教 、
→PPP/PFIの推進
→複数のモード・事業者の連携（ベストミックスの実現）によるサービス向上
の推進 等

→他の計画の改定等による関連する数値指標の見直しを踏まえた評価
→評価結果を施策や本計画の見直しに適切に反映

（趣旨）
（趣旨）
交通サ ビスの高度化及び信頼性 利便性の向上や交通に関する諸課

③ ICT等による情報の活用をはじめとして、技術革新によるイノ
ベーションを進める

④ 2020年の東京オリンピック・パラリンピックの開催とその後を
見据えた取組を進める

（趣旨）
東京オリンピック・パラリンピックを契機に、開催後も見据えた我が国の交
通サービスレベルの飛躍的な発展を目指す。

（進め方）

交通サービスの高度化及び信頼性・利便性の向上や交通に関する諸課
題の解決を進めるに当たり、情報通信技術をはじめとする各種技術の開
発・活用が極めて重要である

（進め方）

→開催期間前後を通じた円滑な受入・輸送体制、サービスレベルの一層の
向上（首都圏移動ネットワークの充実、海外旅客への情報提供等）
→東京だけでなく全国各地への波及
→先駆的な取組の世界への発信 等

→交通計画策定、各種案内やサービスの高度化等に係るＩＣＴの活用方策、
交通統計情報の充実
→高齢者、移動困難者を含め利用者が使いやすい情報の提供の推進
→先端技術の積極的な導入

→先進的な取組の普及のための方策（コストダウンの推進、汎用シス先進的な取組の普及のための方策（ ストダウンの推進、汎用シス
テムの開発等） 等
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背景

地域公共交通の現状

モータリゼーション 人口減少 少子高齢化

乗合バスについては、過去5年間で約8,160㎞の路線が完全に廃止。
鉄道については 過去5年で約7 所約105㎞の路線が廃止

公共交通ネットワークの縮小やサービス水準の一層の低下

モ タリゼ ション 人口減少 少子高齢化

鉄道については、過去5年で約7ヵ所約105㎞の路線が廃止。

公共交通利用者が更に減少（負のスパイラル）

空白地面積 空白地人口

バス 500m圏外
鉄道 1km圏外

36,477 km2

（我が国の可住地面積の約３0%）
7,351千人

（我が国の人口の5.8%）

（出典）平成23年度国土交通省調査による

公共交通空白地域の深刻化

地域公共交通に求められる役割

地域住民の移動手段の確保 コンパクトシティの実現

運転のできない学生・生徒や

高齢者、障害者、妊婦等の

交通手段の確保

諸機能が集約した拠点どうし、

あるいは拠点と居住エリアを結ぶ

交通手段の提供

外出機会の増加によるまちのにぎわいの

創出や、「歩いて暮らせるまちづくり」

まちのにぎわいの創出や健康増進

観光旅客等の来訪者の

移動の利便性や回遊性の向上により、

人の交流の活発化

1

創出や、 歩いて暮らせるまちづくり」

による健康増進 人の交流を活発化



解決の方向性

地域公共交通の維持 改善は 交通分野の課題解決にとどまらず地域公共交通の維持 改善は 交通分野の課題解決にとどまらず地域公共交通の維持、改善は、交通分野の課題解決にとどまらず、

まちづくり、観光、さらには、健康、福祉、教育、環境等の

様々な分野で大きな効果をもたらすもの

（地域活性化のために不可欠な地域の装置・社会インフラ）

地域公共交通の維持、改善は、交通分野の課題解決にとどまらず、

まちづくり、観光、さらには、健康、福祉、教育、環境等の

様々な分野で大きな効果をもたらすもの

（地域活性化のために不可欠な地域の装置・社会インフラ）

民間事業者を中心とした従来の枠組みから脱却し、

地域の総合行政を担う地方公共団体が中心となって、

民間事業者を中心とした従来の枠組みから脱却し、

地域の総合行政を担う地方公共団体が中心となって、

住みやすく、活力に満ちた地域社会の実現に向け、

地域戦略の一環として取り組む必要がある地域戦略の一環として取り組む必要がある

住みやすく、活力に満ちた地域社会の実現に向け、

地域公共交通の再編を進める！
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交通政策基本法の制定

○ 交通政策基本法は、国民等の交通に対する基本的な需要が適切に充足されることが重

要であるとの基本的な認識の下で 交通に関する施策を推進していかねばならない等の要であるとの基本的な認識の下で、交通に関する施策を推進していかねばならない等の

基本理念を規定しています。

○ また、国が講ずべき施策として、日常生活等に必要不可欠な交通手段の確保等、まち

づくりの観点からの交通施策の促進、関係者相互間の連携と協働の促進等を規定してい

ます。

交通政策基本法（平成２５年法律第９２号）（抜粋）

（日常生活等に必要不可欠な交通手段の確保等）
第十六条 国は、国民が日常生活及び社会生活を営むに当たって必要不可欠な通勤、通学、
通院その他の人又は物の移動を円滑に行うことができるようにするため、離島に係る交通事
情その他地域における自然的経済的社会的諸条件に配慮しつつ、交通手段の確保その他必要
な施策を講ずるものとする。な施策を講ずるものとする。

（まちづくりの観点からの施策の促進）
第二十五条 国は、地方公共団体による交通に関する施策が、まちづくりの観点から、土地
利用その他の事項に関する総合的な計画を踏まえ、国、交通関連事業者、交通施設管理者、
住民その他の関係者との連携及び協力の下に推進されるよう、必要な施策を講ずるものとす
る。この場合においては、当該連携及び協力が、住民その他の者の交通に対する需要その他
の事情に配慮されたものとなるように努めるものとする。

（協議の促進等）（協議の促進等）
第二十七条 国は、国、地方公共団体、交通関連事業者、交通施設管理者、住民その他の関
係者が相互に連携と協働を図ることにより、交通に関する施策の効果的な推進が図られるこ
とに鑑み、これらの者の間における協議の促進その他の関係者相互間の連携と協働を促進す
るために必要な施策を講ずるものとする。

交通政策基本法（平成25年12月4日公布・施行）

（富山市のLRT）

（成田
空港）

基本理念や関係者の責務等を明確化

交通政策基本法（平成25年12月4日公布・施行）

交通政策基本計画の閣議決定・国会報告

（バス）

必要な支援措置（法制上、財政上等）

生活交通確保やバリアフリー化

地域の活力の向上に必要な施策

大規模災害時への対応

まちづくりや観光立国の観点からの施策

国際競争力の強化に必要な施策

環境負荷の低減に必要な施策 等
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（九州新
幹線）

（離島航路）毎年国会に年次報告（「交通政策白書（仮称）」）

我が国が抱える喫緊の課題に対し、政府・関係者が一体となり強力に交通政策を推進

（デマンドタクシー）



地域公共交通活性化再生法の改正

基本方針

改正前の枠組み

国が策定

地域公共交通特定事業

軌道運送
高度 事業

道路運送
高度 事業

海上運送
高度 事業

乗継
事業

鉄道事業
構築事業 鉄道 事業

事業者等が
市町村の支援
を受けつつ

基本方針

地域公共交通総合連携計画
事業者と協議の上、
市町村が協議会を
開催し策定

国が策定

廃止

高度化事業
（ＬＲＴの整備）

高度化事業
（ＢＲＴの整備）

高度化事業
（ＬＲＴの整備）

円滑化事業 再構築事業
（上下分離）

鉄道再生事業

国土交通大臣が認定し、計画の実現を後押し

を受け
実施

実施計画 実施計画 実施計画
実施計画

実施計画 実施計画
廃止

市町村、事業
者等が策定

事業を実施
しようとする
者が策定

廃止

国土交通大臣が認定し、計画の実現を後押し

基本方針

改正のポイント

交通政策基本法の基本理念に則り、
①地方公共団体が中心となり、②まちづくりと連携し、③面的な公共交通ネットワークを再構築

＜現行の地域公共交通総合連携計画に追加する事項＞

コンパクトシティの実現に向けたまちづくりとの連携

地域全体を見渡した面的な公共交通ネットワークの再構築

基本方針
国が策定
まちづくりとの連携を明確化

地域公共交通網形成計画
事業者と協議の上、
地方公共団体が
協議会を開催し策定

実施計画

地域公共交通特定事業

地域公共交通再編事業
軌道運送
高度化事業

（ＬＲＴの整備）

鉄道事業
再構築事業
（上下分離） ･･･

現行と同様

面的な公共交通ネットワークを
再構築するため、事業者等が
地方公共団体の支援を受けつつ

実施

地域公共交通再編実施計画 実施計画 実施計画 ･･･地方公共団体が事業者等の同意
の下に策定

国土交通大臣が認定し、計画の実現を後押し
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基本方針について

○ 総務大臣・国土交通大臣は、地域公共交通の活性化及び再生の促進に関する基本方針を

～基本方針で定める事項～

① 持続可能な地域公共交通網の形成に資する地域公共交通の活性化及び再生の意義及

び目標に関する事項

② 地域公共交通網形成計画の作成に関する基本的な事項

策定（変更）することとされています。

② 地域公共交通網形成計画の作成に関する基本的な事項

③ 地域公共交通特定事業その他の形成計画に定める事業に関する基本的な事項

④ 新地域旅客運送事業に関する基本的な事項

⑤ 持続可能な地域公共交通網の形成に資する地域公共交通の活性化及び再生に関する

事業の評価に関する基本的な事項

⑥ その他持続可能な地域公共交通網の形成に資する地域公共交通の活性化及び再生に

○ 記載内容として、事業の評価に関する事項を追加しました。

○ 都市機能の増進に寄与することとなるよう配慮して定めることとしました。

○ 交通政策基本計画との調和を図りながら定めることとしました。

関する事項

○ 地方公共団体は、地域公共交通網形成

計画の作成及び実施に関し必要な協議を

協議会について

公共交通

協議会の主な構成員

計画の作成及び実施に関し必要な協議を

行うための協議会を組織することができ

ます。

○ これまで、協議会では計画の作成に関

する協議・実施に関する連絡調整を行う
等

市町村
公共交通
事業者

道路管理者

港湾管理者公安委員会

利用者・住民

学識経験者

施設管理者

のみでしたが、改正により計画の実施に

ついても協議を行うことができることと

しました。これに関連して協議への参加

応諾義務が、計画の実施段階においても

かかることになります。

地域公共交通網形成計画の作成・実施

○ 協議会において公共交通事業者の間で、

例えば公共交通サービスに係る個別・具

体的な運賃・料金、運行回数、路線・運

5

る なります。

○ また、協議会の構成員は、協議会にお

いて協議が調った事項については、その

協議の結果を尊重しなければなりません。

行系統等について合意がなされるなど、

独占禁止法の規定に抵触しないよう留意

する必要があります。



○ 地域公共交通網形成計画は、「地域にとって望ましい公共交通網のすがた」を明らかに

する「マスタ プラン としての役割を果たすものです 地域の取組みが計画的に進めら

地域公共交通網形成計画について

する「マスタープラン」としての役割を果たすものです。地域の取組みが計画的に進めら

れることで、限られた資源が有効に活用され、持続可能な地域公共交通網の形成が図られ

ることが期待されます。

○ 広域的な交通圏にも対応できるよう、市町村が単独又は共同して作成するほか、都道府

県も市町村と共同する形で作成することが可能となりました。

～地域公共交通網形成計画の記載事項～

① 持続可能な地域公共交通網の形成に資する地域公共交通の活性化及び再生の推進に関する

基本的な方針

② 計画の区域

③ 計画の目標③ 計画の目標

④ ③の目標を達成するために行う事業・実施主体

⑤ 計画の達成状況の評価に関する事項

⑥ 計画期間

⑦ その他計画の実施に関し地方公共団体が必要と認める事項

～地域公共交通網形成計画と地域公共交通総合連携計画の違いについて～

○ 地域公共交通網形成計画においては、記載事項として、「地域公共交通網形成計画の達成

状況の評価に関する事項」を新たに追加するとともに、コンパクトシティ化など「都市機能

の増進に必要な施設の立地の適正化に関する施策との連携その他の持続可能な地域公共交通

網の形成に際し配慮すべき事項」を定めるよう努めることとしました。

○ また、地域公共交通網形成計画は、改正法の施行にあわせて改正される基本方針に合致し

ている必要があり、基本方針では、

(1) ①まちづくり、観光振興等の地域戦略との一体性の確保
②地域全体を見渡した総合的な公共交通ネットワークの形成
③地域特性に応じた多様な交通サービスの組み合わせ

④住民の協力を含む関係者の連携

(2) 広域性 確保(2) 広域性の確保

(3) 具体的で可能な限り数値化した目標設定

等について定めることを予定しています。

したがって、既存の地域公共交通総合連携計画が、上記基本方針の内容に合致するもので

あれば、そのまま地域公共交通網形成計画として定めることができます。一方で、個別コ

ミュニティバス路線に係る取組みに限定されているもの等、上記基本方針に照らして内容が

十分でないものは 新たに地域公共交通網形成計画として定めることが必要となります
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十分でないものは、新たに地域公共交通網形成計画として定めることが必要となります。

○ なお、このような要件を満たせば、都市・地域総合交通戦略と一体として地域公共交通網

形成計画を作成することも可能です。



地域公共交通網形成計画について

○ 地域公共交通網形成計画は 以下の計画等と調和がとれたものである必要があります○ 地域公共交通網形成計画は、以下の計画等と調和がとれたものである必要があります。

・都市計画

・都市計画法に基づく市町村の都市計画に関する基本的な方針
（都市再生特別措置法に基づく立地適正化計画を含む。）

・中心市街地活性化法に基づく基本計画

・バリアフリー法に基づく基本構想

＜参考＞都市再生特別措置法等の一部を改正する法律（平成２６年法律第３９号）

都市再生特別措置法の一部改正により、市町村は、都市再生基本方針に基づき、住宅
及び都市機能増進施設（医療施設、福祉施設、商業施設その他の都市の居住者の共同の
福祉又は利便のため必要な施設であって、都市機能の増進に著しく寄与するもの）の立
地の適正化を図るため、立地適正化計画を作成することができることとなります。

バリアフリ 法に基づく基本構想

地域公共交通再編事業について

○ 地域公共交通ネットワークの形成を効果的に実現するためには、個別・局所的な取組み

だけではなく、地域全体の公共交通ネットワークを総合的に再編する取組みを進める必要

があることから、「地域公共交通再編事業」を創設しました。

○ 「地域公共交通再編事業」とは、地域公共交通を再編するための事業であって、地方公

共団体 支援を受け共団体の支援を受けつつ、

① 特定旅客運送事業※１に係る路線、運行系統若しくは航路又は営業区域の編成の変更

② 他の種類の旅客運送事業※２への転換

③ 自家用有償旅客運送による代替

④ ①、②又は③に掲げるものと併せて行うものであって、次に掲げるいずれかのもの

異なる公共交通事業者等の間の旅客の乗継ぎを円滑に行うための運行計画の改善・異なる公共交通事業者等の間の旅客の乗継ぎを円滑に行うための運行計画の改善

・共通乗車船券の発行

・乗継割引運賃の設定、交通結節施設における乗降場の改善、旅客の乗継ぎに関する

分かりやすい情報提供、ＩＣカードの導入その他の地域公共交通の利用を円滑化す

るための措置

を行う事業と定義されていますを行う事業と定義されています。

※１ 旅客鉄道事業、旅客軌道事業、一般乗合旅客自動車運送事業及び国内一般旅客定期航路事業。
※２ 旅客鉄道事業、旅客軌道事業、一般乗合旅客自動車運送事業、道路運送法による一般乗用旅客自動車
運送事業及び国内一般旅客定期航路事業等。
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交通空白

地域公共交通再編事業の活用イメージ

小さな拠点の形成

自家用有償旅客運送
の導入

コミュニティバスに
よる交通空白解消

中心市街地

郊外部
都市機能の誘導
（都市再生特措法）

居住機能 誘導

山間部
デマンドタクシー
等の導入

中心市街地 居住機能の誘導
（都市再生特措法）

複数路線を再編し
乗換え拠点を設定

拠点エリアにおける

海上交通と陸上交通
との乗り継ぎ円滑化

○ 地方公共団体は、地域公共交通網形成計画において地域公共交通再編事業の概要を定

地域公共交通再編実施計画について

乗継ぎ利便性向上に
資するダイヤ調整

拠点エリアにおける
循環型の公共交通
ネットワークの形成 デマンド運航等

への転換

航路の再編

めた上で、特定旅客運送事業者等（※）の同意を得て、当該事業の実施計画である「地域公

共交通再編実施計画」を作成し、国土交通大臣の認定を申請することが可能となります。

○ 地域公共交通再編実施計画の認定にあたっては、特定旅客運送事業者等の同意のほか、

①基本方針に照らして適切なものであること（５ページ参照）

②事業を確実に遂行するため適切なものであること②事業を確実に遂行するため適切なものであること

③個別事業法の許可基準に適合すること

が必要です。③に含まれる事項のうち、「事業の遂行に適切な計画を有するものである

こと」については、国は審査を行わないことを予定しており、地域の実情に応じた柔軟

なサービス水準の設定が行われることが期待されます。

＜記載事項＞
実施区域
事業の内容・実施主体
実施予定期間
事業実施に必要な資金の額・調達方法

地域公共交通再編実施計画
（地方公共団体が作成） 特定旅客運送事業者等同意

※特定旅客運送事業者等：
・その全部又は一部の区間又は区域が当該地域公共交
通再編事業を実施する区域内に存する路線若しくは航
路又は営業区域に係る特定旅客運送事業を営む全ての
者事業実施 要な資 額 調達方法

事業の効果 等

大臣認定

関係法令の特例・重点的な支援
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者
・その全部又は一部の者に代わって当該特定旅客運送
事業に係る路線若しくは航路又は営業区域において旅
客運送事業を営もうとする者
・その全部又は一部の者に代わって当該特定旅客運送
事業に係る路線又は営業区域において自家用有償旅客
運送を行おうとする者



○ 地域公共交通再編実施計画等について国土交通大臣の認定を受けることにより、以下の

地域公共交通ネットワークの再構築を推進するための法制上の措置

ような関係法令の特例措置等を受けることが可能となります。

地域公共交通再編実施計画と各運送事業
法に基づく事業計画等を、別々に提出する
必要がなくなります。

手続きのワンストップ化

公共交通事業者が正当な理由なく計画に定
められた事業を実施していない場合には、
国土交通大臣が勧告・命令を行い、事業の

国土交通大臣による勧告・命令

必要がなくなります。

地域公共交通再編実施計画の維持が困難
となり、かつ、公衆の利便が著しく阻害さ
れるおそれがある場合には、計画区域内で

計画を阻害する行為の防止①

、
確実な実施を担保します。

地域公共交通再編実施計画の維持が困難と
なり、かつ、公衆の利便が著しく阻害され
るおそれがある場合には、計画区域内での

計画を阻害する行為の防止②

住民その他の関係者の合意の上で一般乗

運賃・料金に係る審査が不要

れる それ ある場合 は、計 域内
の一般乗合旅客自動車運送事業の許認可が
制限されます。

（※バス・乗合タクシーのみ）

る それ ある場合 は、計 域内
一般乗合旅客自動車運送事業の実施方法の
変更を命じることができます。

（※バス・乗合タクシーのみ）

旅客の運送に付随して、少量の貨物を運

少量貨物の運送 【その他】

住民その他の関係者の合意の上で 般乗
合旅客自動車運送事業の運賃及び料金が記
載されている場合には、国の審査を受ける
ことが不要となります。
（※協議会が道路運送法上の地域公共交
通会議も兼ねることとした場合）

送することができます。
（※自家用旅客有償運送のみ）

公共交通利用促進キャラクター「のりたろう」

公共交通機関が好きなものの、猫であることを理由に
各交通機関の採用を拒否され やり場のない情熱から各交通機関の採用を拒否され、やり場のない情熱から、
自らが新たなハイブリッド公共交通機関になろうと決心し、
かようなスタイルになった。

・移動手段は徒歩
・猫であるため100歩ごとに休憩が必要
・定員は運転手を含め一人
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（参考）検討の進め方の例

○ 本法律を活用する際の検討の進め方の一例

対象区域の設定 既に法定協議会が設置されている場合に
は これらの手続きは不要となります

全体の流れ

法定協議会の構成員の選定

法定協議会の設置

は、これらの手続きは不要となります。

上位計画や、他部
局の施策・予算等
について整理

地域の概況や公共
交通の概況につい
て 実態調査

地域公共交通網形成計画の
検討

計画の検討手順

について整理て、実態調査
地域公共交通網形成計画の
策定・主務大臣への送付

地域公共交通の役割、現状の問題点、
課題の整理

地域公共特定事業
を活用する場合

地域公共特定事業
を活用しない場合

事業の実施

地域公共交通特定事業の実
施計画の策定・国土交通大
臣への認定申請（７ページ参照）

地域公共交通網形成計画の目標の検討

目標の実現のための施策の検討
（地域公共交通特定事業の活用

事業の実施

計画の達成状況の評価

について検討（４ページ参照））

計画案の作成

住民 利用者等の意見の反映

必要に応じて、計画を見直し
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Ｑ＆Ａ

Ｑ１ 地域公共交通活性化再生法の枠組みを活用した場合に、どのようなメリットがあり
ますか。

Ａ１ 地域の取組みが計画的に進められることで、限られた資源が有効に活用され、持続
可能な地域公共交通網の形成が図られることが期待されます 地域公共交通網形成計画可能な地域公共交通網の形成が図られることが期待されます。地域公共交通網形成計画
に基づいて地域公共交通特定事業（地域公共交通再編事業等）を実施する際には、関係
法令の特例措置や、国による財政支援等が受けられるほか、地方債の配慮などを行いま
す。

Ｑ２ 既に地域公共交通総合連携計画を策定しているのですが、法改正によって、計画の
位置付けはどうなるのでしょうか。地域公共交通網形成計画へと移行しない場合には、
どうなる し うかどうなるのでしょうか。

Ａ２ 法律の改正に伴い、地域公共交通総合連携計画は法定計画ではなくなりますが、同
計画に基づいて実施している地域公共交通特定事業については、地域公共交通網形成計
画を作成することなく事業を継続することができます。
ただし、今後、新たに地域公共交通特定事業（地域公共交通再編事業等）を実施し

ようとする場合には、新たに、地域公共交通網形成計画を作成することが必要となりま
す。地域公共交通総合連携計画を地域公共交通網形成計画に移行するためには、新たに
追加された記載事項（５ページ参照）を追加するとともに、今後改正される基本方針に
即したものとすることが必要です。

Ｑ３ 地域公共交通網形成計画は、必ずコンパクトシティ化の取り組みと一体でなければ
ならないのですか。

Ａ３ 必ずしもその必要はありません。ただし、コンパクトシティ化に取り組まない地域
においても、その地域に固有のまちづくりや観光振興、健康、福祉、環境等の地域戦略においても、その地域に固有のまちづくりや観光振興、健康、福祉、環境等の地域戦略
と効果的に連携して地域公共交通網形成計画を作成することが期待されます。

Ｑ４ 地域公共交通網形成計画の作成にあたって、協議会を新たに設置する必要はありま
すか。

Ａ４ 地域公共交通総合連携計画を作成するための協議会が既に存在する場合は、同じ協
議会で地域公共交通網形成計画の作成について協議することが可能です。また、既に設
置されている会議の構成員を追加することにより 本法に基づく法定協議会としての機置されている会議の構成員を追加することにより、本法に基づく法定協議会としての機
能を付加することも可能です。例えば、道路運送法に基づく地域公共交通会議が既に組
織されている場合には、必要な関係者を追加することにより、法定協議会としての要件
を満たすことになります。協議会には、地方公共団体の判断により構成員を追加するこ
とが可能であり、地域の実情に応じて必要な関係者を追加することにより、活発な議論
が行われることが期待されます。また、協議会を公開し、住民、利用者その他の利害関
係者の意見を計画に反映させることも重要です。

法定協議会の必須構成員 地域公共交通会議の必須構成員
地方公共団体 地方公共団体の長
公共交通事業者等 一般旅客自動車運送事業者及びその組

織する団体
関係する道路管理者 地方公共団体が必要と認める者
関係する港湾管理者

他計 定め とす 事業を実施その他計画に定めようとする事業を実施
すると見込まれる者
地方公共団体が必要と認める者（公安委
員会、地域公共交通の利用者、学識経験
者等）

住民又は旅客
地方運輸局長
乗合バスの運転者が組織する団体
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（参考）地域公共交通確保維持改善事業

○ 地域公共交通に係る取組みをサポートするため、地域公共交通確保維持改善事業として、
以下のような支援メニューを用意しています。

地域公共交通確保維持改善事業 事業一覧 （平成２６年度）

事業メニュー 補助対象事業者 補助内容
補助
率

地
域
公

陸上交通

地域間幹線系統の運行
費

乗合バス事業者又は法定協議会
（※1）

補助対象系統の運行費に対して補助 １/２

地域内フィーダー系統の
運行費

乗合バス事業者・自家用有償運送者
又は法定協議会（※1）

補助対象系統の運行費に対して補助 １/２

車両減価償却 上記補助対象事業者
上記系統の運行に供する新規導入車両の減価償却費に対して補
助

１/２

公有民営方式における
車両購入

地方公共団体又は法定協議会（※1）
上記系統の運行に供する新規導入車両を地方公共団体が保有し、
運行事業者に貸付ける場合に 購入費を２ヶ年に分割して補助

１/２
公
共
交
通
確
保
維
持
事
業

車両購入 運行事業者に貸付ける場合に、購入費を２ヶ年に分割して補助

離島航路

離島航路運営
費等補助金

離島航路の運営費 離島航路事業者 補助対象航路の運営費に対して補助 １/２

離島住民運賃割引補助 上記補助対象事業者 協議会で決定された割引運賃額に対して補助 １/２

離島航路構造
改革補助金

調査検討 上記補助対象事業者
離島航路構造改革事業に係る検討会の開催経費及び航路再編
等のための調査事業費に対して補助

定額

効率化船舶の代替建造 上記補助対象事業者 効率化船舶への代替建造費用に対して補助 １/１０

公設民営化 地方公共団体
地方公共団体が離島航路事業者に代わり船舶の代替建造を行う
場合又は就航船舶の買取を行う場合の費用に対して補助

３/１０

離島航空路
離島航空路の運航費 離島航空路線に係る航空運送事業者補助対象航空路の運航経費に対する補助 １/２

島民運賃割引 上記補助対象航空運送事業者 離島住民に対する運賃割引に伴う費用に対して補助 １/２

鉄道 鉄道駅の移動円滑化 鉄軌道事業者
鉄軌道駅におけるエレベーター、ホームドア、誘導用ブロック、障
害者対応型トイレ等の整備に対して補助

１/３

自動車

バス・タクシー車両の移
動円滑化

乗合バス事業者、タクシー事業者、
リース事業者

ノンステップバス、リフト付バス、福祉タクシー（リフト付、スロープ
付）の導入・改造に対して補助

１／３
（※2）

福祉タクシーの共同配車
センター整備

タクシー事業者を含む団体等
福祉タクシーの共同配車センターの整備（通信設備整備、車載機
器整備、コーディネーターの育成）に対して補助

１/３

地
域
公
共
交
通
バ
リ

バ
リ
ア
フ
リ
ー

タ 整備 器整備、 ディ タ 育成） 対 補助

バスターミナル等の移動
円滑化

乗合バス事業者、ターミナル事業者、
タクシー事業者等

バスターミナル、タクシー乗り場におけるエレベーター、誘導用ブ
ロック、障害者対応型トイレ等の整備に対して補助

１/３

海事

バリアフリー船舶の建造 国内一般旅客定期航路事業者等 高度バリアフリー化船の建造、船舶の改造に対して補助 １/３

旅客船ターミナルの移動
円滑化

国内一般旅客定期航路事業者で旅客
船ターミナルを設置し、又は管理する
者

旅客船ターミナルにおけるエレベーター、誘導用ブロック、障害者
対応型トイレ等の整備に対して補助

１/３

航空
航空旅客ターミナルの移
動円滑化

本邦航空運送事業者及び航空旅客
ターミナル施設を設置し又は管理する
もの

航空旅客ターミナル施設のエレベーター、誘導用ブロック、障害者
対応型トイレ等の整備に対して補助

１/３

境 向 各事 等
バリア解消に資する待合施設 情報提供案内板 ホームページ制

リ
ア
解
消
促
進
等
事
業

共通 待合・乗継環境の向上 上記各事業者等
バリア解消に資する待合施設、情報提供案内板、ホ ムペ ジ制
作等に対して補助

１/３

利
用
環
境
改
善
促

鉄軌道駅における生活
支援機能施設の整備

鉄軌道事業者（その子会社を含む）
鉄軌道駅における子育て支援に係る施設（保育園）、医療施設の
整備に対して補助

１/３

鉄道 ＬＲＴシステムの整備 鉄軌道事業者
低床式車両の導入、停留施設、制振軌道、変電所、車庫、相互直
通運転化施設の整備等に対して補助

１/３

ＩＣカードシステム導入等 鉄軌道事業者
ＩＣカードシステムの導入その他ＩＴシステム等の高度化に対して補
助

１/３

自動車

ＢＲＴシステムの整備 乗合バス事業者等
連節車両の導入及びそれと一体的に行う停留施設、公共車両優
先システム（ＰＴＰS）車載器の整備等に対して補助

１/３

バスＩＣカ ドシステム バスロケ ションシステム デマンドシステ進 ＩＣカードシステム導入等 乗合バス事業者、タクシー事業者等
バスＩＣカードシステム、バスロケーションシステム、デマンドシステ
ムの導入その他ＩＴシステム等の高度化に対して補助

１/３

海事 船舶建造
離島航路事業者（離島航路補助の対
象事業者を除く）であって、離島住民
に対し運賃の割引を行う者

離島航路に就航する船舶の建造費に対して補助 １/１０

鉄道安全
鉄道の安全性向上設備
の整備等

鉄道事業者等（ＪＲ本州３社、大手民
鉄、公営地下鉄等を除く）

安全性向上に資する設備整備等（レール、マクラギ、落石等防止
設備、ＡＴＳ、列車無線設備、防風設備、橋りょう、トンネル、車両
等）に対して補助

１/３
又は
１/２
（※3）

調査事業 計画策定調査 地域の協議会
協議会開催等の事務費、データ収集・分析、アンケートの実施、住
民啓発事業 短期間の実証調査のための費用等に対して補助

定額

調
査
等
事
業

民啓発事業、短期間の実証調査のための費用等に対して補助

再編調査事業 計画策定調査 法定協議会（※1）
協議会開催等の事務費、地域公共交通の再編に係る検討、事業
実施の効果の算出等に要する経費に対して補助

定額

地域協働推進事業 利用促進策 法定協議会（※1）
モビリティマネジメント、ワークショップ開催、公共交通サービスの
情報提供等、地域ぐるみの利用促進に係る取組みに要する経費

１/２

※１ 地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく協議会を指す。
※２ ノンステップバス及びリフト付きバスについては、１／４又は補助対象経費と通常車両価格の差額の１／２のいずれか低い方
※３ 鉄道事業再構築事業を実施する鉄道の安全輸送設備整備等について、財政力指数が０．４６未満の地方公共団体が費用を負担する場合に限る。
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地域公共交通の確保 維持に係る全国の先進事例の紹介や最新の情報を発信するための

公共交通政策全般について、国民の皆様に広く関心を持って頂くため、定期的にメール
マガジンによる情報発信を行っています。メールマガジンの登録方法やこれまでに配信し
たメールマガジンのバックナンバーは下記のホームページでご覧いただけます。
h // li j / i k / / i k 000039h l

地域公共交通の確保・維持に係る全国の先進事例の紹介や最新の情報を発信するための
「地域公共交通支援センター」ホームページが開設されています。
http://koutsu-shien-center.jp/

お問い合わせ先

○国土交通省 総合政策局 公共交通政策部 交通計画課
℡：03-5253-8275

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/sosei_transport_tk_000039.html

○北海道運輸局 企画観光部 交通企画課
℡：011-290-2721

○東北運輸局 企画観光部 交通企画課
℡：022-791-7507

○関東運輸局 企画観光部 交通企画課
℡ 045 211 7209

○近畿運輸局 企画観光部 交通企画課
℡：06-6949-6409

○中国運輸局 企画観光部 交通企画課
℡：082-228-8701

○四国運輸局 企画観光部 交通企画課
℡ 087 835 6356℡：045-211-7209

○北陸信越運輸局 企画観光部 交通企画課
℡：025-285-9151

○中部運輸局 企画観光部 交通企画課
℡：052-952-8006

℡：087-835-6356

○九州運輸局 企画観光部 交通企画課
℡：092-472-2315

○沖縄総合事務局 運輸部 企画室
℡：098-866-1812



 

法律・関係法令・基本方針記載箇所一覧（改正・変更後） 

 

※施行規則については、主たる改正部分を記載 

内容 法律 施行令等 施行規則 基本方針 

目的 第１条   前文、一１、一２

定義 第２条  別紙Ⅱ（１）  

基本方針 第３条  別紙Ⅱ（２） 全て 

国等の努力義務 第４条   六１（１）～（４）

地域公共交通網形成計画 第５条   二１、二２ 

協議会 第６条   二３ 

形成計画の作成等の提案 第７条   六１（４） 

軌道運送高度化事業     

 事業の実施 第８条   三１（２）、三２

実施計画の認定 第９条 第１～３条  三１（１） 

軌道法の特例 第１０条    

路外駐車場の整備等 第１１条    

地方債の特例 第１２条    

道路運送高度化事業     

 事業の実施 第１３条   三１（３）、三２

実施計画の認定 第１４条   三１（１） 

道路運送法の特例 第１５条    

路外駐車場の整備等 第１６条    

地方債の特例 第１７条    

海上運送高度化事業     

 事業の実施 第１８条   三１（４）、三２

実施計画の認定 第１９条   三１（１） 

海上運送法の特例 第２０条    

鉄道事業再構築事業     

 事業の実施 第２３条   三１（５）、三２

実施計画の認定 第２４条   三１（１） 

鉄道事業法の特例 第２５条    

鉄道再生事業     

 事業の実施 第２６条   三１（６）、三２

鉄道事業法の特例 第２７条    

地域公共交通再編事業     

 事業の実施 第２７条の２  別紙Ⅱ（４）（５） 三１（７）、三２



実施計画の認定 第２７条の３ 第１～３条 

（軌道事業関係）

別紙Ⅱ（６）（７） 三１（１） 

鉄道事業法の特例 第２７条の４    

軌道法の特例 第２７条の５    

道路運送法の特例 第２７条の６ ※道路運送車

両法施行令 

 三１（７） 

海上運送法の特例 第２７条の７    

共通乗車船券 第２７条の８  別紙Ⅱ（８）  

認定軌道運送高度化事業等の実

施に係る命令等 

第２８条    

地方債についての配慮 第２９条    

新地域旅客運送事業    四 

 事業計画の認定 第３０条 第１～３条 

（軌道事業関係）

 四 

運賃及び料金 第３１条    

鉄道事業法等の特例 第３２条    

軌道法の特例 第３３条    

道路運送法の特例 第３４条    

海上運送法の特例 第３５条    

事業の円滑化についての配慮 第３６条    

資金の確保 第３７条   三２、六１（１）

報告の徴収 第３８条    

主務大臣 第３９条    

権限の委任 第４０条  別紙Ⅱ（９）  

命令への委任 第４１条    

経過措置 第４２条    

罰則 第４３条    

第４４条    

第４５条    

 



地域公共交通の活性化及び再生に関する法律施行令及び道路運送車両法施行令

の一部を改正する政令案について

平成２６年９月

国 土 交 通 省

Ⅰ．背景

第１８６回国会において、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の一部を改正

する法律（平成２６年法律第４１号）が、平成２６年５月１４日に成立、同月２１日に

公布されたところです。

今般、同法の施行に伴い、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律施行令（平成

１９年政令第２９７号。以下「令」という。）及び道路運送車両法施行令（昭和２６年

法律第１８３号）について、所要の改正を行うこととしています。

Ⅱ．改正内容

（１）地域公共交通の活性化及び再生に関する法律施行令の一部改正関係

現在、令において、軌道法第３条の特許を要する軌道運送高度化実施計画及び新地域

旅客運送事業計画について、

①当該計画の申請書は地方運輸局を経由して提出すること（令第１条）

②地方運輸局長が申請書の提出を受けたときは、道路管理者の意見を聴取すること（令

第２条）

③地方運輸局長は、②の意見の提出があったときは、国土交通大臣に送付すること（令

第３条）

等の手続が定められている。

今回新設される地域公共交通再編事業に関しても同様に、地域公共交通再編実施計画

の認定を受けた場合においては、軌道法第３条の特許を受けたものとみなすこととなる

ため、上記の軌道運送高度化実施計画等の認定と同様の手続をとることとする。

（２）道路運送車両法施行令の一部改正関係

今般の法改正により新設される法第２７条の６第６項の輸送施設の使用の停止又は

事業の停止を命じた場合について準用する道路運送法（昭和２６年法律第１８３号）

の規定の読替えを定めることとする。

Ⅲ．今後のスケジュール（予定）

公布：平成２６年１１月上旬

施行：平成２６年１１月中旬

※２６年９月５日パブリックコメント開始時点（修正可能性有り）
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地域公共交通の活性化及び再生に関する法律施行規則の一部改正について

平成２６年９月

国 土 交 通 省

Ⅰ．背景

第１８６回国会において、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の一部を改正

する法律（平成２６年法律第４１号。）が、平成２６年５月１４日に成立、同月２１日

に公布されたところです。

今般、同法の施行に伴い、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律施行規則（平

成１９年国土交通省令第８０号）について、所要の改正を行うこととします。

Ⅱ．制定しようとする内容

（１）地域公共交通再編事業の要件（法第２条第１１号関係）

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成１９年法律第５９号。以下「法」

という。）第２条第１１号の国土交通省令で定めるものは、次に掲げるもののいずれか

のもの（④から⑥までに掲げるものにあっては、①から③までに掲げるもののいずれか

と併せて行うものに限る。）とします。

① 特定旅客運送事業に係る路線若しくは航路又は営業区域等の編成の変更

② 他の種類の旅客運送事業への転換

③ 自家用有償旅客運送による代替

④ 異なる公共交通事業者等の間の旅客の乗継ぎを円滑に行うための運行計画の改善

⑤ 共通乗車船券の発行

⑥ ④⑤に掲げるもののほか、乗継割引運賃の設定、交通結節施設における乗降場の

改善、旅客の乗継ぎに関する分かりやすい情報提供、ＩＣカードの導入その他の地

域公共交通の利用を円滑化するための措置

（２）基本方針の記載事項（法第３条第２項第６号関係）

法第３条第２項第６号の国土交通省令で定める持続可能な地域公共交通網の形成に資

する地域公共交通の活性化及び再生に関する事項は、関係者の役割及び関連する施策と

の連携に関する事項とします。

（３）乗継円滑化事業の廃止（旧法第２条第９号、第２１条から第２５条まで関係）

乗継円滑化事業が廃止されたことに伴い、当該事業に係る規定を削除します。

（４）地域公共交通再編実施計画の記載事項（法２７条の２第２項第７号関係）

法第２７条の２第２項第７号の国土交通省令で定める事項は、次に掲げる事項としま

す。

① 地域公共交通網形成計画に地域公共交通再編事業に関連して実施される事業が定め

られている場合には、当該事業に関する事項

② 地域公共交通網形成計画に都市機能の増進に必要な施策の立地の適正化に関する施

策との連携に関する事項が定められている場合には、当該連携に関する事項

※２６年９月５日パブリックコメント開始時点（修正可能性有り）
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③ 地域公共交通網形成計画に観光の振興に関する施策との連携に関する事項が定めら

れている場合には、当該連携に関する事項

（５）特定旅客運送事業者等の要件（法第２７条の２第３項関係）

法第２７条の２第３項の国土交通省令で定める者は、次に掲げる者とします。

① その全部又は一部の区間又は区域が当該地域公共交通再編事業を実施する区域内

に存する路線若しくは航路又は営業区域に係る特定旅客運送事業を営む者（当該地

域公共交通再編事業を実施する区域内に停車場若しくは停留所が存しない路線又は

寄港地が存しない航路に係る特定旅客運送事業を営む者その他の国土交通大臣が定

める者を除く。）

② ①に規定する者の全部又は一部の者に代わって当該特定旅客運送事業に係る路線、

航路又は営業区域において旅客運送事業を営もうとする者

③ ①に規定する者の全部又は一部の者に代わって当該特定旅客運送事業に係る路線

又は営業区域において自家用有償旅客運送を行おうとする者

（６）地域公共交通再編実施計画の認定申請の方法（法第２７条の３第８項関係）

法第２７条の３第８項の国土交通省令で定める事項は、地域公共交通再編実施計画の

認定の申請及び変更の認定の申請に係る申請書の記載事項及び必要な添付書類等に関す

る事項とします。

（７）地域公共交通再編実施計画に係る道路管理者の意見聴取に関する事項（法第２７条

の３第４項関係）

法第２７条の３第４項の国土交通省令で定める道路管理者の意見聴取に関する事項は、

道路管理者への通知、道路管理者の意見提出、道路管理者の意見を聴く必要がない場合

に関する事項等とします。（参考：道路管理者の意見聴取に関する省令（昭和２６年運

輸省令・建設省令第１号））

（８）共通乗車船券に係る届出の方法（法第２７条の８第１項関係）

法第２７条の８第１項の国土交通省令で定める届出の方法は、共通乗車船券を発行し

ようとする運送事業者の氏名又は名称及び住所、運送事業者を代表する者の氏名又は名

称、割引を行おうとする運賃又は料金の種類、共通乗車船券の名称、発行価額等を記載

した届出書を提出することとします。

（９）その他

その他所要の規定の整備を行います。

Ⅲ．今後のスケジュール（予定）

公布：平成２６年１１月上旬

施行：平成２６年１１月中旬

※２６年９月５日パブリックコメント開始時点（修正可能性有り）



機密１

変更のポイント

変更の趣旨
前文 将来にわたって持続可能な地域公共交通網を構築し、地域の

地域公共交通活性化・再生の促進に関する基本方針 変更案のポイント

○地域公共交通の活性化及び再生に関する法律第3条に基づき、
国土交通大臣が基本方針を策定
○今般、同法の改正に伴い、地域公共交通の活性化及び再生が
都市機能の増進に寄与することとなるよう配慮して定めるものと
されたことを踏まえ、変更

変更のポイント

2 活性化及び再生の目標
「住民、来訪者の移動手段の確保、
「安全・安心で質の高い運送サービスの提供等」に加え、
「地域社会全体の価値向上」として
具体的に以下の項目を追加

1 活性化及び再生の意義 以下について追加

民間事業者の事業運営に任せきりであった従来の枠組みから
脱却し、地方公共団体が先頭に立って、地域の関係者が知恵
を出し合い、合意の下で、持続可能な地域公共交通網を構想

前文
に追加 活力を維持するとともに、個性あふれる地方の創生を推進

一 地域公共交通の活
性化及び再生の意義
及び目標に関する事
項

一 持続可能な地域公共交通網の
形成に資する地域公共交通の活
性化及び再生の意義及び目標に
関する事項

現行 法改正後 コンパクトなまちづくり
の実現

まちのにぎわいの
創出や健康増進

観光振興施策
との連携による
人の交流の活発化

具体的に以下の項目を追加を出し合い、合意の下で、持続可能な地域公共交通網を構想
し、その実現に向けて地域公共交通の活性化及び再生を図る

急速な少子高齢化・人口減少社会において、都市の再生や地
域の活力の向上及び持続的発展を実現するためには、コンパ
クトなまちづくりとともに、拠点同士、あるいは拠点と居住エリア
を結ぶ地域公共交通網の充実が必要不可欠

項

二 地域公共交通総合

関する事項

二 地域公共交通網形成計画の

基本的な方針 以下の4点に留意し記載

①まちづくり、観光振興等の
地域戦略との一体性の確保

③多様な交通
サービスの組合せ

②地域全体を見渡した
総合的な公共交通
ネットワーク

④住民の協力を
含む関係者の連携

区域：
交通圏を基本

目標：
具体的・明確に設定

事業・実施主体： 計画区域における地域公 計画の達成状況の評価： 計画期間：5年程度を原則。中長期的に地域

1形成計画の記載事項

連携計画の作成に関
する基本的な事項

三 地域公共交通特定

作成に関する基本的な事項
事 実 体 域 域
共交通を一体的に形成計画の対象とする

立地適正化計画、
観光圏整備計画等

他の分野の計画との連携

地域の目指すべき将来像や、計画
の目標を達成する上で必要な
サービスの水準等について協議

独占禁止法の
規定に抵触
しないよう留意

評価の方法・実施時期を記載 が目指すべき将来像も念頭におきつつ、作成

2都市計画等との調和 3 協議会

地域公共交通特定事業
従来の特定事業（軌道運送高度化・道路運送高度化
・海上運送高度化・鉄道事業再構築・鉄道再生）に加え、 を追加

事業その他の連携計
画に定める事業に関
する基本的な事項

四 新地域旅客運送事
業に関する基本的な
事

三 地域公共交通特定事業その他
の形成計画に定める事業に関する
基本的な事項

四 新地域旅客運送事業に関する基
本的な事項

地域公共交通
再編実施計画の認定

基本方針に照らして適切か、
特に、計画の基礎となっている形成計画について、 上記①～④の
「基本的な方針」に沿って作成されているかを踏まえ判断

地域公共交通再編事業

事項

五 持続可能な地域公共交通網の
形成に資する地域公共交通の活
性化及び再生に関する事業の評
価に関する基本的な事項

1関係者の役割 以下の項目などを追加 2 関連する施策の連携

形成計画に掲げた数値目標の
達成状況を評価

事業実施の効果・効率を
定期的に評価

基本的な方針」に沿って作成されているかを踏まえ判断

国
五 その他地域公共交
通の活性化及び再生
に関する事項

六 その他持続可能な地域公共交通
網の形成に資する地域公共交通
の活性化及び再生に関する事項

まちづくり、観光振興、健康、福祉、環境など様々
な分野における施策との連携を図ることが重要

まちづくりと地域公共交通の担当者が合同して、
地方公共団体等に助言等を行っていくことを推進

事業者

人材育成
情報提供

協議会への
積極的参画

利用者減少を
食い止め、

回復していく取組

情報・データ
の提供

認定地域公共交通再編実施計画等に
基づいて地域公共交通網を再構築する

取組に対して、重点的に支援



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism 

地域公共交通の活性化及び再生の促進
に関する基本方針 変更案のポイント 

平成２６年１０月２４日 

国土交通省 総合政策局 公共交通政策部  



前文 

  このような状況の下、国民等の交通に対する基本的な需要が適切に充足されることが重要で
あるという交通政策基本法（平成２５年法律第９２号）の基本理念を踏まえつつ、地域の経済
社会的活動の基盤である地域公共交通網の確保が喫緊の課題。 

○我が国では従来、公共交通網の形成は、民間事業者の能力を活用して、利用者のニーズを前提と
して、それに対応するよう輸送サービスを提供するという形で進められてきたところ。 

 
○しかしながら、今後見込まれる人口の急激な減少に伴い、特に地方部においては、民間事業者に

よる独立採算ベースでの輸送サービスの提供が不可能となる地域が増加するおそれ。 
 
○他方、高齢化の進展に伴い、自家用車を運転できない高齢者等の移動手段としての公共交通の重

要性が増大しており、こうした地域では、自治体をはじめとして交通に関わる様々な主体が相互
に協力し、地域が一体となって交通網を形成することが不可欠。 

 
○さらに、地方の中小の都市部など、民間事業者による輸送サービスの提供が可能なエリアにおい

ても、まちづくり施策、観光施策などと十分に連携して交通施策を進めることにより、将来にわ
たって持続可能な地域公共交通網を構築し、地域の活力を維持するとともに、個性あふれる地方
の創生を推進していくことが求められている。 

2 



一．持続可能な地域公共交通網の形成に資する 
  地域公共交通の活性化及び再生の意義及び目標 

3 



１ 活性化及び再生の意義 

 
 
 
○急速な少子高齢化・人口減少社会において、都市の再生や地域の活力の向上及び持続的発

展を実現するためには、コンパクトなまちづくりとともに、拠点同士、あるいは拠点と居住
エリアを結ぶ地域公共交通網の充実が必要不可欠。 

 
○民間事業者の事業運営に任せきりであった従来の枠組みから脱却し、地方公共団体が先頭

に立って、地域の関係者が知恵を出し合い、合意の下で、持続可能な地域公共交通網を構想
し、その実現に向けて地域公共交通の活性化及び再生を図る。 
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２ 活性化及び再生の目標 

○地域公共交通の活性化・再生は、交通分野の課題の解決にとどまらず、中長期的・短期的なまちづくりに
おいても重要。また、観光振興や健康、福祉、環境など様々な分野で大きな効果をもたらす。 
 
 
 ○コンパクトなまちづくりの実現により市街地の拡散に伴う低密度化を抑制し、人口密度の維持を図る。 
 ○その実効性を担保するため、諸機能が集約した拠点同士、あるいは拠点と居住エリアを結ぶ地域公共交

通網を再構築。 
 
 
 ○まちのにぎわいの創出、歩いて暮らせるまちづくりによる健康増進といった観点から、地域公共交通に

よる移動の利便性を向上させ、公共交通と自家用車で適切に役割分担。 
 
 
 ○便利で利用しやすい公共交通は観光地等の魅力増大に資するとともに、車両や運送サービス自体が観光

資源となる場合も。 
 ○地域公共交通の充実により、観光旅客等の来訪者の移動の利便性や回遊性を向上。 

地域社会全体の価値向上 

○日常生活上不可欠な移動に加え、地域公共
交通の維持・改善により文化活動やコミュ
ニティ活動、「遊び」のための活動、その
他様々な活動のための外出を容易にするこ
とを通じて、外出機会を増加。 

住民、来訪者の移動手段の確保 

 
①安全・安心な運送サービスの提供 
 持続可能で安全・安心な運送サービスを提供できる健全

な事業体制を確保するとともに、こうしたサービスを担
う運転者等の人材不足の改善を図っていくことが重要。 

②シームレスな運送サービスの提供 
③定時性の確保、速達性の向上 
④乗りたくなるサービスの提供 

安全・安心で質の高い運送サービスの提供等 

5 

① コンパクトなまちづくりの実現 

② まちのにぎわいの創出や健康増進 

③ 観光振興施策との連携による人の交流の活発化 



二．地域公共交通網形成計画の作成 
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１ 形成計画の記載事項 （１）基本的な方針 

 
○地域戦略と一体で地域公共交通を考えること

により、人々が集う拠点や観光スポットにお
ける公共交通の利便性を高め、地域公共交通
のサービス充実と利用者増加とを一体で実現。 

 
○医療、福祉等の都市機能の集積と公共交通沿

線への居住の誘導によるコンパクトなまちづ
くりの実現のため、多様な交通サービスの導
入と有機的な組合せなどの公共交通の再編を
一体的に展開。 

①まちづくり、観光振興等の 
地域戦略との一体性の確保 

○地域が目指すべき将来像とともに、その中で公共交通が果たすべき役割を明確化した上で、公共
交通の活性化及び再生に向けた取組の方向性を定める。 

 
○地域全体の公共交通をネットワークとして総

合的に捉え、交通機関相互の連携を十分に図
るとともに、公共交通網の効率性を向上。 

 
○公的支援のあるサービスは公的支援のない

サービスを補完するものとして位置付け。 

②地域全体を見渡した 
総合的な公共交通網の形成 

○人口密度や自然条件等の地域特性に応じ、多
様な交通手段を有機的に組み合わせ、身の丈
に合った新たな地域公共交通網を形成。 

③地域特性に応じた多様な 
交通サービスの組合せ 

○地域公共交通は、コミュニティの形成に当
たって不可欠な地域の共有財産。 

 
○住民のニーズを的確に反映させるだけでなく、

住民が主体となって公共交通を考え、さらに
は運営にも関わるといった積極的・継続的関
与を行うことが必要。 

④住民の協力を含む関係者の連携 
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１ 形成計画の記載事項 （２）区域、（３）目標 

 
 
 
○当該地域の住民の通勤、通学、買物、通院といっ

た日常生活に関して形成される交通圏を基本とす
ることとし、個別・局所的にならないよう留意。 

 
○区域の検討に当たり、交通圏の範囲が複数の市町

村にまたがる場合は、関係市町村や都道府県が連
携して取り組む。 

 
 
 
○合併により広大な面積を有する市町村、離島を含

む市町村など、市町村の行政区域中に複数の交通
圏が存在する場合も。 

○このような場合には、単独で又は他の地方公共団
体と共同して、複数の形成計画の作成が可能。 

 
○広域的な形成計画が作成された場合において、当

該形成計画の区域と一部区域が重複する交通圏が
存在する場合は、当該交通圏について別の形成計
画の作成が可能。 

○ただし、両形成計画の整合性の確保が必要不可欠。 

区域 

複数の形成計画の策定 

○(1)の基本的な方針に即して、目標を設定。 
 
○地域の関係者が共通認識を持って取組を推進

することができるよう、可能な限り具体的か
つ明確な目標を設定。 

 
○公共交通サービスが現状においてどのレベル

にあるかをできる限り客観的に認識した上で、
地域が自らの目指す方向性を具体的な数値目
標として明示。 

 
○公共交通の利用状況に関する目標は、その達

成自体が地域の将来像の実現に直結するもの
ではない点に留意。 

○地域が目指す将来像の実現に貢献するような
目標についても設定することが望ましい。 

目標 
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広域性の確保 



１ 形成計画の記載事項 （４）事業・実施主体、（５）達成状況評価、（６）期間 

 
 
○計画区域における地域公共交通を一体的に形

成計画の対象とした上で、目標達成のために
提供されるべき公共交通サービスの全体像を
明らかにする。 

 
○目標を達成する上で必要となる路線等を明確

化するとともに、各路線等におけるサービス
水準の目安を設定することが考えられる。 

○その上で、これらのサービスの実現のために
必要な事業・実施主体を整理し、計画に記載。 

 
○既存路線の維持といった継続的な取組や、民

間事業者による自主事業も含め、目標達成の
ために必要となる事業を網羅的に記載。 

○地域の関係者の間で十分な調整を行い、事業
間の整合性を確保。 

 
 
 
○着手予定時期、実施予定期間について可能な

限り具体的かつ明確に記載。 
○当面事業の実施の見込みがない場合は、事業

の具体化に向けた検討の方向性を記載し、具
体化した段階で、形成計画を適宜変更して事
業の内容について記載を追加・修正。 

 

事業・実施主体 

事業の着手時期・実施期間 

 
○形成計画に定めた数値目標と実績値を比較。 
○ただし、評価に当たっては、地域公共交通が、

定量的に把握することが困難な価値や外部効
果を有することにも留意。 

 
○評価時期は、原則として計画期間の終了時又

は形成計画の見直し時（必要に応じて、中間
評価を実施することも可能）。 

 
○評価の結果に基づいて施策の充実等の検討を

行うとともに、同計画の見直しに反映。 
○目標を着実に達成する観点から、計画に位置

付けられた各種事業の実施状況を適切に管理。 

達成状況の評価 

 
○計画期間は、原則５年程度（ただし、計画目

標や地域の実情等を踏まえ、柔軟な設定も可
能。） 

○まちづくりに関する事業の中には、事業期間
が長期間にわたるものもあるため、形成計画
は、中長期的に地域が目指すべき将来像も念
頭におきつつ、作成。 

 
○計画期間中又は計画期間終了時における計画

見直しの手順等についても明示。 

計画期間 
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２ 都市計画等との調和 

 
○地域公共交通は地域社会全体の価値を向上させ

るための手段の一つ 
○その活性化及び再生は、まちづくり、観光振興、

健康、福祉、環境など様々な分野と密接な関係
を有する。 

 
○このため、形成計画を作成する地域において 
・立地適正化計画（都市再生特別措置法） 
・観光圏整備計画（観光圏整備法） 
・地方公共団体実行計画（地球温暖化対策進法） 
 
 など、他の分野の計画が策定されている場合に

は、これらの計画と連携。 

他の計画との連携 

 
○公共交通は「都市の装置」として重要であり、

都市の将来像の骨格を形成。そのため、 
・都市計画 
・市町村の都市計画に関する基本的な方針（都

市計画法） 
・基本計画（中心市街地活性化法） 
・基本構想（バリアフリー法） 
・港湾計画（港湾法） 
 との調和を確保。 

「都市の装置」 
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３ 協議会 

 
○地方公共団体の内部においても、交通部局の

みならず、まちづくり、観光振興、健康、福
祉、環境等を管轄する幅広い部局からの参画
を期待。 

○日頃から当該交通を利用し、その実情をよく
知る者の参画も欠かせない。 

 
○協議会の構成員は、地方公共団体の判断によ

り柔軟に追加可能。 
○必要な構成員の追加により、本法に基づく協

議会に道路運送法に基づく地域公共交通会議
等の他の協議会の機能を付加し、合同で開催
するなど、事務負担の軽減が可能。 

 

構成員 

 
○公共交通事業者等、道路管理者、港湾管理者、

形成計画に定めようとする事業を実施すると
見込まれる者については、正当な理由がある
場合を除き、形成計画の作成・実施に関する
協議に応じなければならない。 

協議応諾義務 

 
○協議会においては、地域の目指すべき将来像

や、形成計画の目標を達成する上で必要な公
共交通サービスの水準等について、可能な限
り具体的に協議が行われることが期待。 

 
○一方、当該協議会において公共交通事業者の

間で、例えば公共交通サービスに係る個別・
具体的な運賃・料金、運行回数、路線・運行
系統等について合意がなされるなど、独占禁
止法の規定に抵触しないよう留意。 

 
○このため、公共交通事業者の個別・具体的な

運賃・料金、運行回数、路線・運行系統等の
設定について協議する場合には、地方公共団
体が個々の公共交通事業者との間で個別に協
議。 

独禁法上の留意点 

 
○協議会の構成員は、協議会において協議が

調った事項については、結果を尊重しなけれ
ばならない。 

結果尊重義務 
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三．地域公共交通特定事業 
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１ 地域公共交通特定事業 （１）実施計画の認定 

○事業の目標、運行形態、維持・運営コスト等を踏まえて、一２に掲げる目標を実現し、地域における持
続可能な地域公共交通網の形成に資する効率的な運送サービスであるかどうか判断 

 
①当該実施計画に定める事項が基本方針に照らして適切なものであることが必要。 
 とりわけ、再編実施計画の認定に当たっては、同計画の基礎となっている形成計画について、二１(1)に

掲げる基本的な方針に沿って作成されているかどうかを踏まえ、判断。 
 
②実施計画の内容を実現するための手段、実現性、関係機関との連携等が、地域公共交通特定事業を確実

に遂行するために適切なものであるかどうかについても審査。 
 
③当該地域公共交通特定事業の実施のために各事業法の許認可等を得る必要がある場合には、当該許認可

等を得るための基準に適合するとともに、欠格事由に該当しないかどうか審査。 

実施計画の認定 

○軌道運送高度化事業、道路運送高度化事業、海上運送高度化事業、 
 鉄道事業再構築事業、鉄道再生事業、地域公共交通再編事業。 
 
○各々の事業の特性や、地域の特性等を踏まえた上で、形成計画の目標を達成するために必要な事業を適

切に選択し、同計画に記載。 

地域公共交通特定事業 
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１ （２）～（７） 各特定事業に関する留意事項 （３）道路運送、（４）海上運送 

○陸上の公共交通との円滑な乗継ぎを組み合わせなければ、地域のニーズを満たせない場合も多いことか
ら、当該事業の実施と併せた、陸上の公共交通の再編や利便性向上策も実施することが望ましい。 

 
○運航に多くの燃料油を消費する海上運送事業の特性を踏まえ、新たな船舶の導入に際しては、経済性向

上・環境負荷低減にも留意。 

海上運送高度化事業に関する留意事項 

 
○バス事業の高度化と併せて、道路管理者、公安委員会等が講ずる道路交通の円滑化に資する措置が必要。 
 
○連接バスの導入に当たっては、通常車両より多くの手続を要し、地方公共団体、国、道路管理者、公安

委員会等の連携・協力を得ることが円滑な導入に不可欠であることから、協議会等において、特にこれ
らの関係者と緊密に協議。 

道路運送高度化事業に関する留意事項 
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１ （７） 地域公共交通網再編事業に関する留意事項  

 
○再編事業の実施期間中に、当該事業の実施区域において新規参入者が現れた場合には、当該者の協議会

への参加を促すとともに、再編実施計画を見直し、当該者も事業の実施主体として位置付けることが望
ましい。 

 
○一方で、認定を受けた地域公共交通再編事業の実施区域において新たに一般乗合旅客自動車運送事業を

営もうとする者等からの事業許可等の申請があった場合には、国土交通大臣は、当該事業の許可等に際
し、再編実施計画の維持が困難となり、公衆の利便が著しく阻害されるおそれがないか審査。 

 
○さらに、国土交通大臣は、当該新規参入をした一般乗合旅客自動車運送事業者等に対し、その事業の経

営により当該再編実施計画の維持が困難となるため、公衆の利便が著しく阻害されるおそれがあると認
めるときは、公衆の利便を確保するためやむを得ない限度において、当該事業の実施方法の変更の命令
が可能。 

新規参入者の取扱い 

 
○地方公共団体は、再編実施計画を定めようとするときは、あらかじめ、特定旅客運送事業者等（※ 法第

２７条の２）の全ての同意が必要。 
 

○運行を担う交通事業者の意向を無視してはならない。 
 

○他方、特定旅客運送事業者等においては、地域の関係者による取組に対して、可能な限り前向きな協力
が期待される。正当な理由なく地方公共団体からの同意要請を拒否し、地域公共交通の再編を阻害する
ことがあってはならない。 

 

○地域公共交通の再編に向けて、地方公共団体と交通事業者が緊密に連携して取り組むことが重要。 

地域公共交通網再編事業 
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四．新地域旅客運送事業 
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新地域旅客運送事業 

 
○一２に掲げる目標を実現し、地域における持続可能な地域公共交通網の形成に資する効率的な運

送サービスであるかどうか判断。また、当該事業計画に定める事項が基本方針に照らして適切で
あることが必要。 

 
○あわせて、事業計画の内容を実現するための手段、実現性、関係機関との連携等が、新地域旅客

運送事業を確実に遂行するために適切なものであるかどうかについても審査。 
 
○これらの点に加え、当該新地域旅客運送事業の実施のために各事業法の許認可等を得る必要があ

る場合には、当該許認可等を得るための基準に合致するとともに、欠格事由に該当しないか審査。 

事業計画の認定 

 
○鉄道事業又は軌道事業、道路運送事業、海上運送事業のうち二以上の事業にまたがる輸送形態で

あり、同一の車両又は船舶を用いて一貫した運送サービスを提供する新たな運送サービスのうち、
地域の旅客輸送需要にきめ細かく対応した効率的な運送サービスを提供する事業。 

新地域旅客運送事業 
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五．事業の評価 
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事業の評価 

目標 

事業 

実施 

評価 

見直し
改善 

○計画に掲げた数値目標の達成状況を評価するだけでなく、同
計画に位置付けられた各種事業の実施状況を把握し、事業が
効果的・効率的に実施されているかを定期的に評価。 

○形成計画の達成状況の評価は、原則として計画期間の終了時
又は同計画の見直し時としているのに対し、同計画に基づく
各種事業の評価については、より短期的・定期的に行うこと
が望ましい。 

 
○可能な限り定量的に評価を行うことが重要であるが、サービ

スの効率性や品質の向上自体は目的ではなく、形成計画の目
標を効果的・効率的に達成するための手段。 

 
○評価に当たっては、地域公共交通が、定量的に把握すること

が困難な価値や外部効果を有することにも留意。 

○事業が効果的・効率的に実施されておらず、
形成計画の目標の達成を阻害している場合に
は、事業の実施方法を見直し、改善。 

○各種事業が十分に効果的・効率的に実施され
ているにもかかわらず、形成計画の目標が達
成されない場合には、事業内容が同計画の目
標に照らして適切でない可能性もあるため、
必要に応じて、事業内容を見直し。 
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六．その他 
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国 

都道府県 

市町村 
公共交通 

事業者 

住民、利用者
その他の関係

者 

１ 関係者の役割 

関係者がそれぞれの役割を果たしつつ、相互に連携を図りながら協力 
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○交通圏が複数の市町村にまたがる場合は、他の

市町村や都道府県と共同して形成計画を作成す
るなど、広域的な観点に立って取り組む。 

 
 
○取組の効果的な実施のため、地域公共交通の専

門担当職員や、横断的なプロジェクトチームを
置くことも意義が大きい。 

１ 関係者の役割 

○ 国土交通大臣が認定した地域公共交通再編実
施計画等に基づいて地域公共交通網を再構築す
る取組に対して、重点的に支援。 

○これにより、同計画の実効性や同計画に基づく
地域の主体的な取組の持続可能性を高めていく。 

 
 
 
○地域の関係者による適切な検討・合意形成等が

可能となるよう、必要な情報、データ、ノウハ
ウ等が収集・蓄積・提供されるような環境を確
保。 

○地域の関係者に対する研修、セミナー等を実施。 
○運転者等の確保については、国としても、事業

者の取組をサポートし、他の事業者へ普及を。 
 

財政的支援 

人材育成・情報提供 

技術開発の推進 安全の確保 

 
 
 
 
○交通圏が複数の市町村にまたがり、広域的な観

点から地域公共交通の活性化・再生の取組が求
められる場合には、市町村と共同して形成計画
を作成するなど、主体的・主導的に取り組む。 

主体的・主導的な取組 

中心・主体的役割 

専門担当職員等の設置 

広域的な観点 

国 
市町村 

側方的支援 

都道府県 

22 



１ 関係者の役割 

協議会等における協議に 
積極的に参画 

地域公共交通全体を 
利用しやすくする情報提供 

 
 
 
 
○地域公共交通のあり方の検討に必要な情報・

データの積極的提供。 
 

※提供を受けた地方公共団体等による当該情報・データ
の適切な取扱い 

 
 
 
 

 
 

中心的役割 情報・データ提供 

運送サービスの質の向上 

 
 
 
○地域の関係者の一員として、主体的に、活性化・再生に向けた検討に参加。 
 

○公共交通の積極的な利用や住民間における公共交通の利用促進についての意識の醸成、さらには、住民
による公共交通の維持・運営など 

住民、利用者その他の関係者 

○従来行ってきた事業のやり方にとらわれず、地
域公共交通の利用減少を食い止め、回復してい
く取組を展開。 

 

○こうした取組が利用者、地方公共団体等の関係
者に理解されるよう説明・周知。 

 

○必要に応じ、地方公共団体に対し、形成計画の
作成・変更を提案。 

主体的役割 

公共交通事業者 

23 



２ 関連する施策との連携 

○都市機能の増進に必要な施設の立地の適正化その他のまちづくりをはじめとして、観光振興、健
康、福祉、環境など様々な分野における施策との連携。 

 
○個性あふれる地方の創生を図っていくことを念頭に置きつつ、関係する府省の連携の下、総合的

に支援。 
 
○本省及び地方支分部局の双方において、まちづくりと地域公共交通の担当者が合同して、地方公

共団体等に助言等を行っていく。 

 このような取組を通じて、地域公共交通の活性化及び再生を図り、誰もが生き生きと暮らせる、
持続可能で活力に満ちた地域社会の実現を目指していくことが必要。 

24 
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○
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針

新
旧
対
照
条
文
（
案
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針

目
次

（
新
設
）

一

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及

び
再
生
の
意
義
及
び
目
標
に
関
す
る
事
項

１

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化

及
び
再
生
の
意
義

２

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化

及
び
再
生
の
目
標

住
民
、
来
訪
者
の
移
動
手
段
の
確
保

(1)

地
域
社
会
全
体
の
価
値
向
上

(2)

安
全
・
安
心
で
質
の
高
い
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等

(3)

二

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
作
成
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

１

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
記
載
事
項

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性

(1)
化
及
び
再
生
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

形
成
計
画
の
区
域

(2)

形
成
計
画
の
目
標

(3)

形
成
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
行
う
事
業
及
び
そ
の
実
施
主
体
に

(4)
関
す
る
事
項

形
成
計
画
の
達
成
状
況
の
評
価
に
関
す
る
事
項

(5)

※２６年９月５日パブリックコメント開始時点（修正可能性有り）
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形
成
計
画
の
期
間

(6)
２

都
市
計
画
等
と
の
調
和

３

協
議
会

協
議
会
の
構
成
員

(1)

留
意
事
項

(2)

三

地
域
公
共
交
通
特
定
事
業
そ
の
他
の
形
成
計
画
に
定
め
る
事
業
に
関
す
る
基
本

的
な
事
項

１

地
域
公
共
交
通
特
定
事
業
に
つ
い
て

実
施
計
画
の
認
定

(1)

軌
道
運
送
高
度
化
事
業
に
関
す
る
留
意
事
項

(2)

道
路
運
送
高
度
化
事
業
に
関
す
る
留
意
事
項

(3)

海
上
運
送
高
度
化
事
業
に
関
す
る
留
意
事
項

(4)

鉄
道
事
業
再
構
築
事
業
に
関
す
る
留
意
事
項

(5)

鉄
道
再
生
事
業
に
関
す
る
留
意
事
項

(6)

地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
に
関
す
る
留
意
事
項

(7)
２

そ
の
他
留
意
事
項

四

新
地
域
旅
客
運
送
事
業
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

五

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及

び
再
生
に
関
す
る
事
業
の
評
価
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

六

そ
の
他
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
地
域
公
共
交
通
の
活

性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
事
項

１

関
係
者
の
役
割

国
の
役
割

(1)

都
道
府
県
の
役
割

(2)

市
町
村
の
役
割

(3)

公
共
交
通
事
業
者
の
役
割

(4)

住
民
、
公
共
交
通
の
利
用
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
役
割

(5)

※２６年９月５日パブリックコメント開始時点（修正可能性有り）
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※２６年９月５日パブリックコメント開始時点（修正可能性有り）

２

関
連
す
る
施
策
と
の
連
携

我
が
国
で
は
従
来
、
公
共
交
通
網
の
形
成
は
、
民
間
事
業
者
の
能
力
を
活
用
し
て
、

地
域
公
共
交
通
は
、
地
域
の
経
済
社
会
活
動
の
基
盤
で
あ
り
、
そ
の
地
域
に
お
け
る

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
前
提
と
し
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
よ
う
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

公
共
財
的
役
割
は
非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ
る
。

る
と
い
う
形
で
進
め
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
公
共
交
通
の
利
用
者
は
長
期
的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
見
込
ま
れ
る
人
口
の
急
激
な
減
少
に
伴
い
、
特
に
地
方
部
に

を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

お
い
て
は
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
採
算
ベ
ー
ス
で
の
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
不
可
能

と
な
る
地
域
が
増
加
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

他
方
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
自
家
用
車
を
運
転
で
き
な
い
高
齢
者
等
の
移
動
手

段
と
し
て
の
公
共
交
通
の
重
要
性
が
増
大
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
地
域
に
お
い
て
は
、

自
治
体
を
は
じ
め
と
し
て
交
通
に
関
わ
る
様
々
な
主
体
が
相
互
に
協
力
し
、
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
交
通
網
を
形
成
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
地
方
の
中
小
の
都
市
部
な
ど
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
可
能
な
エ
リ
ア
に
お
い
て
も
、
都
市
機
能
や
居
住
の
誘
導
と
い
っ
た
ま
ち
づ
く
り

施
策
、
さ
ら
に
は
交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
る
た
め
の
観
光
施
策
な
ど
と
十
分
に
連
携
し

て
交
通
施
策
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通

網
を
構
築
し
、
地
域
の
活
力
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
個
性
あ
ふ
れ
る
地
方
の
創
生
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
国
民
等
の
交
通
に
対
す
る
基
本
的
な
需
要
が
適
切
に
充
足

さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
交
通
政
策
基
本
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十

二
号
）
の
基
本
理
念
を
踏
ま
え
つ
つ
、
地
域
の
経
済
社
会
的
活
動
の
基
盤
で
あ
る
地
域

公
共
交
通
網
を
確
保
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

本
方
針
は
、
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法

本
方
針
は
、
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法

律
第
五
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
に
最
も
精
通
し

律
第
五
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
に
最
も
精
通
し

た
地
方
自
ら
に
よ
る
地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
主
体
的
な
検
討
と
、
そ
れ

た
地
方
自
ら
に
よ
る
地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
主
体
的
な
検
討
と
、
そ
れ

に
基
づ
く
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
取
組
を
推
進
す
る
た
め
の

に
基
づ
く
具
体
的
な
取
組
及
び
創
意
工
夫
を
総
合
的
、
一
体
的
か
つ
効
率
的
に
推
進
す

基
本
的
な
方
針
と
し
て
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
と
し
て
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
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※２６年９月５日パブリックコメント開始時点（修正可能性有り）

一

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び

一

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
の
意
義
及
び
目
標
に
関
す
る
事
項

再
生
の
意
義
及
び
目
標
に
関
す
る
事
項

１

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及

１

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
の
意
義

び
再
生
の
意
義

急
速
な
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
時
代
の
到
来
や
移
動
手
段
に
関
す
る
国
民
の

急
速
な
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
時
代
の
到
来
や
移
動
手
段
に
関
す
る
国
民
の

選
好
の
変
化
等
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
地
域
公
共
交
通
の
利
用
者
は

選
好
の
変
化
等
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
地
域
公
共
交
通
の
利
用
者
は

長
期
的
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。
地
方
都
市
や
過
疎
地
域
な
ど
に
お
い
て
は
、
鉄
道

長
期
的
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。
地
方
都
市
や
過
疎
地
域
な
ど
に
お
い
て
は
、
鉄
道

・
軌
道
・
バ
ス
事
業
者
と
い
っ
た
公
共
交
通
事
業
者
が
不
採
算
路
線
か
ら
撤
退
す

・
軌
道
・
バ
ス
事
業
者
と
い
っ
た
公
共
交
通
事
業
者
が
不
採
算
路
線
か
ら
撤
退
す

る
こ
と
に
よ
り
交
通
空
白
地
帯
が
出
現
す
る
な
ど
、
住
民
の
移
動
手
段
の
確
保
が

る
こ
と
に
よ
り
交
通
空
白
地
帯
が
出
現
す
る
な
ど
、
住
民
の
移
動
手
段
の
確
保
が

切
実
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
離
島
航
路
に
つ
い
て
は
、
離
島
の
少
子
高

切
実
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
都
市
部
に
お
い
て
も
、
バ
ス
の
速
達
性
・

齢
化
・
人
口
減
少
に
よ
る
地
域
の
活
力
の
低
下
に
よ
り
輸
送
人
員
が
低
下
し
て
お

定
時
性
の
低
下
や
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
車
内
混
雑
に
よ
る
快
適
性
の
低
下
等
、
運
送

り
、
そ
の
維
持
・
改
善
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
質
が
低
下
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
離
島
航
路
に
つ
い
て
は
、
離
島
の

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
よ
る
地
域
の
活
力
の
低
下
に
よ
り
輸
送
人
員
が
低
下

し
て
お
り
、
そ
の
維
持
・
改
善
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
都
市
の
再
生
や

一
方
で
、
近
年
の
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
の
進
展
に
対
す
る
対
応
や
住
民
の

地
域
の
活
力
の
向
上
及
び
持
続
的
発
展
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
近
年
求
め
ら
れ

自
立
し
た
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
の
確
保
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
、
近
年
求
め

て
い
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
と
と
も
に
、
拠
点
同
士
、
あ
る
い
は
拠
点
と

ら
れ
て
い
る
集
約
型
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
に
も
、
良
質
な
公
共
交
通
を

居
住
エ
リ
ア
を
結
ぶ
地
域
公
共
交
通
網
の
充
実
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
併
せ
て

確
保
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
交
流
拡

バ
ス
の
速
達
性
・
定
時
性
の
確
保
や
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
車
内
混
雑
の
緩
和
に
よ
る

大
・
観
光
振
興
の
基
盤
と
し
て
公
共
交
通
の
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
便
利
で
利
用

快
適
性
の
向
上
等
、
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

し
や
す
い
公
共
交
通
は
観
光
地
等
の
魅
力
増
大
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

ま
た
、
便
利
で
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
の
整
備
は
、
地
域
の
交
流
拡
大
・
観
光

、
公
共
交
通
は
自
家
用
自
動
車
に
比
べ
て
一
人
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
二
酸

振
興
の
基
盤
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
公
共
交
通
そ
れ
自
体
が
観
光
資
源

化
炭
素
排
出
量
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
観
点
か
ら
も
一
層
大

と
し
て
観
光
地
等
の
魅
力
を
増
す
役
割
を
果
た
し
得
る
。
さ
ら
に
、
公
共
交
通
は

き
な
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。

自
家
用
自
動
車
に
比
べ
て
一
人
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量

が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
観
点
か
ら
も
一
層
大
き
な
役
割
を
期

待
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
は
、
市
町
村
、
公
共
交
通
事
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こ
う
し
た
地
域
公
共
交
通
に
対
す
る
社
会
的
要
請
に
的
確
に
応
え
る
た
め
に
は

業
者
、
住
民
、
公
共
交
通
の
利
用
者
そ
の
他
の
地
域
の
関
係
者
（
以
下
「
地
域
の

、
と
も
す
れ
ば
民
間
事
業
者
の
事
業
運
営
に
任
せ
き
り
で
あ
っ
た
従
来
の
枠
組
み

関
係
者
」
と
い
う
。
）
が
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

か
ら
脱
却
し
、
地
域
の
総
合
行
政
を
担
う
地
方
公
共
団
体
が
先
頭
に
立
っ
て
、
公

い
る
。

共
交
通
事
業
者
、
住
民
・
利
用
者
、
学
識
経
験
者
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
関
係

者
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
合
意
の
下
で
、
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
を
構
想

し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

２

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及

２

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
の
目
標

び
再
生
の
目
標

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
は
多
種

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
は
多
種

多
様
で
あ
り
、
地
域
の
関
係
者
が
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
し
、

多
様
で
あ
り
、
地
域
の
関
係
者
が
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
し
、

当
該
地
域
に
と
っ
て
最
適
か
つ
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
合
意

当
該
地
域
に
と
っ
て
最
適
な
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
合
意
形
成
を
図
り
、

形
成
を
図
り
、
合
意
に
基
づ
き
各
主
体
が
責
任
を
持
っ
て
推
進
す
る
こ
と
が
重
要

合
意
に
基
づ
き
各
主
体
が
責
任
を
持
っ
て
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
具
体
的
に
は
、
次
の
目
標
を
追
求
す
べ
き
で
あ
る
。

た
め
、
具
体
的
に
は
、
次
の
目
標
を
追
求
す
べ
き
で
あ
る
。

住
民
、
来
訪
者
の
移
動
手
段
の
確
保

住
民
、
来
訪
者
の
移
動
手
段
の
確
保

(1)

(1)

地
域
公
共
交
通
の
あ
る
べ
き
姿
を
検
討
す
る
に
は
、
ま
ず
住
民
の
基
本
的
な

地
域
公
共
交
通
の
あ
る
べ
き
姿
を
検
討
す
る
に
は
、
ま
ず
住
民
の
基
本
的
な

生
活
と
社
会
参
加
の
機
会
を
確
保
す
る
と
い
う
観
点
に
立
つ
こ
と
が
重
要
で
あ

生
活
と
社
会
参
加
の
機
会
を
確
保
す
る
と
い
う
観
点
に
立
つ
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
そ
の
上
で
、
そ
の
活
性
化
及
び
再
生
を
図
る
た
め
に
は
、
利
用
者
の
目
線

る
。
そ
の
上
で
、
そ
の
活
性
化
及
び
再
生
を
図
る
た
め
に
は
、
利
用
者
の
目
線

に
立
っ
て
そ
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
自
家
用
自
動
車
に
よ
る

に
立
っ
て
そ
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
自
家
用
自
動
車
に
よ
る

移
動
に
比
べ
て
遜
色
の
な
い
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
運
送
サ
ー

移
動
に
比
べ
て
遜
色
の
な
い
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
運
送
サ
ー

ビ
ス
を
確
保
す
る
と
の
観
点
か
ら
、
ま
た
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
、

ビ
ス
を
確
保
す
る
と
の
観
点
か
ら
、
ま
た
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
、

必
要
な
施
策
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。

必
要
な
施
策
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。

地
域
に
よ
っ
て
は
、
公
共
交
通
事
業
者
の
不
採
算
路
線
か
ら
の
撤
退
等
に
よ

地
域
に
よ
っ
て
は
、
公
共
交
通
事
業
者
の
不
採
算
路
線
か
ら
の
撤
退
等
に
よ

り
交
通
空
白
地
帯
が
出
現
す
る
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
運
転
の
で
き
な

り
交
通
空
白
地
帯
が
出
現
す
る
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
高
齢
者
・
障
害

い
学
生
・
生
徒
や
高
齢
者
、
障
害
者
、
妊
産
婦
等
の
移
動
手
段
の
確
保
が
重
要

者
や
通
学
者
な
ど
、
自
家
用
自
動
車
で
の
移
動
が
困
難
な
住
民
や
来
訪
者
等
の

で
あ
る
。
ま
た
、
離
島
航
路
に
つ
い
て
は
、
離
島
の
住
民
の
日
常
生
活
を
直
接

移
動
手
段
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
離
島
航
路
に
つ
い
て
は
、
離
島
の

支
え
る
移
動
手
段
で
あ
り
、
生
活
物
資
の
輸
送
手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

住
民
の
日
常
生
活
を
直
接
支
え
る
移
動
手
段
で
あ
り
、
生
活
物
資
の
輸
送
手
段
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維
持
・
改
善
は
重
要
で
あ
る
。

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
維
持
・
改
善
は
重
要
で
あ
る
。

加
え
て
、
地
域
社
会
の
活
力
の
維
持
・
向
上
の
観
点
か
ら
は
、
住
民
の
通
勤

、
通
学
、
買
い
物
な
ど
の
日
常
生
活
上
不
可
欠
な
移
動
に
加
え
、
地
域
公
共
交

通
の
維
持
・
改
善
に
よ
り
文
化
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、
「
遊
び
」
の
た

め
の
活
動
、
そ
の
他
様
々
な
活
動
の
た
め
の
外
出
を
容
易
に
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、
外
出
機
会
の
増
加
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

地
域
に
お
い
て
は
、
住
民
、
来
訪
者
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
様
々
な

地
域
に
お
い
て
は
、
住
民
、
来
訪
者
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
様
々
な

取
組
が
行
わ
れ
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー
、
市
町
村
や

取
組
が
行
わ
れ
て
お
り
、
平
成
十
八
年
に
は
、
道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
、
地
域
公
共
交
通
会
議
の
設
置
等
は
そ

法
律
第
百
八
十
三
号
）
が
改
正
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
一
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
住
民
、
来
訪
者
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
に
対
応
し

等
の
普
及
促
進
、
市
町
村
バ
ス
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
有
償
運
送
の

て
い
く
た
め
、
タ
ク
シ
ー
の
活
用
や
路
線
バ
ス
等
を
通
学
時
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス

制
度
化
、
地
域
公
共
交
通
会
議
の
設
置
が
図
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
住
民
、

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
な
ど
多
様
な
取
組
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

来
訪
者
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
タ
ク
シ
ー
の
活
用
や

こ
の
よ
う
な
取
組
に
関
し
て
は
、
単
に
廃
止
路
線
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で

路
線
バ
ス
等
を
通
学
時
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
な
ど
多
様
な

代
替
す
る
だ
け
の
よ
う
な
個
別
・
局
所
的
な
対
応
で
は
な
く
、
地
域
の
実
情
や

取
組
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

住
民
、
来
訪
者
の
ニ
ー
ズ
を
十
分
に
把
握
し
た
上
で
、
地
域
の
関
係
者
の
間
で

こ
の
よ
う
な
取
組
に
関
し
て
は
、
地
域
の
実
情
や
住
民
、
来
訪
者
の
ニ
ー
ズ

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
の
観
点
か
ら
検
討
、
調
整
が
行
わ
れ
る

を
十
分
に
把
握
し
た
上
で
、
地
域
の
関
係
者
の
間
で
地
域
総
合
的
な
検
討
、
調

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

整
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

地
域
社
会
全
体
の
価
値
向
上

安
全
・
安
心
で
質
の
高
い
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

(2)

(2)

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
は
、
交
通
分
野
の
課
題
の
解
決
に
と
ど

ま
ら
ず
、
将
来
の
都
市
構
造
の
構
築
に
向
け
た
中
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
も
、
ま
た
、
よ
り
短
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る
。
さ

ら
に
は
、
観
光
振
興
や
健
康
、
福
祉
、
環
境
な
ど
様
々
な
分
野
で
大
き
な
効
果

を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
地
域
公
共
交
通
を
地
域
社
会
全
体
の
価
値
向
上
の

た
め
の
手
段
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
活
性
化
及
び
再
生
を
通
じ
て
、
地
域
社
会

全
体
の
価
値
向
上
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
次
の
目
標
を
追
求
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

①

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

①

安
全
・
安
心
な
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
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今
後
本
格
化
す
る
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
都
市
の
再
生
を
図
る
た
め

公
共
交
通
に
お
い
て
は
、
事
故
や
危
険
の
な
い
安
全
・
安
心
な
運
送
サ

に
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
よ
り
市
街
地
の
拡
散
に
伴

ー
ビ
ス
の
維
持
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

う
低
密
度
化
を
抑
制
し
、
人
口
密
度
の
維
持
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

②

シ
ー
ム
レ
ス
な
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

。
そ
の
実
効
性
を
担
保
す
る
た
め
、
諸
機
能
が
集
約
し
た
拠
点
同
士
、
あ

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
自
家
用
自
動
車
に
よ
る
移
動
に
比
べ
て
遜
色

る
い
は
拠
点
と
居
住
エ
リ
ア
を
結
ぶ
地
域
公
共
交
通
網
を
再
構
築
し
、
利

の
な
い
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の
運
送
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
観
点
で
考
え
る

用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で

必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
複
数
の
公
共
交
通
の
乗
継
利
便
の
向
上
が

あ
る
。

重
要
で
あ
り
、
鉄
道
の
駅
前
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
又
は
旅
客
船
タ
ー
ミ
ナ

②

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
健
康
増
進

ル
に
お
け
る
鉄
道
、
バ
ス
、
旅
客
船
等
の
物
理
的
な
近
接
、
ダ
イ
ヤ
の
連

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
、
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
健

携
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
乗
継
運
賃
の
設
定
等
と
い
っ
た
公
共
交
通

康
増
進
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
地
域
公
共
交
通
に
よ
る
移
動
の
利
便
性
を

同
士
の
連
携
や
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
等
の
推
進
が
よ
り
求
め
ら
れ
る
。

向
上
さ
せ
、
公
共
交
通
と
自
家
用
自
動
車
の
適
切
な
役
割
分
担
を
目
指
す

こ
う
し
た
連
携
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
等
の
、
公
共
交
通
事
業
者
以
外

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

も
含
め
た
多
様
な
主
体
に
よ
る
取
組
が
重
要
で
あ
る
。

③

観
光
振
興
施
策
と
の
連
携
に
よ
る
人
の
交
流
の
活
発
化

③

定
時
性
の
確
保
、
速
達
性
の
向
上

便
利
で
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
は
観
光
地
等
の
魅
力
増
大
に
資
す
る

バ
ス
等
の
公
共
交
通
の
走
行
環
境
の
改
善
や
輸
送
力
の
向
上
、
い
わ
ゆ

と
と
も
に
、
車
両
や
運
送
サ
ー
ビ
ス
自
体
が
観
光
資
源
と
な
る
場
合
も
あ

る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
ラ
イ
ト
・
レ
ー
ル
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
）
や
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
バ
ス
・

る
た
め
、
国
内
外
の
観
光
客
を
含
む
地
域
外
か
ら
の
来
訪
者
と
の
交
流
を

ラ
ピ
ッ
ド
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
）
等
の
導
入
、
高
速
船
等
の
導
入
等
に
よ
る

活
発
化
さ
せ
、
地
域
活
力
の
増
進
を
図
る
際
に
は
、
地
域
公
共
交
通
の
充

、
公
共
交
通
の
定
時
性
の
確
保
、
速
達
性
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
。

実
に
よ
り
、
観
光
旅
客
等
の
来
訪
者
の
移
動
の
利
便
性
や
回
遊
性
を
向
上

④

乗
り
た
く
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
観
光
交
流
の
促
進
に
よ
る
利
用
増

車
両
や
船
舶
の
デ
ザ
イ
ン
等
の
イ
メ
ー
ジ
、
振
動
の
抑
制
等
に
よ
る
快

加
は
、
地
域
公
共
交
通
を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
上
で
重
要
な
要
素
で

適
な
乗
り
心
地
や
優
れ
た
居
住
空
間
の
確
保
と
い
っ
た
快
適
性
の
確
保
、

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域
公
共
交
通
と
観
光
は
相
互
に
補
完
的
な
関
係

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
ル
ー
ト
設
定
や
き
め
細
か
な
運
賃
・
料
金
設

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
共
交
通
施
策
と
観
光
振
興
施
策
が
連
携
す
る
こ
と

定
等
に
お
け
る
工
夫
等
に
よ
る
魅
力
的
な
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
求
め

が
重
要
で
あ
る
。

ら
れ
る
。

観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
（
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日
閣
議
決
定
）

に
お
い
て
も
、
観
光
旅
行
者
の
来
訪
の
促
進
に
必
要
な
交
通
施
設
の
総
合

的
な
整
備
、
観
光
旅
行
の
促
進
の
た
め
の
環
境
整
備
の
観
点
か
ら
、
地
域

公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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安
全
・
安
心
で
質
の
高
い
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等

そ
の
他

(3)

(3)

・

を
効
果
的
か
つ
着
実
に
実
現
す
る
た
め
に
は
、
安
全
・
安
心
で
質
の

そ
の
他
、

、

の
実
現
等
を
通
じ
て
地
域
の
実
情
に
応
じ
次
の
目
標
も
あ

(1)

(2)

(1)

(2)

高
い
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
を
確
保
す
る
こ
と
が
基
本
と
な
る
。
具
体
的
に

わ
せ
て
追
求
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

は
、
次
の
目
標
を
追
求
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

①

安
全
・
安
心
な
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

①

ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携

公
共
交
通
に
お
い
て
は
、
事
故
や
危
険
の
な
い
安
全
・
安
心
な
運
送
サ

公
共
交
通
は
、
中
心
市
街
地
周
辺
等
に
お
い
て
、
病
院
や
学
校
、
市
役
所

ー
ビ
ス
の
維
持
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
持
続
可
能
で
安

等
の
公
共
公
益
施
設
や
商
業
施
設
等
の
多
様
な
都
市
機
能
の
コ
ン
パ
ク
ト
な

全
・
安
心
な
運
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
健
全
な
事
業
体
制
を
確
保
す

集
積
に
寄
与
し
、
こ
れ
ら
の
施
設
間
や
そ
の
他
の
地
域
を
有
機
的
に
連
携
す

る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
最
前
線
で
担
う
運
転
者
等
の
人
材

る
た
め
の
「
都
市
の
装
置
」
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

不
足
の
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

②

シ
ー
ム
レ
ス
な
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

②

観
光
振
興
等
と
の
連
携

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
自
家
用
自
動
車
に
よ
る
移
動
に
比
べ
て
遜
色

地
域
の
交
流
拡
大
・
観
光
振
興
の
基
盤
と
し
て
、
公
共
交
通
の
整
備
が
必

の
な
い
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の
運
送
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
観
点
で
考
え
る

要
で
あ
る
。
ま
た
、
観
光
交
流
の
促
進
に
よ
る
利
用
増
加
は
公
共
交
通
を
支

必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
複
数
の
公
共
交
通
の
乗
継
利
便
の
向
上
が

え
る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
ま
た
、
便
利
で
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
は
観

重
要
で
あ
り
、
鉄
道
、
バ
ス
、
旅
客
船
等
の
物
理
的
な
近
接
を
は
じ
め
と

光
地
等
の
魅
力
増
大
に
資
す
る
と
と
も
に
、
車
両
や
運
送
サ
ー
ビ
ス
自
体
が

す
る
快
適
な
乗
換
拠
点
の
整
備
、
ダ
イ
ヤ
の
連
携
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
活
用

観
光
資
源
と
な
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
共
交
通
施
策
と
観
光
振
興
施

し
た
乗
継
運
賃
の
設
定
等
と
い
っ
た
公
共
交
通
同
士
の
連
携
や
パ
ー
ク
ア

策
が
連
携
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ン
ド
ラ
イ
ド
等
の
推
進
が
よ
り
求
め
ら
れ
る
。

観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
（
平
成
十
九
年
六
月
二
十
九
日
閣
議
決
定
）
に

こ
う
し
た
連
携
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
等
の
、
公
共
交
通
事
業
者
以
外

お
い
て
も
、
観
光
旅
行
者
の
来
訪
の
促
進
に
必
要
な
交
通
施
設
の
総
合
的
な

も
含
め
た
多
様
な
主
体
に
よ
る
取
組
が
重
要
で
あ
る
。

整
備
、
観
光
旅
行
の
促
進
の
た
め
の
環
境
整
備
の
観
点
か
ら
、
地
域
公
共
交

③

定
時
性
の
確
保
、
速
達
性
の
向
上

通
の
活
性
化
及
び
再
生
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

バ
ス
等
の
公
共
交
通
の
走
行
環
境
の
改
善
や
輸
送
力
の
向
上
、
い
わ
ゆ

る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
ラ
イ
ト
・
レ
ー
ル
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
）
や
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
バ
ス
・
ラ

ピ
ッ
ド
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
）
等
の
導
入
、
高
速
船
等
の
導
入
等
に
よ
る
、
公

共
交
通
の
定
時
性
の
確
保
、
速
達
性
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
。

④

乗
り
た
く
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

車
両
や
船
舶
の
デ
ザ
イ
ン
等
の
イ
メ
ー
ジ
、
振
動
の
抑
制
等
に
よ
る
快
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適
な
乗
り
心
地
や
優
れ
た
居
住
空
間
の
確
保
と
い
っ
た
快
適
性
の
確
保
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
ル
ー
ト
設
定
や
き
め
細
か
な
運
賃
・
料
金
設

定
等
に
お
け
る
工
夫
等
に
よ
る
魅
力
的
な
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
求
め

ら
れ
る
。

⑤

地
球
温
暖
化
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
へ
の
対
応

③

地
球
温
暖
化
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
へ
の
対
応

第
四
次
環
境
基
本
計
画
（
平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
七
日
閣
議
決
定
）

地
球
温
暖
化
な
ど
地
球
環
境
全
体
の
持
続
性
に
関
わ
る
問
題
な
ど
へ
の
取

に
お
い
て
は
、
今
日
の
社
会
が
、
地
球
温
暖
化
の
危
機
を
は
じ
め
と
す
る

組
が
一
層
緊
急
性
を
増
し
て
お
り
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
京
都
議
定
書
の

地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
に
直
面
し
て
お
り
、
「
低
炭
素
社
会
」
の
構
築

温
室
効
果
ガ
ス
の
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
削
減
約
束
を
確
実
に
達
成
す
る
と
と
も

が
、
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

に
、
更
な
る
長
期
的
・
継
続
的
な
排
出
削
減
を
目
指
し
、
京
都
議
定
書
目
標

。
公
共
交
通
は
、
自
家
用
自
動
車
と
比
べ
て
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
少

達
成
計
画
（
平
成
十
七
年
四
月
二
十
八
日
閣
議
決
定
）
を
策
定
し
、
運
輸
部

な
く
環
境
負
荷
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
自
家
用
自
動
車
へ
の
過
度
な
依
存

門
に
お
い
て
も
必
要
な
措
置
を
定
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
公
共
交
通
は
、
自

を
見
直
し
、
公
共
交
通
と
自
家
用
自
動
車
と
の
適
切
な
役
割
分
担
を
行
い

家
用
自
動
車
と
比
べ
て
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
少
な
く
環
境
負
荷
が
小
さ

環
境
負
荷
の
低
減
を
図
る
た
め
に
も
公
共
交
通
の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と

い
こ
と
か
ら
、
自
家
用
自
動
車
へ
の
過
度
な
依
存
を
見
直
し
、
公
共
交
通
と

が
重
要
で
あ
る
。

自
家
用
自
動
車
と
の
適
切
な
役
割
分
担
を
行
い
環
境
負
荷
の
低
減
を
図
る
た

め
に
も
公
共
交
通
の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

二

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
作
成
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

二

地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
の
作
成
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

１

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
記
載
事
項

１

基
本
的
な
考
え
方

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化

(1)
及
び
再
生
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

地
域
が
目
指
す
べ
き
将
来
像
と
と
も
に
、
そ
の
中
で
公
共
交
通
が
果
た
す
べ

地
域
公
共
交
通
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
や
課
題
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ
っ
て
多
種

き
役
割
を
明
確
化
し
た
上
で
、
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
向
け
た
取
組

多
様
で
あ
る
た
め
、
地
域
の
実
情
に
精
通
し
た
市
町
村
が
、
地
域
の
真
の
ニ
ー
ズ

の
方
向
性
を
定
め
る
こ
と
と
す
る
。
地
域
公
共
交
通
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
や
課
題

や
そ
の
地
域
の
抱
え
る
問
題
を
精
査
し
た
上
で
、
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画

は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ
っ
て
多
種
多
様
で
あ
る
た
め
、
地
域
の
真
の
ニ
ー
ズ

（
以
下
「
連
携
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

や
そ
の
地
域
の
抱
え
る
問
題
を
精
査
し
た
上
で
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
検

そ
の
際
、
中
長
期
的
な
ス
パ
ン
を
見
据
え
た
構
想
と
の
整
合
を
図
っ
た
住
民
の

討
に
当
た
っ
て
は
、
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
を
図
る
観
点
か
ら

移
動
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
、
鉄
道
、
軌
道
、
バ
ス
、
旅
客
船
と
い
っ
た
個
別
の
輸

、
特
に
次
の
点
に
留
意
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

送
形
態
ご
と
の
観
点
だ
け
で
は
な
く
、
輸
送
形
態
間
の
連
携
・
横
断
的
な
観
点
、
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①

ま
ち
づ
く
り
、
観
光
振
興
等
の
地
域
戦
略
と
の
一
体
性
の
確
保

ま
た
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
等
自
家
用
自
動
車
に
よ
る
移
動
等
と
の
連
携
や
交

ま
ち
づ
く
り
、
観
光
振
興
等
の
地
域
戦
略
と
一
体
で
地
域
公
共
交
通
を

通
基
盤
の
整
備
等
ハ
ー
ド
面
の
観
点
も
含
め
、
通
勤
、
通
学
、
買
物
、
通
院
と
い

考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
人
々
が
集
う
拠
点
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
お
け
る
公

っ
た
住
民
の
日
常
生
活
や
来
訪
者
の
移
動
を
支
え
る
地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
に

共
交
通
の
利
便
性
を
高
め
、
地
域
公
共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
利
用

つ
い
て
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
、
観
光
振
興
の

者
の
増
加
と
を
一
体
で
実
現
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

観
点
、
低
炭
素
社
会
づ
く
り
を
見
据
え
た
公
共
交
通
の
活
用
に
よ
る
温
室
効
果
ガ

都
市
の
再
生
の
た
め
に
は
、
医
療
、
福
祉
等
の
都
市
機
能
の
集
積
と
公

ス
の
排
出
削
減
な
ど
環
境
負
荷
の
低
減
の
観
点
等
か
ら
の
検
討
を
行
う
こ
と
が
適

共
交
通
沿
線
へ
の
居
住
の
誘
導
に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

当
で
あ
る
。

め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
都
市
機
能
へ
の
ア
ク
セ
ス

こ
の
た
め
、
連
携
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
公
共
交
通
事
業
者
と
い
っ
た

を
確
保
す
る
た
め
の
幹
線
交
通
の
形
成
と
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
中
心
部
に

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
側
だ
け
で
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
者
側
で
あ
る
地
域
の
住

お
け
る
循
環
型
の
公
共
交
通
網
の
形
成
、
幹
線
交
通
と
連
絡
し
た
支
線
交

民
、
学
校
、
企
業
等
の
関
係
者
が
、
自
ら
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
と
の
目
的
意

通
の
形
成
と
交
通
結
節
点
の
整
備
に
よ
る
乗
継
円
滑
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

識
を
持
っ
て
、
参
画
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど
多
様
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

ま
た
、
連
携
計
画
が
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
地
域
の
実
情
に

と
有
機
的
な
組
合
せ
な
ど
の
公
共
交
通
の
再
編
を
一
体
的
に
展
開
し
て
い

関
す
る
適
切
な
現
状
分
析
に
基
づ
き
、
地
域
公
共
交
通
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
や
課
題

く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

を
可
能
な
限
り
具
体
的
か
つ
的
確
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
当
該

歩
行
者
、
自
転
車
及
び
公
共
交
通
優
先
の
ま
ち
づ
く
り
を
図
る
上
で
は

地
域
に
お
け
る
公
共
交
通
の
位
置
付
け
や
果
た
す
べ
き
役
割
を
明
ら
か
に
し
、
さ

、
歩
行
空
間
や
自
転
車
利
用
環
境
の
整
備
、
バ
ス
の
乗
換
拠
点
等
の
交
通

ら
に
、
そ
の
活
性
化
及
び
再
生
を
通
じ
た
今
後
の
地
域
の
あ
る
べ
き
姿
を
明
確
に

結
節
点
の
整
備
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
等
の
導
入
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

イ
ド
の
推
進
、
駐
車
場
の
配
置
等
も
併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。各

種
施
策
の
具
体
化
に
当
た
っ
て
も
、
駅
を
中
心
と
し
た
交
通
結
節
点

の
整
備
な
ど
短
期
的
に
実
施
で
き
る
も
の
か
ら
、
さ
ら
に
は
、
中
長
期
を

か
け
て
実
現
す
る
ま
ち
づ
く
り
ま
で
、
各
段
階
で
ま
ち
づ
く
り
と
交
通
を

一
体
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

②

地
域
全
体
を
見
渡
し
た
総
合
的
な
公
共
交
通
網
の
形
成

地
域
全
体
の
公
共
交
通
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
総
合
的
に
捉
え
、
交

通
機
関
相
互
の
連
携
を
十
分
に
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
、
公
的

支
援
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
は
公
的
支
援
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
補
完
す
る
も
の
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と
し
て
位
置
付
け
、
両
者
の
重
複
を
で
き
る
限
り
避
け
る
と
と
も
に
、
民

間
活
力
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

③

地
域
特
性
に
応
じ
た
多
様
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
組
合
せ

人
口
密
度
や
自
然
条
件
等
の
地
域
特
性
に
応
じ
て
、
鉄
軌
道
、
路
線
バ

ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
交
通
、
タ
ク
シ
ー
、
自
家
用
有
償

旅
客
運
送
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
福
祉
バ
ス
な
ど
多
様
な
交
通
手
段
を
有
機

的
に
組
み
合
わ
せ
て
、
身
の
丈
に
合
っ
た
新
た
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形

成
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
自
家
用
自
動
車
、
自
転
車
や

徒
歩
と
の
接
続
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
・
Ｂ
Ｒ

Ｔ
な
ど
の
新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
活
用

等
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

④

住
民
の
協
力
を
含
む
関
係
者
の
連
携

地
域
公
共
交
通
は
、
住
民
の
買
い
物
や
通
院
な
ど
、
日
常
生
活
に
当
た

っ
て
の
移
動
手
段
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
当
た

っ
て
不
可
欠
な
地
域
の
共
有
財
産
と
し
て
の
役
割
も
有
し
て
い
る
。
地
域

公
共
交
通
に
利
用
者
た
る
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
反
映
さ
せ
る
だ
け
で

な
く
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
公
共
交
通
を
考
え
、
さ
ら
に
は
運
営
に
も

関
わ
る
と
い
っ
た
積
極
的
・
継
続
的
関
与
を
行
う
こ
と
が
、
地
域
公
共
交

通
の
持
続
可
能
性
の
確
保
の
観
点
か
ら
も
必
要
で
あ
る
。

形
成
計
画
の
区
域

（
新
設
）

(2)

当
該
地
域
の
住
民
の
通
勤
、
通
学
、
買
物
、
通
院
と
い
っ
た
日
常
生
活
に
関

し
て
形
成
さ
れ
る
交
通
圏
を
基
本
と
す
る
こ
と
と
し
、
個
別
・
局
所
的
な
も
の

に
な
ら
な
い
よ
う
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
可
能
な
限

り
財
政
支
出
を
抑
え
つ
つ
住
民
の
利
便
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
各
市
町

村
が
単
独
で
全
て
の
都
市
機
能
を
担
う
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
、
生
活
圏
を
形

成
す
る
複
数
の
市
町
村
が
連
携
し
て
都
市
機
能
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
重
要
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
（
以
下
「
形
成
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計
画
」
と
い
う
。
）
の
区
域
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
交
通
圏
の
範
囲
が
複
数

の
市
町
村
に
ま
た
が
る
場
合
は
、
関
係
市
町
村
や
都
道
府
県
が
連
携
し
て
、
当

該
地
域
に
と
っ
て
最
適
な
公
共
交
通
網
の
形
成
を
図
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

一
方
、
合
併
に
よ
り
広
大
な
面
積
を
有
す
る
市
町
村
及
び
離
島
を
含
む
市
町

村
を
は
じ
め
と
し
て
、
市
町
村
の
行
政
区
域
中
に
複
数
の
交
通
圏
が
存
在
す
る

場
合
も
想
定
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
単
独
で
又
は
当
該
交
通
圏
を
構

成
す
る
他
の
地
方
公
共
団
体
と
共
同
し
て
、
複
数
の
形
成
計
画
を
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

加
え
て
、
広
域
的
な
形
成
計
画
が
作
成
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
形
成

計
画
の
区
域
と
一
部
区
域
が
重
複
す
る
交
通
圏
が
存
在
す
る
場
合
は
、
当
該
交

通
圏
に
つ
い
て
別
の
形
成
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
の

場
合
に
は
、
両
形
成
計
画
の
整
合
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る

。
形
成
計
画
の
目
標

（
新
設
）

(3)

の
基
本
的
な
方
針
に
即
し
て
、
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
と
す
る
。
目
標
の

(1)
設
定
の
際
に
は
、
地
域
の
関
係
者
が
共
通
認
識
を
持
っ
て
取
組
を
推
進
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
可
能
な
限
り
具
体
的
か
つ
明
確
な
目
標
を
設
定
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
が
現
状
に
お
い
て
ど
の
レ

ベ
ル
に
あ
る
か
を
で
き
る
限
り
客
観
的
に
認
識
し
た
上
で
、
地
域
が
自
ら
の
目

指
す
方
向
性
を
可
能
な
限
り
具
体
的
な
数
値
目
標
と
し
て
明
示
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

そ
の
際
、
公
共
交
通
利
用
者
数
の
増
加
や
採
算
性
の
向
上
と
い
っ
た
公
共
交

通
の
利
用
状
況
に
関
す
る
目
標
は
、
そ
の
達
成
自
体
が
地
域
の
将
来
像
の
実
現

に
直
結
す
る
も
の
で
は
な
い
点
に
留
意
し
、
こ
れ
と
併
せ
て
地
域
が
目
指
す
将

来
像
の
実
現
に
貢
献
す
る
よ
う
な
目
標
に
つ
い
て
も
設
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
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形
成
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
行
う
事
業
及
び
そ
の
実
施
主
体
に
関

（
新
設
）

(4)
す
る
事
項

形
成
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
事
業
及
び
そ
の
実
施
主

体
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
の

観
点
か
ら
、
当
該
形
成
計
画
の
区
域
に
お
け
る
地
域
公
共
交
通
を
一
体
的
に
形

成
計
画
の
対
象
と
し
た
上
で
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
提
供
さ
れ
る
べ
き
公

共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
目
標
を
達
成
す
る
上
で
必
要
と
な
る
路
線
や
区
域
（
以
下
「
路
線
等
」

と
い
う
。
）
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
各
路
線
等
に
お
け
る
運
行
形
態
、
運

行
頻
度
や
運
賃
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
目
安
を
設
定
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
ら
の
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な

事
業
及
び
そ
の
実
施
主
体
を
整
理
し
、
形
成
計
画
に
記
載
す
る
こ
と
と
す
る
。

そ
の
際
に
は
、
新
た
に
実
施
す
る
事
業
や
公
的
支
援
を
伴
う
事
業
の
み
な
ら

ず
、
既
存
路
線
の
維
持
と
い
っ
た
継
続
的
な
取
り
組
み
や
、
公
的
支
援
を
伴
わ

な
い
民
間
事
業
者
に
よ
る
自
主
事
業
も
含
め
て
、
形
成
計
画
の
目
標
達
成
の
た

め
に
必
要
と
な
る
事
業
を
可
能
な
限
り
網
羅
的
に
記
載
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る

。
各
種
事
業
が
相
互
に
連
携
し
て
相
乗
効
果
を
創
出
し
、
そ
の
利
便
性
の
向
上

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
の
関
係
者
の
間
で
十
分
な
調
整
を
行
い
、
事
業
間
の

整
合
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

地
域
公
共
交
通
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
や
課
題
は
多
種
多
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
活
性
化
及
び
再
生
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
特
性
に
応
じ
て
多
様
な
交
通
サ

ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
加
え
、
地
域
の
関
係
者
が
協
働
し
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
事
業
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、
形
成
計
画
に
は
、
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成

に
資
す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
取
組
を
幅
広
く
盛
り

込
む
こ
と
が
望
ま
し
い
。
具
体
的
に
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
、
地
方
鉄
道
の
活
性
化
や
地
域
の
バ
ス
交
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通
の
サ
ー
ビ
ス
改
善
等
に
よ
る
活
性
化
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
航
路
設

定
や
運
航
ダ
イ
ヤ
の
改
善
、
地
域
の
創
意
工
夫
に
よ
る
地
域
独
自
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
取
組
や
試
行
、
都
市
部
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
や
Ｂ
Ｒ
Ｔ
等
の
導

入
、
軌
道
事
業
や
バ
ス
等
の
走
行
環
境
の
改
善
や
輸
送
力
の
向
上
等
の
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
、
既
存
の
路
線
等
の
再
編
や
他
の
種
類
の
事
業
に
よ
る
代
替
、
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
及
び
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
、
地
域
の
移
動
手
段
の

確
保
や
利
便
性
の
向
上
の
た
め
の
様
々
な
取
組
に
加
え
、
公
共
交
通
の
利
用
促

進
の
た
め
の
住
民
や
公
共
交
通
の
利
用
者
、
地
域
の
企
業
や
施
設
等
に
よ
る
取

組
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

形
成
計
画
に
定
め
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
着
手
予
定
時
期
、
実
施
予
定

期
間
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
具
体
的
か
つ
明
確
に
記
載
す
る
こ
と
と
す
る
。
な

お
、
当
面
事
業
の
実
施
の
見
込
み
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
事
業
の
具
体
化

に
向
け
た
検
討
の
方
向
性
を
記
載
し
、
事
業
が
具
体
化
し
た
段
階
で
、
形
成
計

画
を
適
宜
変
更
し
て
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
記
載
を
追
加
、
修
正
す
る
も
の
と

す
る
。

地
域
公
共
交
通
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
は
、
公
共
交
通
機
関

の
利
用
促
進
、
自
家
用
自
動
車
の
使
い
方
の
見
直
し
等
の
住
民
に
よ
る
各
種
取

組
や
一
定
の
負
担
も
織
り
込
ん
だ
形
で
、
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
を
図
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

な
お
、
事
業
の
検
討
及
び
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
三
に
定
め
る
事
項
に
も
留

意
す
る
こ
と
と
す
る
。

形
成
計
画
の
達
成
状
況
の
評
価
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

(5)

形
成
計
画
の
達
成
状
況
の
評
価
の
方
法
と
し
て
は
、
形
成
計
画
に
定
め
た
数

値
目
標
と
実
績
値
を
比
較
し
て
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
評
価
に

当
た
っ
て
は
、
地
域
公
共
交
通
が
、
定
量
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
な
価
値

や
外
部
効
果
を
有
す
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

評
価
を
行
う
時
期
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
計
画
期
間
の
終
了
時
又
は
形
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成
計
画
の
見
直
し
時
と
す
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
、
中
間
評
価
を
実
施
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
を
図
る
観
点
か
ら

、
評
価
の
結
果
に
基
づ
い
て
施
策
の
充
実
等
の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
同
計

画
の
見
直
し
に
反
映
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ま
た
、
形
成
計
画
の
目
標
を
着
実
に
達
成
す
る
観
点
か
ら
は
、
五
に
定
め
る

事
項
に
留
意
し
つ
つ
、
同
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
各
種
事
業
の
実
施
状
況
を

適
切
に
管
理
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

形
成
計
画
の
期
間

（
新
設
）

(6)

計
画
期
間
は
、
五
年
程
度
を
原
則
と
す
る
が
、
形
成
計
画
の
目
標
と
し
て
定

め
る
内
容
や
地
域
の
実
情
等
を
踏
ま
え
て
、
柔
軟
に
設
定
す
る
こ
と
を
妨
げ
な

い
。
ま
た
、
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
と
一
体
的
に
取
り
組
む
べ

き
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業
の
中
に
は
、
事
業
期
間
が
長
期
間
に
わ
た
る

も
の
も
あ
る
た
め
、
形
成
計
画
は
、
同
計
画
の
計
画
期
間
を
超
え
て
中
長
期
的

に
地
域
が
目
指
す
べ
き
将
来
像
も
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
作
成
す
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
。

加
え
て
、
計
画
期
間
中
又
は
計
画
期
間
終
了
時
に
お
け
る
計
画
見
直
し
の
手

順
等
に
つ
い
て
も
明
示
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

２

都
市
計
画
等
と
の
調
和

２

留
意
事
項

地
域
公
共
交
通
は
地
域
社
会
全
体
の
価
値
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
手
段
の
一
つ

で
あ
り
、
そ
の
活
性
化
及
び
再
生
は
、
ま
ち
づ
く
り
、
観
光
振
興
、
健
康
、
福
祉

、
環
境
な
ど
様
々
な
分
野
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
。

こ
の
た
め
、
形
成
計
画
を
作
成
す
る
地
域
に
お
い
て
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法

（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
二
号
）
に
基
づ
く
立
地
適
正
化
計
画
や
、
観
光
圏
の

整
備
に
よ
る
観
光
旅
客
の
来
訪
及
び
滞
在
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年

法
律
第
三
十
九
号
）
に
基
づ
く
観
光
圏
整
備
計
画
な
ど
、
他
の
分
野
の
計
画
が
策

定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
形
成
計
画
に
そ
の
旨
を
明
示
し
、
こ
れ
ら
の
計
画
と

の
連
携
を
図
る
べ
き
旨
を
地
域
の
関
係
者
が
十
分
に
共
有
し
た
上
で
、
取
組
を
行
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う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

と
り
わ
け
、
公
共
交
通
は
「
都
市
の
装
置
」
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
都

市
の
将
来
像
の
骨
格
を
形
成
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
都
市
計
画
、
都
市
計
画
法

（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
市
町
村
の
都
市
計

画
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
九
条
に
規
定
す
る
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
施

策
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
計
画
と
の
調
和
の
確
保

に
留
意
す
る
と
と
も
に
、
ま
た
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促

進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る

移
動
等
円
滑
化
に
係
る
事
業
の
重
点
的
か
つ
一
体
的
な
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な

構
想
、
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
条
の
三
第
一
項
に

規
定
す
る
港
湾
計
画
と
の
調
和
を
確
保
し
、
か
つ
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
基
本
構
想
に
即
し
た
も
の
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
削
除
）

連
携
計
画
の
目
標

(1)

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
を
図
る
た
め
に
は
、
地
域
の
関
係
者
が

総
合
的
か
つ
一
体
的
に
施
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
関
係
者

間
で
共
通
認
識
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
連
携
計
画
に
は
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
、
可
能
な
限
り
具
体
的
か
つ
明
確
な
目
標
を
設
定
す
る
。

（
削
除
）

連
携
計
画
の
区
域
及
び
対
象

(2)

当
該
地
域
の
住
民
の
通
勤
、
通
学
、
買
物
、
通
院
と
い
っ
た
日
常
生
活
に
関

し
て
形
成
さ
れ
る
交
通
圏
を
基
本
と
す
る
。
市
町
村
の
区
域
が
一
定
の
目
安
に

な
る
が
、
交
通
圏
が
複
数
の
市
町
村
に
ま
た
が
る
場
合
や
一
市
町
村
に
複
数
交

通
圏
が
存
在
す
る
場
合
も
あ
り
、
具
体
的
な
区
域
は
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
地

域
の
関
係
者
が
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。

連
携
計
画
策
定
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
個
別
の
輸
送
形
態
間
の
連
携
・
横

断
的
な
観
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
連
携
計
画
に
定
め
る
事
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業
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
地
域
の
自
主
的
な
判
断
に
基
づ
き

、
単
一
の
輸
送
形
態
の
み
を
連
携
計
画
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

（
削
除
）

各
種
事
業
間
の
連
携

(3)

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
係
る
各
種
事
業
が
相
互
に
連
携
し
て

相
乗
効
果
を
創
出
し
、
そ
の
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
の
関
係

者
の
間
で
十
分
な
調
整
を
行
い
、
事
業
間
の
整
合
性
を
確
保
す
る
こ
と
と
す
る

。

（
削
除
）

都
市
計
画
と
の
調
和
等

(4)

連
携
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
公
共
交
通
は
「
都
市
の
装
置
」
と
し
て

重
要
な
も
の
で
あ
り
、
都
市
の
将
来
像
の
骨
格
を
形
成
す
る
と
い
う
観
点
か
ら

、
都
市
計
画
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
十
八
条
の
二

に
規
定
す
る
市
町
村
の
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
九
条
に
規
定
す
る

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
推
進
す
る
た

め
の
基
本
的
な
計
画
と
の
調
和
の
確
保
に
留
意
す
る
と
と
も
に
、
ま
た
、
高
齢

者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法

律
第
九
十
一
号
）
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る
移
動
等
円
滑
化
に
係
る
事
業
の
重

点
的
か
つ
一
体
的
な
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
構
想
、
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五

年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
港
湾
計
画
と
の
調

和
を
確
保
し
、
か
つ
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
基
本
構
想
に
即
し
た
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
削
除
）

事
後
評
価

(5)

市
町
村
は
、
連
携
計
画
が
作
成
さ
れ
た
後
も
、
地
域
公
共
交
通
の
現
状
に
つ

い
て
把
握
、
分
析
を
行
う
と
と
も
に
、
協
議
会
の
活
用
等
に
よ
り
、
連
携
計
画

に
位
置
付
け
ら
れ
た
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
、

連
携
計
画
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
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３

協
議
会

３

協
議
会

協
議
会
は
、
地
域
公
共
交
通
に
関
わ
る
多
様
な
主
体
が
、
そ
の
最
適
か
つ
持
続

協
議
会
は
、
地
域
公
共
交
通
に
関
わ
る
多
様
な
主
体
が
、
そ
の
最
適
な
あ
り
方

可
能
な
あ
り
方
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
、
合
意
形
成
を
行
い
、
そ
の
合
意
が
な

に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
、
合
意
形
成
を
行
い
、
そ
の
合
意
が
な
さ
れ
た
取
組
を

さ
れ
た
取
組
を
実
施
す
る
た
め
に
、
各
主
体
間
の
意
見
調
整
を
図
る
場
で
あ
り
、

実
施
す
る
た
め
に
、
各
主
体
間
の
意
見
調
整
を
図
る
場
で
あ
り
、
地
域
の
関
係
者

地
域
の
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す

が
一
体
と
な
っ
て
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
を
推
進
す
る
上
で
の
中
心

る
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
を
推
進
す
る
上
で
の
中
心
的
な
役
割
を
担

的
な
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
る
。

う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
形
成
計
画
の
作
成
及
び
実
施
に
関
す
る
協
議
に
当
た
っ
て
は
、
可

こ
の
た
め
、
連
携
計
画
の
作
成
に
関
す
る
協
議
及
び
実
施
に
係
る
連
絡
調
整
に

能
な
限
り
協
議
会
を
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

当
た
っ
て
は
、
可
能
な
限
り
協
議
会
を
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

協
議
会
の
構
成
員

協
議
会
の
構
成
員

(1)

(1)

形
成
計
画
を
作
成
す
る
地
方
公
共
団
体
、
関
係
す
る
公
共
交
通
事
業
者
、
道

連
携
計
画
を
作
成
す
る
市
町
村
、
関
係
す
る
公
共
交
通
事
業
者
、
道
路
管
理

路
管
理
者
、
港
湾
管
理
者
に
加
え
て
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
す
る
都
道
府
県
、

者
、
港
湾
管
理
者
に
加
え
て
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
す
る
都
道
府
県
、
公
安
委

公
安
委
員
会
、
住
民
、
公
共
交
通
の
利
用
者
の
ほ
か
、
商
業
施
設
、
地
元
企
業

員
会
、
住
民
、
公
共
交
通
の
利
用
者
の
ほ
か
、
商
業
施
設
、
地
元
企
業
、
病
院

、
病
院
、
学
校
、
観
光
事
業
者
等
の
多
様
な
主
体
が
参
画
し
、
活
発
な
議
論
を

、
学
校
、
観
光
事
業
者
等
の
多
様
な
主
体
が
参
画
し
、
活
発
な
議
論
を
行
い
、

行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
相
互
に
連
携
、
協
力
を
し
つ
つ
、
主
体
的
に
地
域
公
共
交

そ
れ
ぞ
れ
が
相
互
に
連
携
、
協
力
を
し
つ
つ
、
主
体
的
に
地
域
公
共
交
通
の
活

通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
地
方
公
共
団
体
の

性
化
及
び
再
生
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

内
部
に
お
い
て
も
、
交
通
部
局
の
み
な
ら
ず
、
ま
ち
づ
く
り
、
観
光
振
興
、
健

康
、
福
祉
、
環
境
等
を
管
轄
す
る
幅
広
い
部
局
か
ら
の
参
画
が
期
待
さ
れ
る
ほ

か
、
地
域
公
共
交
通
の
最
適
か
つ
持
続
可
能
な
あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め
に
は

、
日
頃
か
ら
当
該
交
通
を
利
用
し
、
そ
の
実
情
を
よ
く
知
る
者
の
参
画
が
欠
か

せ
な
い
。

ま
た
、
協
議
会
の
意
見
調
整
を
円
滑
に
進
め
る
観
点
か
ら
、
協
議
会
を
組
織

ま
た
、
協
議
会
の
意
見
調
整
を
円
滑
に
進
め
る
観
点
か
ら
、
協
議
会
を
組
織

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
学
識
経
験
者
等
の
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
学
識
経
験
者
等
の
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生

に
つ
い
て
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
者
を
構
成
員
に
含
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い

に
つ
い
て
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
者
を
構
成
員
に
含
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い

。

。

協
議
会
の
構
成
員
は
、
地
方
公
共
団
体
の
判
断
に
よ
り
柔
軟
に
追
加
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
必
要
な
構
成
員
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ
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り
、
本
法
に
基
づ
く
協
議
会
に
道
路
運
送
法
に
基
づ
く
地
域
公
共
交
通
会
議
等

の
他
の
協
議
会
の
機
能
を
付
加
し
、
合
同
で
開
催
す
る
な
ど
、
事
務
手
続
に
係

る
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

な
お
、
地
域
の
公
共
交
通
事
業
者
等
、
道
路
管
理
者
、
港
湾
管
理
者
、
形
成

計
画
に
定
め
よ
う
と
す
る
事
業
を
実
施
す
る
と
見
込
ま
れ
る
者
に
つ
い
て
は
、

協
議
会
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
か
ら
形
成
計
画
の
作
成
及
び
実
施
に
関
す

る
協
議
を
行
う
旨
の
通
知
を
受
け
た
場
合
に
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を

除
き
、
当
該
協
議
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
。

留
意
事
項

留
意
事
項

(2)

(2)

協
議
会
に
お
け
る
運
営
の
透
明
性
、
公
平
性
、
実
効
性
、
効
率
性
を
確
保
す

協
議
会
に
お
け
る
運
営
の
透
明
性
、
公
平
性
、
実
効
性
、
効
率
性
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
、
協
議
会
に
お
け
る
協
議
事
項
、
意
思
決
定
の
方
法
、
協
議
結
果

る
観
点
か
ら
、
協
議
会
に
お
け
る
協
議
事
項
、
意
思
決
定
の
方
法
、
協
議
結
果

の
公
表
方
法
、
会
計
の
取
扱
い
等
に
係
る
規
約
を
定
め
、
適
切
に
協
議
会
を
運

の
公
表
方
法
、
会
計
の
取
扱
い
等
に
係
る
規
約
を
定
め
、
適
切
に
協
議
会
を
運

営
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

営
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

協
議
会
の
構
成
員
は
、
協
議
会
に
お
い
て
協
議
が
整
っ
た
事
項
に
つ
い
て
は

、
そ
の
協
議
の
結
果
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
協
議
会
に
お
い
て
は
、
地
域
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
や
、
形
成
計
画

の
目
標
を
達
成
す
る
上
で
必
要
な
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
等
に
つ
い
て
、

可
能
な
限
り
具
体
的
に
協
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
一
方
、
当
該
協

議
会
に
お
い
て
公
共
交
通
事
業
者
の
間
で
、
例
え
ば
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
に
係

る
個
別
・
具
体
的
な
運
賃
・
料
金
、
運
行
回
数
、
路
線
・
運
行
系
統
等
に
つ
い

て
合
意
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
独
占
禁
止
法
の
規
定
に
抵
触
し
な
い
よ
う
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
複
数
の
公
共
交
通
事
業
者
の
個
別
・
具
体
的
な

運
賃
・
料
金
、
運
行
回
数
、
路
線
・
運
行
系
統
等
の
設
定
に
つ
い
て
協
議
す
る

場
合
に
は
、
地
方
公
共
団
体
が
個
々
の
公
共
交
通
事
業
者
と
の
間
で
個
別
に
協

議
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
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な
お
、
形
成
計
画
の
円
滑
な
作
成
が
行
わ
れ
る
等
の
協
議
会
の
適
切
な
運
営

な
お
、
連
携
計
画
の
円
滑
な
作
成
が
行
わ
れ
る
等
の
協
議
会
の
適
切
な
運
営

の
た
め
、
国
及
び
都
道
府
県
か
ら
、
必
要
な
助
言
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
た
め
、
国
及
び
都
道
府
県
か
ら
、
必
要
な
助
言
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

三

地
域
公
共
交
通
特
定
事
業
そ
の
他
の
形
成
計
画
に
定
め
る
事
業
に
関
す
る
基
本
的

三

地
域
公
共
交
通
特
定
事
業
そ
の
他
の
連
携
計
画
に
定
め
る
事
業
に
関
す
る
基
本
的

な
事
項

な
事
項

１

基
本
的
な
考
え
方

地
域
公
共
交
通
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
や
課
題
は
多
種
多
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
活
性
化
及
び
再
生
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の
関
係
者
が
協
働
で
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
事
業
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
連
携
計
画
に
定
め
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
乗

合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
、
地
方
鉄
道
の
活
性
化
や
地
域
の
バ
ス
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
改

善
等
に
よ
る
活
性
化
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
航
路
設
定
や
運
航
ダ
イ
ヤ
の

改
善
、
地
域
の
創
意
工
夫
に
よ
る
地
域
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
取
組
や
試
行
、

都
市
部
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
や
Ｂ
Ｒ
Ｔ
等
の
導
入
、
軌
道
事
業
や
バ
ス
等

の
走
行
環
境
の
改
善
や
輸
送
力
の
向
上
等
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
公
共
交
通
の
乗

継
ぎ
の
改
善
等
、
地
域
の
移
動
手
段
の
確
保
や
利
便
性
の
向
上
の
た
め
の
様
々
な

取
組
に
加
え
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進
の
た
め
の
住
民
や
公
共
交
通
の
利
用
者
、

地
域
の
企
業
や
施
設
等
に
よ
る
取
組
等
、
そ
の
活
性
化
及
び
再
生
を
図
る
た
め
に

地
域
の
関
係
者
が
必
要
と
認
め
る
あ
ら
ゆ
る
事
業
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
す
る
。

１

地
域
公
共
交
通
特
定
事
業
に
つ
い
て

２

地
域
公
共
交
通
特
定
事
業
に
つ
い
て

地
域
公
共
交
通
特
定
事
業
と
し
て
は
、
具
体
的
に
は
、
軌
道
事
業
、
バ
ス
事
業

地
域
公
共
交
通
特
定
事
業
と
し
て
は
、
具
体
的
に
は
、
軌
道
事
業
、
バ
ス
事
業

、
海
上
運
送
事
業
の
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
軌
道
運
送
高
度
化
事
業

、
海
上
運
送
事
業
の
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
軌
道
運
送
高
度
化
事
業

、
道
路
運
送
高
度
化
事
業
、
海
上
運
送
高
度
化
事
業
、
事
業
構
造
の
変
更
を
行
う

、
道
路
運
送
高
度
化
事
業
、
海
上
運
送
高
度
化
事
業
、
公
共
交
通
の
乗
継
ぎ
の
円

こ
と
に
よ
り
旅
客
鉄
道
事
業
に
係
る
路
線
に
お
け
る
輸
送
の
維
持
を
図
る
た
め
の

滑
化
を
図
る
乗
継
円
滑
化
事
業
、
事
業
構
造
の
変
更
を
行
う
こ
と
に
よ
り
旅
客
鉄

鉄
道
事
業
再
構
築
事
業
、
廃
止
の
届
出
が
さ
れ
た
鉄
道
事
業
の
再
生
を
地
方
公
共

道
事
業
に
係
る
路
線
に
お
け
る
輸
送
の
維
持
を
図
る
た
め
の
鉄
道
事
業
再
構
築
事

団
体
等
の
支
援
に
よ
り
図
る
鉄
道
再
生
事
業
、
地
域
交
通
の
再
編
を
促
す
た
め
路

業
、
廃
止
の
届
出
が
さ
れ
た
鉄
道
事
業
の
再
生
を
市
町
村
等
の
支
援
に
よ
り
図
る
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線
等
の
編
成
や
事
業
内
容
の
変
更
等
を
行
う
地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
が
あ
る
。

鉄
道
再
生
事
業
が
あ
り
、
各
々
の
事
業
の
特
性
を
踏
ま
え
、
必
要
と
な
る
事
業
に

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
を
図
る
観
点
か
ら
、
各
々
の
事
業
の
特
性

つ
い
て
連
携
計
画
に
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

や
、
地
域
に
お
け
る
公
共
交
通
の
利
用
状
況
、
他
の
公
共
交
通
事
業
へ
の
影
響
、

人
口
密
度
や
自
然
条
件
等
の
地
域
特
性
等
を
踏
ま
え
た
上
で
、
形
成
計
画
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
を
適
切
に
選
択
し
、
同
計
画
に
記
載
す
る
も
の

と
す
る
。

実
施
計
画
の
認
定

(1)

形
成
計
画
に
お
い
て
、
地
域
公
共
交
通
特
定
事
業
に
関
す
る
事
項
が
定
め
ら

れ
た
と
き
は
、
当
該
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
形
成
計
画
に
即

し
て
当
該
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
計
画
（
以
下
「
実
施
計
画
」
と
い
う
。
）

を
作
成
し
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、
同
計
画
の
認
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

実
施
計
画
の
認
定
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
の
目
標
、
運
行
形
態
、
維
持
・
運

営
コ
ス
ト
等
を
踏
ま
え
て
、
一
２
に
掲
げ
る
目
標
を
実
現
し
、
地
域
に
お
け
る

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
効
率
的
な
運
送
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
か
ど
う
か
判
断
す
る
。
ま
た
、
当
該
実
施
計
画
に
定
め
る
事
項
が
基
本
方

針
に
照
ら
し
て
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
と
り

わ
け
、
再
編
実
施
計
画
の
認
定
に
当
た
っ
て
は
、
同
計
画
の
基
礎
と
な
っ
て
い

る
形
成
計
画
に
つ
い
て
、
二
１

に
掲
げ
る
基
本
的
な
方
針
に
沿
っ
て
作
成
さ

(1)

れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
踏
ま
え
、
判
断
す
る
こ
と
と
す
る
。

あ
わ
せ
て
、
実
施
計
画
の
内
容
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
、
実
現
性
、
関
係

機
関
と
の
連
携
等
が
、
地
域
公
共
交
通
特
定
事
業
を
確
実
に
遂
行
す
る
た
め
に

適
切
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
審
査
す
る
。

こ
れ
ら
の
点
に
加
え
、
当
該
地
域
公
共
交
通
特
定
事
業
の
実
施
の
た
め
に
鉄

道
事
業
法
、
軌
道
法
、
道
路
運
送
法
又
は
海
上
運
送
法
の
許
認
可
等
を
得
る
必

要
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
許
認
可
等
を
得
る
た
め
の
基
準
に
適
合
す
る
と
と

も
に
、
欠
格
事
由
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
審
査
す
る
。
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軌
道
運
送
高
度
化
事
業
に
関
す
る
留
意
事
項

(2)

軌
道
運
送
高
度
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
軌
道
を
整
備
す
る
場
合
の
み

な
お
、
軌
道
運
送
高
度
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
軌
道
を
整
備
す
る
場
合

な
ら
ず
、
既
に
軌
道
事
業
が
営
ま
れ
て
い
る
路
線
で
軌
道
運
送
高
度
化
事
業
を

の
み
な
ら
ず
、
既
に
軌
道
事
業
が
営
ま
れ
て
い
る
路
線
で
軌
道
運
送
高
度
化
事
業

実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
地
方
公
共
団
体
、
軌
道
経
営
者
、
道
路
管
理
者

を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
市
町
村
、
軌
道
経
営
者
、
道
路
管
理
者
等
が
一

等
が
一
体
と
な
っ
て
、
快
適
性
、
走
行
性
に
優
れ
、
低
床
化
さ
れ
て
い
る
な
ど

体
と
な
っ
て
、
快
適
性
、
走
行
性
に
優
れ
、
低
床
化
さ
れ
て
い
る
な
ど
乗
降
の
円

乗
降
の
円
滑
化
が
図
ら
れ
た
車
両
の
導
入
、
走
行
環
境
の
改
善
、
停
留
所
周
辺

滑
化
が
図
ら
れ
た
車
両
の
導
入
、
走
行
環
境
の
改
善
、
停
留
所
周
辺
に
お
け
る
乗

に
お
け
る
乗
降
の
円
滑
化
等
の
確
保
・
向
上
に
努
め
、
ハ
ー
ド
及
び
ソ
フ
ト
施

降
の
円
滑
化
等
の
確
保
・
向
上
に
努
め
、
ハ
ー
ド
及
び
ソ
フ
ト
施
策
を
総
合
的
か

策
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

つ
一
体
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

道
路
運
送
高
度
化
事
業
に
関
す
る
留
意
事
項

(3)

道
路
運
送
高
度
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
バ
ス
事
業
の
高
度
化
と
併
せ
て
、
道

路
管
理
者
、
公
安
委
員
会
等
（
以
下
「
道
路
管
理
者
等
」
と
い
う
。
）
が
講
ず

る
道
路
交
通
の
円
滑
化
に
資
す
る
措
置
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
ま

た
、
連
接
バ
ス
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
通
常
車
両
の
場
合
と
比
べ
、
よ
り
多

く
の
手
続
を
要
し
、
地
方
公
共
団
体
、
国
及
び
道
路
管
理
者
等
の
連
携
及
び
協

力
を
得
る
こ
と
が
円
滑
な
導
入
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
協
議
会
等
に
お

い
て
、
特
に
こ
れ
ら
の
関
係
者
と
緊
密
な
協
議
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

海
上
運
送
高
度
化
事
業
に
関
す
る
留
意
事
項

(4)

海
上
運
送
高
度
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
海
上
運
送
事
業
の
運
送
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
加
え
、
陸
上
の
公
共
交
通
と
の
円
滑
な
乗
継
ぎ
を
組
み
合
わ
せ
な

け
れ
ば
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
多
い
こ
と
か
ら

、
当
該
事
業
の
実
施
と
併
せ
た
、
陸
上
の
公
共
交
通
の
再
編
や
利
便
性
向
上
策

も
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
運
航
に
多
く
の
燃
料
油
を
消
費
す
る

海
上
運
送
事
業
の
特
性
を
踏
ま
え
、
新
た
な
船
舶
の
導
入
に
際
し
て
は
、
経
済

性
の
向
上
及
び
環
境
負
荷
の
低
減
に
も
留
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

鉄
道
事
業
再
構
築
事
業
に
関
す
る
留
意
事
項

(5)

鉄
道
事
業
再
構
築
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
施
に
際
し
、
単
に
旅
客
鉄
道

鉄
道
事
業
再
構
築
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
施
に
際
し
、
単
に
旅
客
鉄
道
事

事
業
の
収
支
状
況
が
厳
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
当
該
旅
客
鉄
道

業
の
収
支
状
況
が
厳
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
当
該
旅
客
鉄
道
事
業



- 23 -

※２６年９月５日パブリックコメント開始時点（修正可能性有り）

事
業
者
の
鉄
道
事
業
全
体
と
し
て
の
経
営
状
況
、
当
該
旅
客
鉄
道
事
業
者
に
よ

者
の
鉄
道
事
業
全
体
と
し
て
の
経
営
状
況
、
当
該
旅
客
鉄
道
事
業
者
に
よ
る
利
用

る
利
用
促
進
に
向
け
た
取
組
、
地
域
の
関
係
者
に
よ
る
輸
送
の
維
持
を
図
る
た

促
進
に
向
け
た
取
組
、
地
域
の
関
係
者
に
よ
る
輸
送
の
維
持
を
図
る
た
め
の
取
組

め
の
取
組
状
況
と
い
っ
た
当
該
路
線
を
め
ぐ
る
歴
史
的
経
緯
等
の
個
別
の
事
情

状
況
と
い
っ
た
当
該
路
線
を
め
ぐ
る
歴
史
的
経
緯
等
の
個
別
の
事
情
を
総
合
的
に

を
総
合
的
に
勘
案
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日

勘
案
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株

本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
三

式
会
社
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
六
十
一

年
法
律
第
六
十
一
号
）
附
則
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
新
会
社
の
路
線
に
つ

号
）
附
則
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
新
会
社
の
路
線
に
つ
い
て
は
、
新
会
社
が

い
て
は
、
新
会
社
が
そ
の
事
業
を
営
む
に
際
し
当
分
の
間
配
慮
す
べ
き
事
項
に

そ
の
事
業
を
営
む
に
際
し
当
分
の
間
配
慮
す
べ
き
事
項
に
関
す
る
指
針
（
平
成
十

関
す
る
指
針
（
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
六
百
二
十
二
号
）
に
留
意

三
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
六
百
二
十
二
号
）
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

す
る
必
要
が
あ
る
。

鉄
道
再
生
事
業
に
関
す
る
留
意
事
項

(6)

鉄
道
再
生
事
業
に
つ
い
て
は
、
廃
止
届
出
が
さ
れ
た
鉄
道
事
業
の
全
て
の
再

ま
た
、
鉄
道
再
生
事
業
に
つ
い
て
は
、
廃
止
届
出
が
さ
れ
た
鉄
道
事
業
の
全
て

生
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
地
方
公
共
団
体
等
の
具
体
的
な
支
援
方

の
再
生
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
市
町
村
等
の
具
体
的
な
支
援
方
針
及

針
及
び
こ
れ
を
踏
ま
え
た
鉄
道
事
業
者
の
経
営
判
断
を
前
提
に
、
費
用
負
担
の

び
こ
れ
を
踏
ま
え
た
鉄
道
事
業
者
の
経
営
判
断
を
前
提
に
、
費
用
負
担
の
あ
り
方

あ
り
方
を
含
め
、
協
議
対
象
事
項
に
つ
い
て
両
者
の
間
で
合
意
が
な
さ
れ
た
場

を
含
め
、
協
議
対
象
事
項
に
つ
い
て
両
者
の
間
で
合
意
が
な
さ
れ
た
場
合
に
、
当

合
に
、
当
該
事
業
の
実
施
が
可
能
と
な
る
こ
と
、
ま
た
、
鉄
道
再
生
事
業
に
係

該
事
業
の
実
施
が
可
能
と
な
る
こ
と
、
ま
た
、
鉄
道
再
生
事
業
に
係
る
協
議
に
際

る
協
議
に
際
し
て
は
、
効
率
的
な
運
営
に
よ
り
可
能
な
限
り
迅
速
に
結
論
が
得

し
て
は
、
効
率
的
な
運
営
に
よ
り
可
能
な
限
り
迅
速
に
結
論
が
得
ら
れ
る
べ
く
双

ら
れ
る
べ
く
双
方
が
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

方
が
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
際
、
地
域
に
お
け
る
公
共
交
通
の
利
用
状
況
や
、
他
の
公
共
交
通
事
業
へ

の
影
響
等
、
当
該
地
域
の
実
情
に
照
ら
し
て
総
合
的
に
検
討
し
、
連
携
計
画
の
作

成
及
び
事
業
実
施
を
確
実
か
つ
円
滑
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
に
関
す
る
留
意
事
項

（
新
設
）

(7)

地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
全
体
の
公
共
交
通
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
総
合
的
に
捉
え
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
等
の
地
域
戦
略

と
の
一
体
性
を
確
保
し
つ
つ
、
都
市
機
能
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
た
め
の

幹
線
交
通
の
形
成
と
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
中
心
部
に
お
け
る
循
環
型
の
公
共
交

通
網
の
形
成
、
幹
線
交
通
と
連
絡
し
た
支
線
交
通
の
形
成
と
交
通
結
節
点
の
整

備
に
よ
る
乗
継
円
滑
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
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な
ど
多
様
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
等
を
、
住
民
の
協
力
を
含
む
関
係
者
の
連

携
の
下
、
図
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
（
以
下
「
再
編
実
施
計

画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
地
域
公
共
交

通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
第
二
十
七
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る

特
定
旅
客
運
送
事
業
者
等
（
以
下
「
特
定
旅
客
運
送
事
業
者
等
」
と
い
う
。
）

の
全
て
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
を
図
る
観
点
か
ら
は

、
実
際
の
運
行
を
担
う
交
通
事
業
者
か
ら
の
同
意
を
得
る
こ
と
は
き
わ
め
て
重

要
で
あ
り
、
そ
の
意
向
を
無
視
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
他
方
、
特

定
旅
客
運
送
事
業
者
等
に
お
い
て
は
、
地
域
の
関
係
者
に
よ
る
取
組
に
対
し
て

、
可
能
な
限
り
前
向
き
に
協
力
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
正
当
な
理
由
な
く

地
方
公
共
団
体
か
ら
の
同
意
要
請
を
拒
否
し
、
地
域
公
共
交
通
の
再
編
を
阻
害

す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
地
域
公
共
交
通
の
再
編
に
向
け
て
、
地
方

公
共
団
体
と
特
定
旅
客
運
送
事
業
者
等
が
緊
密
に
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

な
お
、
再
編
実
施
計
画
の
策
定
に
向
け
た
協
議
に
お
い
て
は
、
二
３

で
述

(2)

べ
た
と
お
り
、
独
占
禁
止
法
の
規
定
に
抵
触
し
な
い
よ
う
留
意
す
る
必
要
が
あ

り
、
地
方
公
共
団
体
が
再
編
実
施
計
画
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
個
々
の

特
定
旅
客
運
送
事
業
者
等
と
の
間
で
個
別
に
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
の
実
施
期
間
中
に
、
当
該
事
業
の
実
施
区

域
に
お
い
て
新
た
に
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
第
二

条
第
十
一
号
に
規
定
す
る
特
定
旅
客
運
送
事
業
等
を
営
も
う
と
す
る
者
が
現
れ

た
場
合
に
は
、
当
該
者
の
協
議
会
へ
の
参
加
を
促
す
と
と
も
に
、
再
編
実
施
計

画
を
見
直
し
、
当
該
者
も
事
業
の
実
施
主
体
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。

一
方
で
、
認
定
を
受
け
た
地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
の
実
施
区
域
に
お
い
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て
新
た
に
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
を
営
も
う
と
す
る
者
か
ら
の
事
業

許
可
等
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
当
該
事
業
の
許
可

等
に
際
し
、
再
編
実
施
計
画
の
維
持
が
困
難
と
な
り
、
公
衆
の
利
便
が
著
し
く

阻
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
か
審
査
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
当
該
新
規
参
入
を
し
た
一
般
乗
合
旅
客
自
動

車
運
送
事
業
者
に
対
し
、
そ
の
事
業
の
経
営
に
よ
り
当
該
再
編
実
施
計
画
の
維

持
が
困
難
と
な
る
た
め
、
公
衆
の
利
便
が
著
し
く
阻
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
公
衆
の
利
便
を
確
保
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
限
度
に
お

い
て
、
当
該
事
業
の
実
施
方
法
の
変
更
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

そ
の
他
留
意
事
項

３

留
意
事
項

地
方
公
共
団
体
は
、
形
成
計
画
に
定
め
よ
う
と
す
る
事
業
に
つ
い
て
、
関
係
す

市
町
村
は
、
連
携
計
画
に
定
め
よ
う
と
す
る
事
業
に
つ
い
て
、
関
係
す
る
公
共

る
公
共
交
通
事
業
者
、
道
路
管
理
者
、
港
湾
管
理
者
、
公
安
委
員
会
及
び
住
民
、

交
通
事
業
者
、
道
路
管
理
者
、
港
湾
管
理
者
、
公
安
委
員
会
及
び
住
民
、
公
共
交

公
共
交
通
の
利
用
者
等
と
十
分
に
協
議
し
、
そ
の
意
向
等
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に

通
の
利
用
者
等
と
十
分
に
協
議
し
、
そ
の
意
向
等
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
事
業

、
事
業
間
の
連
携
及
び
調
整
を
図
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
協

間
の
連
携
及
び
調
整
を
図
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
協
議
会
制

議
会
制
度
を
有
効
に
活
用
し
、
形
成
計
画
の
作
成
及
び
事
業
実
施
の
円
滑
化
を
図

度
を
有
効
に
活
用
し
、
連
携
計
画
の
作
成
及
び
事
業
実
施
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

が
求
め
ら
れ
る
。
な
お
、
協
議
会
に
お
い
て
協
議
が
調
っ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、

協
議
会
の
構
成
員
は
そ
の
協
議
の
結
果
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

連
携
計
画
に
定
め
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
着
手
予
定
時
期
、
実
施
予
定
期

間
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
具
体
的
か
つ
明
確
に
記
載
す
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、

当
面
事
業
の
実
施
の
見
込
み
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
事
業
の
具
体
化
に
向
け

た
検
討
の
方
向
性
を
記
載
し
、
事
業
が
具
体
化
し
た
段
階
で
、
連
携
計
画
を
適
宜

変
更
し
て
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
記
載
を
追
加
、
修
正
す
る
も
の
と
す
る
。

形
成
計
画
作
成
後
、
形
成
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
が
早
期
に
、
か
つ
、
当
該

連
携
計
画
作
成
後
、
連
携
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
が
早
期
に
、
か
つ
、
当
該

形
成
計
画
の
目
標
に
沿
っ
て
順
調
に
進
展
す
る
よ
う
、
地
方
公
共
団
体
は
、
事
業

連
携
計
画
の
目
標
に
沿
っ
て
順
調
に
進
展
す
る
よ
う
、
市
町
村
は
、
事
業
の
実
施

の
実
施
状
況
の
把
握
、
こ
れ
に
係
る
情
報
提
供
、
協
議
会
の
活
用
等
に
よ
る
事
業

状
況
の
把
握
、
こ
れ
に
係
る
情
報
提
供
、
協
議
会
の
活
用
等
に
よ
る
事
業
を
実
施

を
実
施
す
べ
き
者
と
の
協
議
及
び
連
絡
調
整
等
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

す
べ
き
者
と
の
連
絡
調
整
等
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。
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な
お
、
形
成
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
交
通
の
安
全

な
お
、
連
携
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
交
通
の
安
全

及
び
円
滑
の
確
保
並
び
に
生
活
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

及
び
円
滑
の
確
保
並
び
に
生
活
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

形
成
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
地
域
公
共
交
通
は
、
地
域
の
目
指
す
べ
き
将
来

像
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
公
共
財
と
し
て
の
側
面
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
に
対
す
る
支
援
は
、
民
間
事
業
に
対
す
る
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
社
会

に
対
す
る
支
援
と
い
う
側
面
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
、
国
に
よ
る
支
援
に
加
え

、
地
方
公
共
団
体
も
支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
地
域
公

共
交
通
を
維
持
・
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
、
観
光
振
興
等
の
地
域
振

興
施
策
、
さ
ら
に
は
健
康
、
福
祉
、
教
育
、
環
境
等
の
様
々
な
分
野
で
も
大
き
な

効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
を
踏
ま
え
、
多
様
な
主
体
が
連
携
し
て
支
援
を
行
う
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

四

新
地
域
旅
客
運
送
事
業
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

四

新
地
域
旅
客
運
送
事
業
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

近
年
の
技
術
の
進
歩
等
の
結
果
、
鉄
道
事
業
又
は
軌
道
事
業
、
道
路
運
送
事
業
、

近
年
の
技
術
の
進
歩
等
の
結
果
、
鉄
道
事
業
又
は
軌
道
事
業
、
道
路
運
送
事
業
、

海
上
運
送
事
業
の
う
ち
二
以
上
の
事
業
に
ま
た
が
る
輸
送
形
態
で
あ
り
、
同
一
の
車

海
上
運
送
事
業
の
う
ち
二
以
上
の
事
業
に
ま
た
が
る
輸
送
形
態
で
あ
り
、
同
一
の
車

両
又
は
船
舶
を
用
い
て
一
貫
し
た
運
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
新
た
な
運
送
サ
ー
ビ

両
又
は
船
舶
を
用
い
て
一
貫
し
た
運
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
新
た
な
運
送
サ
ー
ビ

ス
が
出
現
し
つ
つ
あ
る
が
、
こ
う
し
た
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
地
域
の
旅
客
輸
送

ス
が
出
現
し
つ
つ
あ
る
が
、
こ
う
し
た
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
地
域
の
旅
客
輸
送

需
要
に
き
め
細
か
く
対
応
し
た
効
率
的
な
運
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
を
新
地

需
要
に
き
め
細
か
く
対
応
し
た
効
率
的
な
運
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
を
新
地

域
旅
客
運
送
事
業
と
し
て
、
そ
の
導
入
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

域
旅
客
運
送
事
業
と
し
て
、
そ
の
導
入
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
計
画
（
以
下
「
事
業
計
画
」
と
い
う
。
）
の

こ
の
た
め
、
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
計
画
（
以
下
「
事
業
計
画
」
と
い
う
。
）
の

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
観
光
交
流
の
促
進
に
よ
る
地
域
活
性
化
や
温
室
効
果
ガ
ス
の

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
観
光
交
流
の
促
進
に
よ
る
地
域
活
性
化
や
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
削
減
な
ど
環
境
負
荷
の
低
減
、
交
通
空
白
地
帯
の
解
消
、
乗
継
ぎ
に
対
す
る
抵

排
出
削
減
な
ど
環
境
負
荷
の
低
減
、
交
通
空
白
地
帯
の
解
消
、
乗
継
ぎ
に
対
す
る
抵

抗
感
の
解
消
に
よ
る
公
共
交
通
の
円
滑
化
等
、
当
該
事
業
の
目
標
を
可
能
な
限
り
明

抗
感
の
解
消
に
よ
る
公
共
交
通
の
円
滑
化
等
、
当
該
事
業
の
目
標
を
可
能
な
限
り
明

確
に
記
載
す
る
こ
と
と
す
る
。

確
に
記
載
す
る
こ
と
と
し
、
事
業
計
画
の
認
定
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
の
目
標
、
運

事
業
計
画
の
認
定
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
の
目
標
、
運
行
形
態
、
維
持
・
運
営
コ

行
形
態
、
維
持
・
運
営
コ
ス
ト
等
を
踏
ま
え
て
、
地
域
の
実
情
に
適
切
に
対
応
し
た

ス
ト
等
を
踏
ま
え
て
、
一
２
に
掲
げ
る
目
標
を
実
現
し
、
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能

効
率
的
な
運
送
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
か
ど
う
か
判
断
す
る
こ
と
と
な
る
。

な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
効
率
的
な
運
送
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
か
ど
う
か
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判
断
す
る
。
ま
た
、
当
該
事
業
計
画
に
定
め
る
事
項
が
基
本
方
針
に
照
ら
し
て
適
切

な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

あ
わ
せ
て
、
事
業
計
画
の
内
容
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
、
実
現
性
、
関
係
機
関

と
の
連
携
等
が
、
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
を
確
実
に
遂
行
す
る
た
め
に
適
切
な
も
の

で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
審
査
す
る
。

こ
れ
ら
の
点
に
加
え
、
当
該
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
の
実
施
の
た
め
に
鉄
道
事
業

法
、
軌
道
法
、
道
路
運
送
法
又
は
海
上
運
送
法
の
許
認
可
等
を
得
る
必
要
が
あ
る
場

合
に
は
、
当
該
許
認
可
等
を
得
る
た
め
の
基
準
に
合
致
す
る
と
と
も
に
、
欠
格
事
由

に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
審
査
す
る
。

そ
の
他
、
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
安
全
の
確
保
、
環
境

ま
た
、
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
安
全
の
確
保
、
環
境
の

の
保
全
そ
の
他
の
適
切
な
実
施
を
図
る
観
点
か
ら
、
関
係
法
令
に
適
合
す
る
必
要
が

保
全
そ
の
他
の
適
切
な
実
施
を
図
る
観
点
か
ら
各
事
業
法
を
は
じ
め
そ
の
他
の
関
係

あ
る
。

す
る
法
令
に
適
合
す
る
必
要
が
あ
る
。

五

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び

（
新
設
）

再
生
に
関
す
る
事
業
の
評
価
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

形
成
計
画
の
着
実
か
つ
効
果
的
な
実
現
を
図
る
た
め
に
は
、
同
計
画
に
掲
げ
た
数

値
目
標
の
達
成
状
況
を
評
価
す
る
だ
け
で
な
く
、
同
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
各
種

事
業
の
実
施
状
況
を
把
握
し
、
事
業
が
効
果
的
・
効
率
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
を
定
期
的
に
評
価
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
形
成
計
画
の
達
成
状
況
の
評
価

は
、
原
則
と
し
て
計
画
期
間
の
終
了
時
又
は
同
計
画
の
見
直
し
時
と
し
て
い
る
の
に

対
し
、
同
計
画
に
基
づ
く
各
種
事
業
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
よ
り
短
期
的
か
つ
定
期

的
に
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

具
体
的
な
評
価
方
法
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
等
の
新
技
術
も
活
用
し
つ
つ
、
平

均
乗
車
密
度
や
収
支
、
利
用
者
満
足
度
等
を
測
定
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
性
や
品
質

を
評
価
す
る
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る
。
可
能
な
限
り
定
量
的
に
評
価
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
性
や
品
質
の
向
上
自
体
が
目
的
で
は
な
く
、
形

成
計
画
の
目
標
を
効
果
的
・
効
率
的
に
達
成
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
点
に
留
意
す
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る
必
要
が
あ
る
。
各
種
事
業
が
効
果
的
・
効
率
的
に
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
形
成
計

画
の
目
標
の
達
成
を
阻
害
し
て
い
る
場
合
に
は
、
事
業
の
実
施
方
法
を
見
直
し
、
改

善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
一
方
、
各
種
事
業
が
十
分
に
効
果
的
・
効
率
的
に
実
施
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
形
成
計
画
の
目
標
が
達
成
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
事

業
内
容
が
同
計
画
の
目
標
に
照
ら
し
て
適
切
で
な
い
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
必
要
に

応
じ
て
、
事
業
内
容
そ
の
も
の
を
見
直
す
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
評
価
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
公
共
交
通
が
、
定
量
的
に
把
握
す
る
こ
と
が

困
難
な
価
値
や
外
部
効
果
を
有
す
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

六

そ
の
他
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性

五

そ
の
他
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
事
項

化
及
び
再
生
に
関
す
る
事
項

１

関
係
者
の
役
割

１

国
の
役
割

国
、
地
方
公
共
団
体
、
公
共
交
通
事
業
者
、
住
民
、
公
共
交
通
の
利
用
者
そ
の
他

の
関
係
者
は
、
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
地
域
公
共
交
通
の

活
性
化
及
び
再
生
に
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
相
互
に
連
携
を

図
り
な
が
ら
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

国
の
役
割

(1)
①

地
域
の
取
組
に
対
す
る
財
政
的
支
援

地
域
の
取
組
に
対
す
る
財
政
的
支
援

(1)

国
は
、
地
域
の
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
行
う
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交

国
は
、
地
域
の
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
行
う
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及

通
網
の
形
成
に
資
す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
の
た
め
の
取
組

び
再
生
の
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
必
要
な
財
政
的
支
援
を
講
ず
る
こ
と
と
す
る

に
つ
い
て
必
要
な
財
政
的
支
援
を
講
ず
る
こ
と
と
す
る
。

。

特
に
、
地
域
の
関
係
者
に
よ
る
真
摯
な
検
討
と
合
意
の
下
で
策
定
さ
れ
、

国
土
交
通
大
臣
が
認
定
し
た
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
等
に
基
づ
い
て

地
域
公
共
交
通
網
を
再
構
築
す
る
取
組
に
対
し
て
、
国
は
、
重
点
的
に
支
援

す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
計
画
の
実
効
性
や
同
計
画
に
基
づ
く
地
域
の
主
体
的

な
取
組
の
持
続
可
能
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

②

人
材
育
成
及
び
情
報
提
供

人
材
育
成
及
び
情
報
提
供

(2)
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国
は
、
地
域
の
関
係
者
に
よ
る
、
地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
関
す
る
適

国
は
、
地
域
の
関
係
者
に
よ
る
、
地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
関
す
る
適
切

切
な
検
討
・
合
意
形
成
及
び
そ
の
導
入
・
維
持
運
営
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

な
検
討
・
合
意
形
成
及
び
そ
の
導
入
・
維
持
運
営
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
都
道

都
道
府
県
等
と
連
携
し
つ
つ
、
必
要
な
情
報
、
デ
ー
タ
、
ノ
ウ
ハ
ウ
等
が
収

府
県
等
と
連
携
し
つ
つ
、
必
要
な
情
報
、
デ
ー
タ
、
ノ
ウ
ハ
ウ
等
が
収
集
、
蓄

集
、
蓄
積
及
び
提
供
さ
れ
る
よ
う
な
環
境
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地

積
及
び
提
供
さ
れ
る
よ
う
な
環
境
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
関
係

域
の
関
係
者
に
対
す
る
研
修
、
セ
ミ
ナ
ー
等
の
実
施
な
ど
、
必
要
な
人
材
の

者
に
対
す
る
研
修
、
セ
ミ
ナ
ー
等
の
実
施
な
ど
、
必
要
な
人
材
の
育
成
に
努
め

育
成
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

る
こ
と
と
す
る
。

加
え
て
、
地
域
公
共
交
通
を
担
う
人
材
で
あ
る
運
転
者
等
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
基
本
的
に
は
事
業
者
の
努
力
に
よ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
国
と
し

て
も
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
他
の
事
業
者
へ
の
普
及
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

③

技
術
開
発
の
推
進

技
術
開
発
の
推
進

(3)

国
は
、
地
域
の
関
係
者
と
の
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

国
は
、
地
域
の
関
係
者
と
の
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を

を
踏
ま
え
、
利
便
性
・
快
適
性
の
向
上
、
コ
ス
ト
の
低
減
化
、
技
術
の
標
準

踏
ま
え
、
利
便
性
・
快
適
性
の
向
上
、
コ
ス
ト
の
低
減
化
、
技
術
の
標
準
化
、

化
、
実
用
化
等
の
た
め
の
技
術
開
発
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

実
用
化
等
の
た
め
の
技
術
開
発
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
地
域
公
共
交
通
の
技
術
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、
地

ま
た
、
こ
れ
ら
の
地
域
公
共
交
通
の
技
術
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、
地

域
の
関
係
者
に
対
し
て
積
極
的
な
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

域
の
関
係
者
に
対
し
て
積
極
的
な
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

④

安
全
の
確
保

安
全
の
確
保

(4)

公
共
交
通
の
安
全
の
確
保
は
、
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
の
推

公
共
交
通
の
安
全
の
確
保
は
、
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
の
推
進

進
を
図
る
上
で
の
前
提
で
あ
り
、
国
は
、
鉄
道
事
業
、
軌
道
事
業
、
道
路
運

を
図
る
上
で
の
前
提
で
あ
り
、
国
は
、
鉄
道
事
業
、
軌
道
事
業
、
道
路
運
送
事

送
事
業
、
海
上
運
送
事
業
に
係
る
各
事
業
法
の
的
確
な
運
用
等
に
よ
り
、
そ

業
、
海
上
運
送
事
業
に
係
る
各
事
業
法
の
的
確
な
運
用
等
に
よ
り
、
そ
の
安
全

の
安
全
の
確
保
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

の
確
保
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

都
道
府
県
の
役
割

２

都
道
府
県
の
役
割

(2)

都
道
府
県
は
、
国
と
連
携
し
つ
つ
、
各
市
町
村
の
区
域
を
越
え
た
広
域
的
な

都
道
府
県
は
、
国
と
連
携
し
つ
つ
、
各
市
町
村
の
区
域
を
越
え
た
広
域
的
な
観

観
点
か
ら
、
地
域
の
関
係
者
が
行
う
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
を
推

点
か
ら
、
地
域
の
関
係
者
が
行
う
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
を
推
進
す

進
す
る
た
め
の
検
討
、
合
意
形
成
及
び
合
意
に
基
づ
く
取
組
の
実
施
に
必
要
な

る
た
め
の
検
討
、
合
意
形
成
及
び
合
意
に
基
づ
く
取
組
の
実
施
に
必
要
な
財
政
的

財
政
的
支
援
、
人
材
育
成
、
情
報
提
供
、
助
言
等
を
講
ず
る
こ
と
と
す
る
。

支
援
、
人
材
育
成
、
情
報
提
供
、
助
言
等
を
講
ず
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
都
道
府
県
は
、
地
域
の
関
係
者
に
よ
る
取
組
に
対
す
る
側
面
的
な
支

ま
た
、
都
道
府
県
は
、
地
域
の
関
係
者
に
よ
る
取
組
に
対
す
る
側
面
的
な
支
援
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援
だ
け
で
な
く
、
公
共
交
通
網
を
形
成
す
べ
き
生
活
圏
の
単
位
が
複
数
の
市
町

だ
け
で
な
く
、
複
数
の
市
町
村
に
ま
た
が
る
広
域
的
な
交
通
圏
が
形
成
さ
れ
、
都

村
に
ま
た
が
り
、
広
域
的
な
観
点
か
ら
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
の

道
府
県
全
域
的
な
観
点
か
ら
、
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
の
取
組
が
求

取
組
が
求
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
地
域
の
関
係
者
と
十
分
に
調
整
を
図
り
つ
つ

め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
地
域
の
関
係
者
と
十
分
に
調
整
を
図
り
つ
つ
も
、
主
体
的

も
、
市
町
村
と
共
同
し
て
形
成
計
画
を
作
成
す
る
な
ど
、
主
体
的
・
主
導
的
に

・
主
導
的
に
取
り
組
む
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
地
域
の
実
情
の
変
化
を

取
り
組
む
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
地
域
の
実
情
の
変
化
を
踏
ま
え
、

踏
ま
え
、
継
続
的
な
検
討
を
行
い
、
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

継
続
的
な
検
討
を
行
い
、
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

さ
ら
に
、
地
域
公
共
交
通
に
関
す
る
財
政
的
基
盤
や
組
織
・
体
制
が
十
分
で
な

さ
ら
に
、
地
域
公
共
交
通
に
関
す
る
財
政
的
基
盤
や
組
織
・
体
制
が
十
分
で

い
市
町
村
に
対
し
て
は
、
都
道
府
県
の
支
援
が
不
可
欠
で
あ
り
、
国
と
も
連
携
し

な
い
市
町
村
に
対
し
て
は
、
都
道
府
県
の
支
援
が
不
可
欠
で
あ
り
、
国
と
も
連

つ
つ
、
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

携
し
つ
つ
、
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

市
町
村
の
役
割

３

市
町
村
の
役
割

(3)

市
町
村
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
、
地
域
に
と
っ
て
最
適
な
公
共
交
通
の

市
町
村
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
、
地
域
に
と
っ
て
最
適
な
公
共
交
通
の
あ

あ
り
方
に
つ
い
て
、
自
ら
が
中
心
と
な
っ
て
、
ま
た
、
他
の
市
町
村
や
と
連
携

り
方
に
つ
い
て
、
自
ら
が
中
心
と
な
っ
て
、
ま
た
、
他
の
市
町
村
と
連
携
し
て
、

し
て
、
関
係
す
る
公
共
交
通
事
業
者
、
道
路
管
理
者
、
港
湾
管
理
者
、
公
安
委

関
係
す
る
公
共
交
通
事
業
者
、
道
路
管
理
者
、
港
湾
管
理
者
、
公
安
委
員
会
、
住

員
会
、
住
民
そ
の
他
の
地
域
の
関
係
者
と
検
討
、
合
意
形
成
を
図
り
、
ま
た
、

民
そ
の
他
の
地
域
の
関
係
者
と
検
討
、
合
意
形
成
を
図
り
、
ま
た
、
合
意
が
な
さ

合
意
が
な
さ
れ
た
取
組
の
実
施
に
向
け
て
、
地
域
の
関
係
者
と
連
携
し
つ
つ
、

れ
た
取
組
の
実
施
に
向
け
て
、
地
域
の
関
係
者
と
連
携
し
つ
つ
、
主
体
的
に
取
り

主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。

組
む
こ
と
と
す
る
。

特
に
、
公
共
交
通
網
を
形
成
す
べ
き
生
活
圏
の
単
位
が
複
数
の
市
町
村
に
ま

た
が
る
場
合
は
、
他
の
市
町
村
や
都
道
府
県
と
共
同
し
て
形
成
計
画
を
作
成
す

る
な
ど
、
広
域
的
な
観
点
に
立
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
地
域
の
関
係
者
の
信
頼
を
得
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
取
組
を
効
果
的

に
実
施
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
公
共
交
通
を
専
門
的
に
担
当
す
る
職
員
を

置
く
こ
と
も
意
義
が
大
き
い
。

公
共
交
通
事
業
者
の
役
割

４

公
共
交
通
事
業
者
の
役
割

(4)

公
共
交
通
事
業
者
は
、
協
議
会
等
に
お
け
る
協
議
に
積
極
的
に
参
画
す
る
と

公
共
交
通
事
業
者
は
、
利
用
者
の
視
点
に
立
ち
、
地
域
に
お
い
て
合
意
が
な
さ

と
も
に
、
利
用
者
の
視
点
に
立
ち
、
地
域
に
お
い
て
合
意
が
な
さ
れ
た
取
組
を

れ
た
取
組
を
着
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
又
は
他
の
公
共
交
通
事
業
者
と

着
実
に
実
施
し
、
自
ら
又
は
他
の
公
共
交
通
事
業
者
と
連
携
し
て
提
供
す
る
運

連
携
し
て
提
供
す
る
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

送
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

そ
の
際
、
自
ら
の
運
送
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
、
外
国
人
観
光
客
を



- 31 -

※２６年９月５日パブリックコメント開始時点（修正可能性有り）

そ
の
際
、
自
ら
の
運
送
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
、
外
国
人
観
光
客

含
め
た
利
用
者
が
利
用
し
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
情
報
の
提
供
に
努
め
る
だ
け

を
含
め
た
利
用
者
が
利
用
し
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
情
報
の
提
供
に
努
め
る

で
な
く
、
利
用
者
利
便
の
さ
ら
な
る
向
上
の
観
点
か
ら
、
旅
客
の
乗
継
情
報
等
の

だ
け
で
な
く
、
利
用
者
利
便
の
さ
ら
な
る
向
上
の
観
点
か
ら
、
旅
客
の
乗
継
情

他
の
公
共
交
通
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
な
ど
地
域
公
共
交
通
全
体
を

報
等
の
他
の
公
共
交
通
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
な
ど
地
域
公
共
交

利
用
し
や
す
く
す
る
情
報
提
供
に
努
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

通
全
体
を
利
用
し
や
す
く
す
る
情
報
提
供
に
努
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ま
た
、
公
共
交
通
事
業
者
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
等
の
技
術
も
活
用
し
つ
つ
、
よ

り
詳
細
な
利
用
実
態
や
潜
在
的
な
需
要
の
把
握
を
は
じ
め
と
し
て
、
従
来
行
っ

て
き
た
事
業
の
や
り
方
に
と
ら
わ
れ
ず
、
地
域
公
共
交
通
の
利
用
減
少
を
食
い

止
め
、
回
復
し
て
い
く
取
組
を
展
開
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
す
る
。
あ
わ
せ

て
、
こ
う
し
た
取
組
が
利
用
者
、
地
方
公
共
団
体
等
の
関
係
者
に
理
解
さ
れ
る

よ
う
説
明
や
周
知
に
努
め
、
必
要
に
応
じ
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
形
成

計
画
の
作
成
又
は
変
更
を
提
案
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

加
え
て
、
地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
の
検
討
に
必
要
な
情
報
・
デ
ー
タ
を
関

係
者
間
で
適
切
に
共
有
す
る
こ
と
は
合
意
形
成
の
基
盤
と
な
る
た
め
、
個
人
情

報
及
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
配
慮
し
つ
つ
、
そ
の
よ
う
な
情
報
・
デ
ー
タ

を
積
極
的
に
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

住
民
、
公
共
交
通
の
利
用
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
役
割

５

住
民
、
公
共
交
通
の
利
用
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
役
割

(5)

住
民
や
公
共
交
通
の
利
用
者
は
、
運
送
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
い
う
受
け

住
民
や
公
共
交
通
の
利
用
者
は
、
運
送
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
い
う
受
け
身

身
の
立
場
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
関
係
者
の
一
員
と
し
て
、
主
体
的
に
、
持
続

の
立
場
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
関
係
者
の
一
員
と
し
て
、
主
体
的
に
、
地
域
公
共

可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再

交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
向
け
た
検
討
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
公
共
交
通
の

生
に
向
け
た
検
討
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
公
共
交
通
の
積
極
的
な
利
用
や
住

積
極
的
な
利
用
や
住
民
間
に
お
け
る
公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
の
意
識
の

民
間
に
お
け
る
公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
の
意
識
の
醸
成
、
さ
ら
に
は

醸
成
、
さ
ら
に
は
、
住
民
に
よ
る
公
共
交
通
の
維
持
・
運
営
等
、
そ
れ
を
支
え
る

、
住
民
に
よ
る
公
共
交
通
の
維
持
・
運
営
等
、
そ
れ
を
支
え
る
取
組
を
行
う
よ

取
組
を
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
住
民
や
公
共
交
通
の
利

う
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
住
民
や
公
共
交
通
の
利
用
者
の
ほ
か

用
者
の
ほ
か
、
商
業
施
設
、
地
元
企
業
、
病
院
、
学
校
、
観
光
事
業
者
等
の
地
域

、
商
業
施
設
、
地
元
企
業
、
病
院
、
学
校
、
観
光
事
業
者
等
の
地
域
の
企
業
や

の
企
業
や
施
設
に
つ
い
て
も
、
そ
の
活
性
化
及
び
再
生
を
支
え
る
担
い
手
と
し
て

施
設
に
つ
い
て
も
、
そ
の
活
性
化
及
び
再
生
を
支
え
る
担
い
手
と
し
て
、
積
極

、
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

的
に
取
り
組
む
よ
う
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
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２

関
連
す
る
施
策
と
の
連
携

（
新
設
）

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及

び
再
生
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
、
観
光
振
興
、
健
康
、
福
祉
、
環
境
な
ど

様
々
な
分
野
に
お
け
る
施
策
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

国
に
お
い
て
は
、
地
方
の
活
力
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
個
性
あ
ふ
れ
る
地
方

の
創
生
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
国
土
交
通
省
の
み
な
ら
ず
、

こ
れ
ら
の
施
策
に
関
係
す
る
府
省
の
連
携
の
下
、
総
合
的
な
支
援
を
講
じ
て
い
く

こ
と
と
す
る
。
と
り
わ
け
、
本
省
及
び
地
方
支
分
部
局
の
双
方
に
お
い
て
、
ま
ち

づ
く
り
と
地
域
公
共
交
通
の
担
当
者
が
合
同
し
て
、
地
方
公
共
団
体
等
に
助
言
等

を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
。

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
地
方
の
総
合
行
政
を
担
う
立
場
か
ら
、
ま
ち
づ

く
り
、
観
光
振
興
そ
の
他
の
観
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
連
携
が
十
分
で

な
か
っ
た
分
野
を
含
め
、
関
連
す
る
施
策
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
施
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
取
組
を
通
じ
て
、
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
を
図
り
、

誰
も
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
、
持
続
可
能
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。



1 

○
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る

法
律 (

平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
九
号)

（
改
正
後
） 

目
次 第

一
章 

総
則(

第
一
条
・
第
二
条) 

第
二
章 
基
本
方
針
等(

第
三
条
・
第
四
条) 

第
三
章 
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
作
成
及
び
実
施 

第
一
節 
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
作
成(

第
五
条

―
第
七
条) 

第
二
節 

軌
道
運
送
高
度
化
事
業(

第
八
条
―
第
十
二
条) 

第
三
節 

道
路
運
送
高
度
化
事
業(

第
十
三
条
―
第
十
七

条) 

第
四
節 

海
上
運
送
高
度
化
事
業(

第
十
八
条
―
第
二
十

二
条) 

第
五
節 

鉄
道
事
業
再
構
築
事
業(
第
二
十
三
条
―
第
二

十
五
条) 

第
六
節 

鉄
道
再
生
事
業(

第
二
十
六
条
・
第
二
十
七
条) 

第
七
節 

地
域
公
共
交
通
再
編
事
業(

第
二
十
七
条
の
二

―
第
二
十
七
条
の
八) 

第
八
節 

雑
則(

第
二
十
八
条
・
第
二
十
九
条) 

第
四
章 

新
地
域
旅
客
運
送
事
業
の
円
滑
化(

第
三
十
条
―

第
三
十
六
条) 

第
五
章 

雑
則(

第
三
十
七
条
―
第
四
十
二
条) 

第
六
章 

罰
則(

第
四
十
三
条
―
第
四
十
五
条) 

附
則 

第
一
章 

総
則 

(

目
的) 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
近
年
に
お
け
る
急
速
な
少
子
高
齢
化

の
進
展
、
移
動
の
た
め
の
交
通
手
段
に
関
す
る
利
用
者
の
選

好
の
変
化
に
よ
り
地
域
公
共
交
通
の
維
持
に
困
難
を
生
じ
て

い
る
こ
と
等
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
地
域
住

民
の
自
立
し
た
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
の
確
保
、
活
力
あ

る
都
市
活
動
の
実
現
、
観
光
そ
の
他
の
地
域
間
の
交
流
の
促

進
並
び
に
交
通
に
係
る
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
を
図
る
た
め

の
基
盤
と
な
る
地
域
に
お
け
る
公
共
交
通
網(

以
下
「
地
域
公

共
交
通
網
」
と
い
う
。)

の
形
成
の
促
進
の
観
点
か
ら
地
域
公

共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
と
な

っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
交
通
政
策
基
本
法(

平
成
二
十
五
年

法
律
第
九
十
二
号)

の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
地
方
公
共
団

体
に
よ
る
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
作
成
及
び
地
域
公

共
交
通
特
定
事
業
の
実
施
に
関
す
る
措
置
並
び
に
新
地
域
旅

客
運
送
事
業
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
定
め

る
こ
と
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に

資
す
る
よ
う
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
の
た
め
の

地
域
に
お
け
る
主
体
的
な
取
組
及
び
創
意
工
夫
を
推
進
し
、

も
っ
て
個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 
(

定
義) 

第
二
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意

義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一 

地
域
公
共
交
通 

地
域
住
民
の
日
常
生
活
若
し
く
は
社

会
生
活
に
お
け
る
移
動
又
は
観
光
旅
客
そ
の
他
の
当
該

地
域
を
来
訪
す
る
者
の
移
動
の
た
め
の
交
通
手
段
と
し

て
利
用
さ
れ
る
公
共
交
通
機
関
を
い
う
。 

二 

公
共
交
通
事
業
者
等 

次
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。 

イ 

鉄
道
事
業
法(

昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
二
号)

に

よ
る
鉄
道
事
業
者(

旅
客
の
運
送
を
行
う
も
の
及
び
旅

客
の
運
送
を
行
う
鉄
道
事
業
者
に
鉄
道
施
設
を
譲
渡

し
、
又
は
使
用
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。) 

ロ 

軌
道
法(

大
正
十
年
法
律
第
七
十
六
号)

に
よ
る
軌
道

経
営
者(

旅
客
の
運
送
を
行
う
も
の
に
限
る
。) 

ハ 

道
路
運
送
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号)

に
よ
る
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
及
び
一

般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者 

ニ 

自
動
車
タ
ー
ミ
ナ
ル
法(

昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百

三
十
六
号)

に
よ
る
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
事
業
を
営
む
者 

ホ 
海
上
運
送
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
七
号)

第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
一
般
旅
客
定
期
航
路
事

業(

本
邦
の
港
と
本
邦
以
外
の
地
域
の
港
と
の
間
又
は

本
邦
以
外
の
地
域
の
各
港
間
に
航
路
を
定
め
て
行
う

も
の
を
除
く
。
以
下
「
国
内
一
般
旅
客
定
期
航
路
事

業
」
と
い
う
。)

、
同
法
第
十
九
条
の
六
の
二
に
規
定

す
る
人
の
運
送
を
す
る
貨
物
定
期
航
路
事
業(

本
邦
の

港
と
本
邦
以
外
の
地
域
の
港
と
の
間
又
は
本
邦
以
外

の
地
域
の
各
港
間
に
航
路
を
定
め
て
行
う
も
の
を
除

く
。)

及
び
同
法
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
人
の

運
送
を
す
る
不
定
期
航
路
事
業(

乗
合
旅
客
の
運
送
を

す
る
も
の
に
限
り
、
本
邦
の
港
と
本
邦
以
外
の
地
域

の
港
と
の
間
又
は
本
邦
以
外
の
地
域
の
各
港
間
に
お

け
る
も
の
を
除
く
。)(

以
下
こ
れ
ら
を
「
国
内
一
般
旅

客
定
期
航
路
事
業
等
」
と
総
称
す
る
。)

を
営
む
者 

ヘ 

イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
で
鉄
道
事

業
法
に
よ
る
鉄
道
施
設
又
は
海
上
運
送
法
に
よ
る
輸

送
施
設(

船
舶
を
除
き
、
国
内
一
般
旅
客
定
期
航
路
事

業
等
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。)

で
あ
っ
て
、
公

共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
旅
客
の
乗
降
、
待
合
い
そ

の
他
の
用
に
供
す
る
も
の
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す

る
も
の 

三 

道
路
管
理
者 

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八

十
号)

第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
管
理
者
を
い

う
。 

四 

港
湾
管
理
者 

港
湾
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百

十
八
号)

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
港
湾
管
理
者
を
い

う
。 

五 

地
域
公
共
交
通
特
定
事
業 

軌
道
運
送
高
度
化
事
業
、

道
路
運
送
高
度
化
事
業
、
海
上
運
送
高
度
化
事
業
、
鉄
道

事
業
再
構
築
事
業
、
鉄
道
再
生
事
業
及
び
地
域
公
共
交
通

再
編
事
業
を
い
う
。 

六 

軌
道
運
送
高
度
化
事
業 

軌
道
法
に
よ
る
軌
道
事
業

(

旅
客
の
運
送
を
行
う
も
の
に
限
る
。
以
下
「
旅
客
軌
道

事
業
」
と
い
う
。)

で
あ
っ
て
、
よ
り
優
れ
た
加
速
及
び

減
速
の
性
能
を
有
す
る
車
両
を
用
い
る
こ
と
そ
の
他
の

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、

定
時
性
の
確
保(

設
定
さ
れ
た
発
着
時
刻
に
従
っ
て
運
行

す
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

、
速
達
性
の
向
上(

目

的
地
に
到
達
す
る
ま
で
に
要
す
る
時
間
を
短
縮
す
る
こ

と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

、
快
適
性
の
確
保
そ
の
他
の

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

を
図
り
、
も
っ
て
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
に
資
す
る
も

の
を
い
う
。 

七 

道
路
運
送
高
度
化
事
業 

道
路
運
送
法
に
よ
る
一
般
乗

合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業(

以
下
単
に
「
一
般
乗
合
旅
客

自
動
車
運
送
事
業
」
と
い
う
。)

で
あ
っ
て
、
道
路
管
理

者
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会(

以
下
「
公
安
委
員
会
」
と

い
う
。)

そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
が
講
ず
る

道
路
交
通
の
円
滑
化
に
資
す
る
措
置
と
併
せ
て
よ
り
大

型
の
自
動
車
を
用
い
る
こ
と
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
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で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
定
時
性
の
確
保
、

速
達
性
の
向
上
、
快
適
性
の
確
保
そ
の
他
の
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
り
、
も
っ

て
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
に
資
す
る
も
の
を
い
う
。 

八 
海
上
運
送
高
度
化
事
業 

国
内
一
般
旅
客
定
期
航
路
事

業
等
で
あ
っ
て
、
よ
り
優
れ
た
加
速
及
び
減
速
の
性
能
を

有
す
る
船
舶
を
用
い
る
こ
と
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
定
時
性
の
確
保
、

速
達
性
の
向
上
、
快
適
性
の
確
保
そ
の
他
の
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
り
、
も
っ

て
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
に
資
す
る
も
の
を
い
う
。 

九 

鉄
道
事
業
再
構
築
事
業 
最
近
に
お
け
る
経
営
状
況
に

鑑
み
、
そ
の
継
続
が
困
難
と
な
り
、
又
は
困
難
と
な
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
旅
客
鉄
道
事
業(

鉄
道
事
業

法
に
よ
る
鉄
道
事
業
の
う
ち
旅
客
の
運
送
を
行
う
も
の

及
び
旅
客
の
運
送
を
行
う
鉄
道
事
業
者
に
鉄
道
施
設
を

譲
渡
し
、
又
は
使
用
さ
せ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

に
つ
い
て
、
経
営
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共

団
体
そ
の
他
の
者
の
支
援
を
受
け
つ
つ
、
次
に
掲
げ
る
事

業
構
造
の
変
更
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
当
該
旅
客
鉄
道
事

業
に
係
る
路
線
に
お
け
る
輸
送
の
維
持
を
図
る
た
め
の

事
業(

鉄
道
再
生
事
業
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。)

を
い

う
。 

イ 

事
業
の
譲
渡
及
び
譲
受 

ロ 

法
人
の
合
併
又
は
分
割 

ハ 

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
事
業
の
実
施
主

体
の
変
更 

ニ 

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
重
要
な
資

産
の
譲
渡
及
び
譲
受
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
事
業
構
造
の
変
更 

十 

鉄
道
再
生
事
業 

鉄
道
事
業
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
の
届
出(

以
下
「
廃
止
届
出
」
と

い
う
。)

が
さ
れ
た
鉄
道
事
業
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団

体
そ
の
他
の
者
の
支
援
に
よ
り
当
該
鉄
道
事
業
の
維
持

を
図
る
た
め
の
事
業
を
い
う
。 

十
一 

地
域
公
共
交
通
再
編
事
業 

地
域
公
共
交
通
を
再
編

す
る
た
め
の
事
業
で
あ
っ
て
、
地
方
公
共
団
体
の
支
援
を

受
け
つ
つ
、
特
定
旅
客
運
送
事
業(

旅
客
鉄
道
事
業
、
旅

客
軌
道
事
業
、
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
及
び
国

内
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

に

係
る
路
線
若
し
く
は
航
路
又
は
営
業
区
域
の
編
成
の
変

更
、
他
の
種
類
の
旅
客
運
送
事
業(

旅
客
鉄
道
事
業
、
旅

客
軌
道
事
業
、
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
、
道
路

運
送
法
に
よ
る
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
及
び

国
内
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等
を
い
う
。
第
二
十
七
条

の
二
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。)

へ
の
転
換
、
自
家
用
有

償
旅
客
運
送(

同
法
第
七
十
八
条
第
二
号
に
規
定
す
る
自

家
用
有
償
旅
客
運
送
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

に
よ
る
代

替
、
異
な
る
公
共
交
通
事
業
者
等
の
間
の
旅
客
の
乗
継
ぎ

を
円
滑
に
行
う
た
め
の
運
行
計
画
の
改
善
、
共
通
乗
車
船

券(

二
以
上
の
運
送
事
業
者(

第
二
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
及
び

ホ
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。)

が
期
間
、
区
間
そ
の
他
の
条
件
を
定
め
て
共
同
で
発
行
す

る
証
票
で
あ
っ
て
、
そ
の
証
票
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

当
該
条
件
の
範
囲
内
で
、
当
該
各
運
送
事
業
者
の
運
送
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
い
う
。

第
二
十
七
条
の
八
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。)

の
発
行
そ

の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
行
う
事
業
を

い
う
。 

十
二 

地
域
公
共
交
通
一
体
型
路
外
駐
車
場
整
備
事
業 

駐

車
場
法(

昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
号)

第
三
条
の
駐
車

場
整
備
地
区
内
に
整
備
さ
れ
る
べ
き
同
法
第
四
条
第
二

項
第
五
号
の
主
要
な
路
外
駐
車
場(

都
市
計
画
に
お
い
て

定
め
ら
れ
た
路
外
駐
車
場
を
除
く
。)

の
整
備
を
行
う
事

業
で
あ
っ
て
、
軌
道
運
送
高
度
化
事
業
又
は
道
路
運
送
高

度
化
事
業
と
一
体
と
な
っ
て
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化

に
資
す
る
も
の
を
い
う
。 

十
三 

新
地
域
旅
客
運
送
事
業 

地
域
の
旅
客
輸
送
需
要
に

適
し
た
効
率
的
な
運
送
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ

る
事
業
の
う
ち
二
以
上
の
事
業
に
該
当
し
、
か
つ
、
当
該

二
以
上
の
事
業
に
お
い
て
同
一
の
車
両
又
は
船
舶
を
用

い
て
一
貫
し
た
運
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
を
い

う
。 

イ 

旅
客
鉄
道
事
業
又
は
旅
客
軌
道
事
業 

ロ 

一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業 

ハ 

国
内
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等 

 第
二
章 

基
本
方
針
等 

(

基
本
方
針) 

第
三
条 

主
務
大
臣
は
、
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形

成
に
資
す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
を
推
進
す

る
た
め
、
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
の
促
進
に
関

す
る
基
本
方
針(

以
下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。)

を
定
め
る

も
の
と
す
る
。 

２ 

基
本
方
針
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の

と
す
る
。 

一 

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
地
域

公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
の
意
義
及
び
目
標
に
関

す
る
事
項 

二 

第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
の
作
成
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項 

三 

地
域
公
共
交
通
特
定
事
業
そ
の
他
の
第
五
条
第
一
項
に

規
定
す
る
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
定
め
る
事
業

に
関
す
る
基
本
的
な
事
項 

四 

新
地
域
旅
客
運
送
事
業
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項 

五 

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
地
域

公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
事
業
の
評
価

に
関
す
る
基
本
的
な
事
項 

六 

そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
持
続
可
能
な
地
域
公

共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化

及
び
再
生
に
関
す
る
事
項 

３ 

基
本
方
針
は
、
交
通
の
機
能
と
都
市
機
能
と
が
相
互
に
密

接
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
域
公
共
交

通
の
活
性
化
及
び
再
生
が
都
市
機
能
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ

と
と
な
る
よ
う
配
慮
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

基
本
方
針
は
、
交
通
政
策
基
本
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規

定
す
る
交
通
政
策
基
本
計
画
と
の
調
和
が
保
た
れ
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

主
務
大
臣
は
、
情
勢
の
推
移
に
よ
り
必
要
が
生
じ
た
と
き

は
、
基
本
方
針
を
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。 

６ 

主
務
大
臣
は
、
基
本
方
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
国
家
公
安
委
員
会
及
び
環
境
大
臣
に

協
議
す
る
も
の
と
す
る
。 

７ 

主
務
大
臣
は
、
基
本
方
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し

た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
(

国
等
の
努
力
義
務) 
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第
四
条 

国
は
、
地
方
公
共
団
体
、
公
共
交
通
事
業
者
等
そ
の

他
の
関
係
者
が
行
う
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成

に
資
す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
を
推
進
す
る

た
め
に
必
要
と
な
る
情
報
の
収
集
、
整
理
、
分
析
及
び
提
供
、

研
究
開
発
の
推
進
並
び
に
人
材
の
養
成
及
び
資
質
の
向
上
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

都
道
府
県
は
、
市
町
村
、
公
共
交
通
事
業
者
等
そ
の
他
の

関
係
者
が
行
う
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資

す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
を
推
進
す
る
た
め
、

各
市
町
村
の
区
域
を
超
え
た
広
域
的
な
見
地
か
ら
、
必
要
な

助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
市
町
村
と
密
接
な
連
携
を
図
り
つ
つ
主
体
的

に
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
地
域
公

共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
取
り
組
む
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

３ 

市
町
村
は
、
公
共
交
通
事
業
者
等
そ
の
他
の
関
係
者
と
協

力
し
、
相
互
に
密
接
な
連
携
を
図
り
つ
つ
主
体
的
に
持
続
可

能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
地
域
公
共
交
通
の

活
性
化
及
び
再
生
に
取
り
組
む
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

４ 

公
共
交
通
事
業
者
等
は
、
自
ら
が
提
供
す
る
旅
客
の
運
送

に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
並
び
に
地
域
公
共
交
通
の

利
用
を
容
易
に
す
る
た
め
の
情
報
の
提
供
及
び
そ
の
充
実
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 第
三
章 

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
作
成
及
び

実
施 

 

第
一
節 

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
作
成 

 
(

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画) 

第
五
条 

地
方
公
共
団
体
は
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
国
土
交

通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
あ
っ
て
は
単

独
で
又
は
共
同
し
て
、
都
道
府
県
に
あ
っ
て
は
当
該
都
道
府

県
の
区
域
内
の
市
町
村
と
共
同
し
て
、
当
該
市
町
村
の
区
域

内
に
つ
い
て
、
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資

す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
を
推
進
す
る
た
め

の
計
画(

以
下
「
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
と
い
う
。)

を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

一 

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
地
域

公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
の
推
進
に
関
す
る
基
本

的
な
方
針 

二 

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
区
域 

三 

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
目
標 

四 

前
号
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
行
う
事
業
及
び
そ
の

実
施
主
体
に
関
す
る
事
項 

五 

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
達
成
状
況
の
評
価
に
関

す
る
事
項 

六 

計
画
期
間 

七 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
地
域
公
共
交
通
網
形

成
計
画
の
実
施
に
関
し
当
該
地
方
公
共
団
体
が
必
要
と

認
め
る
事
項 

３ 

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
お
い
て
は
、
前
項
各
号
に

掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
都
市
機
能
の
増
進
に
必
要
な
施
設
の

立
地
の
適
正
化
に
関
す
る
施
策
と
の
連
携
そ
の
他
の
持
続
可

能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
際
し
配
慮
す
べ
き
事
項
を

定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
は
、
地
域
公
共
交
通
特

定
事
業
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
は
、
都
市
計
画
、
都
市
計
画

法(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
十
八
条
の
二
の
市
町
村

の
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
二
号)

第
九
条

の
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
一

体
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
計
画
及
び
高
齢
者
、
障

害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律(

平
成

十
八
年
法
律
第
九
十
一
号)

第
二
十
五
条
の
移
動
等
円
滑
化

に
係
る
事
業
の
重
点
的
か
つ
一
体
的
な
推
進
に
関
す
る
基
本

的
な
構
想
と
の
調
和
が
保
た
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

６ 

地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
作
成

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
住
民
、
地
域
公
共

交
通
の
利
用
者
そ
の
他
利
害
関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

７ 

地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
作
成

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
こ
れ
に
定
め
よ
う
と
す
る
第
二
項

第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
次
条
第
一
項
の
協
議
会

が
組
織
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
協
議
会
に
お
け
る
協
議
を
、

同
項
の
協
議
会
が
組
織
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
関
係
す
る

公
共
交
通
事
業
者
等
、
道
路
管
理
者
、
港
湾
管
理
者
そ
の
他

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
定
め
よ
う
と
す
る
事
業
を
実

施
す
る
と
見
込
ま
れ
る
者
及
び
関
係
す
る
公
安
委
員
会
と
協

議
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

８ 

地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
作
成

し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、

主
務
大
臣
、
都
道
府
県(

当
該
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を

作
成
し
た
都
道
府
県
を
除
く
。)

並
び
に
関
係
す
る
公
共
交
通

事
業
者
等
、
道
路
管
理
者
、
港
湾
管
理
者
そ
の
他
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
に
定
め
る
事
業
を
実
施
す
る
と
見
込
ま
れ

る
者
及
び
関
係
す
る
公
安
委
員
会
に
、
地
域
公
共
交
通
網
形

成
計
画
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

９ 

主
務
大
臣
及
び
都
道
府
県
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
地
域

公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
送
付
を
受
け
た
と
き
は
、
主
務
大

臣
に
あ
っ
て
は
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
都
道
府
県
に
あ
っ

て
は
市
町
村
に
対
し
、
必
要
な
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

10 

第
六
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、
地
域
公
共
交
通
網
形

成
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 
(

協
議
会) 

第
六
条 

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
作
成
し
よ
う
と
す
る

地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
作
成
及

び
実
施
に
関
し
必
要
な
協
議
を
行
う
た
め
の
協
議
会(

以
下

「
協
議
会
」
と
い
う
。)

を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

協
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
も
っ
て
構
成
す
る
。 

一 

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
地

方
公
共
団
体 

二 

関
係
す
る
公
共
交
通
事
業
者
等
、
道
路
管
理
者
、
港
湾

管
理
者
そ
の
他
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
定
め
よ

う
と
す
る
事
業
を
実
施
す
る
と
見
込
ま
れ
る
者 

三 

関
係
す
る
公
安
委
員
会
及
び
地
域
公
共
交
通
の
利
用
者
、

学
識
経
験
者
そ
の
他
の
当
該
地
方
公
共
団
体
が
必
要
と

認
め
る
者 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
会
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
は
、
同
項
に
規
定
す
る
協
議
を
行
う
旨
を
前
項
第
二
号
に

掲
げ
る
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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４ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
は
、
正
当
な
理
由

が
あ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
通
知
に
係
る
協
議
に
応
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 
協
議
会
に
お
い
て
協
議
が
調
っ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
協

議
会
の
構
成
員
は
そ
の
協
議
の
結
果
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

６ 

主
務
大
臣
及
び
都
道
府
県(

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
会

を
組
織
す
る
都
道
府
県
を
除
く
。)

は
、
地
域
公
共
交
通
網
形

成
計
画
の
作
成
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
協
議
会
の
構

成
員
の
求
め
に
応
じ
て
、
必
要
な
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

７ 

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
議
会
の
運
営
に
関
し

必
要
な
事
項
は
、
協
議
会
が
定
め
る
。 

 
(

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
作
成
等
の
提
案) 

第
七
条 

次
に
掲
げ
る
者
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
作
成
又
は
変
更
を
す
る
こ
と
を

提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
基
本

方
針
に
即
し
て
、
当
該
提
案
に
係
る
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
の
素
案
を
作
成
し
て
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

一 

公
共
交
通
事
業
者
等
、
道
路
管
理
者
、
港
湾
管
理
者
そ

の
他
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
定
め
よ
う
と
す
る

事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者 

二 

地
域
公
共
交
通
の
利
用
者
そ
の
他
の
地
域
公
共
交
通
の

利
用
に
関
し
利
害
関
係
を
有
す
る
者 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
提
案
を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
は
、

当
該
提
案
に
基
づ
き
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
作
成
又

は
変
更
を
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
遅
滞
な
く
、
公
表
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
の
作
成
又
は
変
更
を
し
な
い
こ
と
と
す
る
と
き

は
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
二
節 

軌
道
運
送
高
度
化
事
業 

(

軌
道
運
送
高
度
化
事
業
の
実
施) 

第
八
条 

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
お
い
て
、
軌
道
運
送

高
度
化
事
業
に
関
す
る
事
項
が
定
め
ら
れ
た
と
き
は
、
軌
道

運
送
高
度
化
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者(

地
域
公
共
交

通
一
体
型
路
外
駐
車
場
整
備
事
業
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
地

域
公
共
交
通
一
体
型
路
外
駐
車
場
整
備
事
業
を
実
施
し
よ
う

と
す
る
者
を
含
む
。
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
次
条
第

一
項
に
お
い
て
同
じ
。)

は
、
単
独
で
又
は
共
同
し
て
、
当
該

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
即
し
て
軌
道
運
送
高
度
化
事

業
を
実
施
す
る
た
め
の
計
画(

以
下
「
軌
道
運
送
高
度
化
実
施

計
画
」
と
い
う
。)

を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
当
該
軌
道

運
送
高
度
化
事
業
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

軌
道
運
送
高
度
化
実
施
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

一 

軌
道
運
送
高
度
化
事
業
を
実
施
す
る
区
域 

二 

軌
道
運
送
高
度
化
事
業
の
内
容 

三 

軌
道
運
送
高
度
化
事
業
の
実
施
予
定
期
間 

四 

軌
道
運
送
高
度
化
事
業
の
実
施
に
必
要
な
資
金
の
額
及

び
そ
の
調
達
方
法 

五 

軌
道
運
送
高
度
化
事
業
の
効
果 

六 

地
域
公
共
交
通
一
体
型
路
外
駐
車
場
整
備
事
業
が
あ
る

と
き
は
、
そ
の
位
置
、
規
模
、
整
備
主
体
及
び
整
備
の
目

標
年
次 

七 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
軌
道
運
送
高
度
化
事

業
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
事
項
と
し
て
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
事
項 

３ 

軌
道
運
送
高
度
化
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
軌

道
運
送
高
度
化
実
施
計
画
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
関
係
す
る
地
方
公
共
団
体
、
公
共
交
通
事
業
者

等
、
道
路
管
理
者
及
び
公
安
委
員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

４ 

軌
道
運
送
高
度
化
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
軌

道
運
送
高
度
化
実
施
計
画
に
第
二
項
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項

を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
事
項
に

つ
い
て
、
関
係
す
る
市
町
村
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

軌
道
運
送
高
度
化
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
軌

道
運
送
高
度
化
実
施
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、

こ
れ
を
関
係
す
る
地
方
公
共
団
体
、
公
共
交
通
事
業
者
等
、

道
路
管
理
者
及
び
公
安
委
員
会
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

６ 

前
三
項
の
規
定
は
、
軌
道
運
送
高
度
化
実
施
計
画
の
変
更

に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 

(

軌
道
運
送
高
度
化
実
施
計
画
の
認
定) 

第
九
条 

軌
道
運
送
高
度
化
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、
軌
道
運
送
高
度
化
実
施
計
画
が
持

続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
地
域
公
共
交

通
の
活
性
化
及
び
再
生
を
適
切
か
つ
確
実
に
推
進
す
る
た
め

に
適
当
な
も
の
で
あ
る
旨
の
認
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
は
、
関
係
す
る
地
方
公

共
団
体
を
経
由
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
関
係
す
る
地
方
公
共
団
体
は
、
当
該
軌
道
運
送

高
度
化
実
施
計
画
を
検
討
し
、
意
見
が
あ
る
と
き
は
当
該
意

見
を
付
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請

が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
軌
道
運
送
高
度
化
実
施
計

画
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

軌
道
運
送
高
度
化
実
施
計
画
に
定
め
る
事
項
が
基
本
方

針
に
照
ら
し
て
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

二 

軌
道
運
送
高
度
化
実
施
計
画
に
定
め
る
事
項
が
軌
道
運

送
高
度
化
事
業
を
確
実
に
遂
行
す
る
た
め
適
切
な
も
の

で
あ
る
こ
と
。 

三 

軌
道
運
送
高
度
化
実
施
計
画
に
定
め
ら
れ
た
旅
客
軌
道

事
業
の
内
容
が
軌
道
法
第
三
条
の
特
許
の
基
準
に
適
合

す
る
こ
と
。 

４ 

前
項
の
認
定
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
軌
道
法
第
三
条
の

特
許
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
運
輸
審
議
会
に
諮
る
も

の
と
し
、
そ
の
他
必
要
な
手
続
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

５ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
三
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
遅

滞
な
く
、
そ
の
旨
を
関
係
す
る
地
方
公
共
団
体
に
通
知
す
る

も
の
と
す
る
。 

６ 

第
三
項
の
認
定
を
受
け
た
者
は
、
当
該
認
定
に
係
る
軌
道

運
送
高
度
化
実
施
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
国

土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

７ 

第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
認
定
に
つ

い
て
準
用
す
る
。 

８ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
三
項
の
認
定
に
係
る
軌
道
運
送
高

度
化
実
施
計
画(

第
六
項
の
変
更
の
認
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、

そ
の
変
更
後
の
も
の
。
以
下
「
認
定
軌
道
運
送
高
度
化
実
施

計
画
」
と
い
う
。)

が
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
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く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
、
又
は
同
項
の
認
定
を
受
け
た
者

が
認
定
軌
道
運
送
高
度
化
実
施
計
画
に
従
っ
て
軌
道
運
送
高

度
化
事
業
を
実
施
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
認

定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。 

９ 

第
三
項
の
認
定
及
び
第
六
項
の
変
更
の
認
定
に
関
し
必
要

な
事
項
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
。 

 
(

軌
道
法
の
特
例) 

第
十
条 

軌
道
運
送
高
度
化
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者(

次

項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。)

が
そ
の
軌
道
運
送
高
度
化
実

施
計
画
に
つ
い
て
前
条
第
三
項(

同
条
第
七
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。)

の
認
定
を
受

け
た
と
き
は
、
当
該
軌
道
運
送
高
度
化
実
施
計
画
に
定
め
ら

れ
た
軌
道
運
送
高
度
化
事
業
の
う
ち
、
軌
道
法
第
三
条
の
特

許
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
条
の

規
定
に
よ
り
特
許
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。 

２ 

軌
道
運
送
高
度
化
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者(
軌
道
を

敷
設
し
て
こ
れ
を
旅
客
の
運
送
を
行
う
事
業
に
使
用
さ
せ
る

事
業(

以
下
「
軌
道
整
備
事
業
」
と
い
う
。)

を
実
施
し
よ
う

と
す
る
者
と
敷
設
さ
れ
た
軌
道
を
使
用
し
て
旅
客
の
運
送
を

行
う
事
業(

以
下
「
軌
道
運
送
事
業
」
と
い
う
。)

を
実
施
し

よ
う
と
す
る
者
と
が
異
な
る
場
合
に
限
る
。)

が
そ
の
軌
道
運

送
高
度
化
実
施
計
画
に
つ
い
て
前
条
第
三
項
の
認
定
を
受
け

た
と
き
は
、
当
該
軌
道
運
送
高
度
化
実
施
計
画
に
定
め
ら
れ

た
軌
道
運
送
高
度
化
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
軌
道
整
備
事
業

又
は
軌
道
運
送
事
業
に
つ
い
て
は
、
軌
道
法
第
三
条
の
特
許

を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。 

３ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
軌
道
整
備
事
業
又
は
軌
道
運
送
事
業

に
つ
い
て
特
許
が
そ
の
効
力
を
失
い
、
又
は
取
り
消
さ
れ
た

と
き
は
、
当
該
特
許
が
そ
の
効
力
を
失
い
、
若
し
く
は
取
り

消
さ
れ
た
軌
道
整
備
事
業
に
係
る
軌
道
運
送
事
業
又
は
当
該

特
許
が
そ
の
効
力
を
失
い
、
若
し
く
は
取
り
消
さ
れ
た
軌
道

運
送
事
業
に
係
る
軌
道
整
備
事
業
の
特
許
を
取
り
消
す
こ
と

が
で
き
る
。 

 (

路
外
駐
車
場
の
整
備
等) 

第
十
一
条 

市
町
村
は
、
軌
道
運
送
高
度
化
実
施
計
画
に
お
い

て
、
地
域
公
共
交
通
一
体
型
路
外
駐
車
場
整
備
事
業
に
関
す

る
事
項
が
定
め
ら
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
第
九
条
第
五
項(

同

条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
通
知
を
受

け
た
と
き
は
、
駐
車
場
法
第
四
条
第
一
項
の
駐
車
場
整
備
計

画
に
お
い
て
、
当
該
地
域
公
共
交
通
一
体
型
路
外
駐
車
場
整

備
事
業
に
関
す
る
事
項
の
内
容
に
即
し
て
、
お
お
む
ね
そ
の

位
置
、
規
模
、
整
備
主
体
及
び
整
備
の
目
標
年
次
を
定
め
た

路
外
駐
車
場
の
整
備
に
関
す
る
事
業
の
計
画
の
概
要
を
定
め

る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

市
町
村
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
駐
車
場
整
備
計
画
に
都

市
公
園
法(

昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号)

第
二
条
第
一

項
の
都
市
公
園
の
地
下
に
設
け
ら
れ
る
路
外
駐
車
場
の
整
備

に
関
す
る
事
業
の
計
画
の
概
要(

以
下
「
特
定
駐
車
場
事
業
概

要
」
と
い
う
。)

を
定
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
当
該
特
定

駐
車
場
事
業
概
要
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
公
園
管
理
者

(

同
法
第
五
条
第
一
項
の
公
園
管
理
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

特
定
駐
車
場
事
業
概
要
が
定
め
ら
れ
た
駐
車
場
整
備
計
画

の
駐
車
場
法
第
四
条
第
四
項(

同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
第
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。)

の
規
定
に
よ
る
公
表
の
日
か
ら
二
年
以
内
に
当
該
特
定
駐
車

場
事
業
概
要
に
基
づ
き
都
市
公
園
の
地
下
の
占
用
の
許
可
の

申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
占
用
が
都
市
公
園

法
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に

適
合
す
る
限
り
、
公
園
管
理
者
は
、
同
法
第
六
条
第
一
項
又

は
第
三
項
の
許
可
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
(

地
方
債
の
特
例) 

第
十
二
条 
地
方
公
共
団
体
が
、
認
定
軌
道
運
送
高
度
化
実
施

計
画
に
定
め
ら
れ
た
軌
道
運
送
高
度
化
事
業
で
総
務
省
令
で

定
め
る
も
の
に
関
す
る
助
成
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
お
い

て
は
、
当
該
助
成
に
要
す
る
経
費
で
あ
っ
て
地
方
財
政
法(

昭

和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号)

第
五
条
各
号
に
規
定
す
る
経

費
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
は
、
同
条
第
五
号
に
規

定
す
る
経
費
と
み
な
す
。 

 

第
三
節 

道
路
運
送
高
度
化
事
業 

 (

道
路
運
送
高
度
化
事
業
の
実
施) 

第
十
三
条 

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
お
い
て
、
道
路
運

送
高
度
化
事
業
に
関
す
る
事
項
が
定
め
ら
れ
た
と
き
は
、
道

路
運
送
高
度
化
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者(

地
域
公
共

交
通
一
体
型
路
外
駐
車
場
整
備
事
業
が
あ
る
と
き
は
、
当
該

地
域
公
共
交
通
一
体
型
路
外
駐
車
場
整
備
事
業
を
実
施
し
よ

う
と
す
る
者
を
含
む
。
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
次
条

第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。)

は
、
単
独
で
又
は
共
同
し
て
、
当

該
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
即
し
て
道
路
運
送
高
度
化

事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
計
画(

以
下
「
道
路
運
送
高
度
化
実

施
計
画
」
と
い
う
。)

を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
当
該
道

路
運
送
高
度
化
事
業
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

道
路
運
送
高
度
化
実
施
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

一 

道
路
運
送
高
度
化
事
業
を
実
施
す
る
区
域 

二 

道
路
運
送
高
度
化
事
業
の
内
容 

三 

道
路
運
送
高
度
化
事
業
の
実
施
予
定
期
間 

四 

道
路
運
送
高
度
化
事
業
の
実
施
に
必
要
な
資
金
の
額
及

び
そ
の
調
達
方
法 

五 

道
路
運
送
高
度
化
事
業
の
効
果 

六 

地
域
公
共
交
通
一
体
型
路
外
駐
車
場
整
備
事
業
が
あ
る

と
き
は
、
そ
の
位
置
、
規
模
、
整
備
主
体
及
び
整
備
の
目

標
年
次 

七 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
道
路
運
送
高
度
化
事

業
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
事
項
と
し
て
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
事
項 

３ 

道
路
運
送
高
度
化
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
道

路
運
送
高
度
化
実
施
計
画
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
関
係
す
る
地
方
公
共
団
体
、
公
共
交
通
事
業
者

等
、
道
路
管
理
者
及
び
公
安
委
員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

４ 

道
路
運
送
高
度
化
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
道

路
運
送
高
度
化
実
施
計
画
に
第
二
項
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項

を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
事
項
に

つ
い
て
、
関
係
す
る
市
町
村
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

道
路
運
送
高
度
化
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
道

路
運
送
高
度
化
実
施
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、

こ
れ
を
関
係
す
る
地
方
公
共
団
体
、
公
共
交
通
事
業
者
等
、

道
路
管
理
者
及
び
公
安
委
員
会
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

６ 

前
三
項
の
規
定
は
、
道
路
運
送
高
度
化
実
施
計
画
の
変
更
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に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 
(

道
路
運
送
高
度
化
実
施
計
画
の
認
定) 

第
十
四
条 

道
路
運
送
高
度
化
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、
道
路
運
送
高
度
化
実
施
計
画

が
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
地
域
公

共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
を
適
切
か
つ
確
実
に
推
進
す
る

た
め
に
適
当
な
も
の
で
あ
る
旨
の
認
定
を
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
は
、
関
係
す
る
地
方
公

共
団
体
を
経
由
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
関
係
す
る
地
方
公
共
団
体
は
、
当
該
道
路
運
送

高
度
化
実
施
計
画
を
検
討
し
、
意
見
が
あ
る
と
き
は
当
該
意

見
を
付
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請

が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
道
路
運
送
高
度
化
実
施
計

画
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

道
路
運
送
高
度
化
実
施
計
画
に
定
め
る
事
項
が
基
本
方

針
に
照
ら
し
て
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

二 

道
路
運
送
高
度
化
実
施
計
画
に
定
め
る
事
項
が
道
路
運

送
高
度
化
事
業
を
確
実
に
遂
行
す
る
た
め
適
切
な
も
の

で
あ
る
こ
と
。 

三 

道
路
運
送
高
度
化
実
施
計
画
に
定
め
ら
れ
た
一
般
乗
合

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
内
容
が
道
路
運
送
法
第
六
条

各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
道
路
運
送
高
度

化
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
が
同
法
第
七
条
各
号

の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。 

４ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
認
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
関
係
す
る
道

路
管
理
者
に
、
国
土
交
通
省
令
・
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
関
係
す
る
公
安
委
員
会
に
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
聴

く
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
管
理
者
の
意
見
を
聴
く
必

要
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
場
合
、
又

は
公
安
委
員
会
の
意
見
を
聴
く
必
要
が
な
い
も
の
と
し
て
国

土
交
通
省
令
・
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。 

５ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
三
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
遅

滞
な
く
、
そ
の
旨
を
関
係
す
る
地
方
公
共
団
体
に
通
知
す
る

も
の
と
す
る
。 

６ 

第
三
項
の
認
定
を
受
け
た
者
は
、
当
該
認
定
に
係
る
道
路

運
送
高
度
化
実
施
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
国

土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

７ 

第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
認
定
に
つ

い
て
準
用
す
る
。 

８ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
三
項
の
認
定
に
係
る
道
路
運
送
高

度
化
実
施
計
画(

第
六
項
の
変
更
の
認
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、

そ
の
変
更
後
の
も
の
。
以
下
「
認
定
道
路
運
送
高
度
化
実
施

計
画
」
と
い
う
。)

が
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な

く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
、
又
は
同
項
の
認
定
を
受
け
た
者

が
認
定
道
路
運
送
高
度
化
実
施
計
画
に
従
っ
て
道
路
運
送
高

度
化
事
業
を
実
施
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
認

定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。 

９ 

第
三
項
の
認
定
及
び
第
六
項
の
変
更
の
認
定
に
関
し
必
要

な
事
項
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
。 

 
(

道
路
運
送
法
の
特
例) 

第
十
五
条 

道
路
運
送
高
度
化
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者

が
そ
の
道
路
運
送
高
度
化
実
施
計
画
に
つ
い
て
前
条
第
三
項

(

同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
認
定

を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
道
路
運
送
高
度
化
実
施
計
画
に
定

め
ら
れ
た
道
路
運
送
高
度
化
事
業
の
う
ち
、
道
路
運
送
法
第

四
条
第
一
項
の
許
可
若
し
く
は
同
法
第
十
五
条
第
一
項
の
認

可
を
受
け
、
又
は
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に

よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ら
の
規
定
に
よ
り
許
可
若
し
く
は
認
可
を
受
け
、
又
は
届

出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。 

 (

路
外
駐
車
場
の
整
備
等) 

第
十
六
条 

市
町
村
は
、
道
路
運
送
高
度
化
実
施
計
画
に
お
い

て
、
地
域
公
共
交
通
一
体
型
路
外
駐
車
場
整
備
事
業
に
関
す

る
事
項
が
定
め
ら
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
第
十
四
条
第
五
項

(

同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
通
知

を
受
け
た
と
き
は
、
駐
車
場
法
第
四
条
第
一
項
の
駐
車
場
整

備
計
画
に
お
い
て
、
当
該
地
域
公
共
交
通
一
体
型
路
外
駐
車

場
整
備
事
業
に
関
す
る
事
項
の
内
容
に
即
し
て
、
お
お
む
ね

そ
の
位
置
、
規
模
、
整
備
主
体
及
び
整
備
の
目
標
年
次
を
定

め
た
路
外
駐
車
場
の
整
備
に
関
す
る
事
業
の
計
画
の
概
要
を

定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

市
町
村
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
駐
車
場
整
備
計
画
に
特

定
駐
車
場
事
業
概
要
を
定
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
当
該

特
定
駐
車
場
事
業
概
要
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
公
園
管

理
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

特
定
駐
車
場
事
業
概
要
が
定
め
ら
れ
た
駐
車
場
整
備
計
画

の
駐
車
場
法
第
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
の
日
か
ら

二
年
以
内
に
当
該
特
定
駐
車
場
事
業
概
要
に
基
づ
き
都
市
公

園
の
地
下
の
占
用
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て

は
、
当
該
占
用
が
都
市
公
園
法
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
く
政

令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
限
り
、
公
園
管
理
者

は
、
同
法
第
六
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
許
可
を
与
え
る
も

の
と
す
る
。 

 
(

地
方
債
の
特
例) 

第
十
七
条 

地
方
公
共
団
体
が
、
認
定
道
路
運
送
高
度
化
実
施

計
画
に
定
め
ら
れ
た
道
路
運
送
高
度
化
事
業
で
総
務
省
令
で

定
め
る
も
の
に
関
す
る
助
成
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
お
い

て
は
、
当
該
助
成
に
要
す
る
経
費
で
あ
っ
て
地
方
財
政
法
第

五
条
各
号
に
規
定
す
る
経
費
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も

の
は
、
同
条
第
五
号
に
規
定
す
る
経
費
と
み
な
す
。 

 

第
四
節 

海
上
運
送
高
度
化
事
業 

 (

海
上
運
送
高
度
化
事
業
の
実
施) 

第
十
八
条 

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
お
い
て
、
海
上
運

送
高
度
化
事
業
に
関
す
る
事
項
が
定
め
ら
れ
た
と
き
は
、
海

上
運
送
高
度
化
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
単
独
で

又
は
共
同
し
て
、
当
該
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
即
し

て
海
上
運
送
高
度
化
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
計
画(

以
下

「
海
上
運
送
高
度
化
実
施
計
画
」
と
い
う
。)

を
作
成
し
、
こ

れ
に
基
づ
き
、
当
該
海
上
運
送
高
度
化
事
業
を
実
施
す
る
も

の
と
す
る
。 

２ 

海
上
運
送
高
度
化
実
施
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

一 

海
上
運
送
高
度
化
事
業
を
実
施
す
る
区
域 

二 

海
上
運
送
高
度
化
事
業
の
内
容 

三 

海
上
運
送
高
度
化
事
業
の
実
施
予
定
期
間 

四 

海
上
運
送
高
度
化
事
業
の
実
施
に
必
要
な
資
金
の
額
及
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び
そ
の
調
達
方
法 

五 

海
上
運
送
高
度
化
事
業
の
効
果 

六 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
海
上
運
送
高
度
化
事

業
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
事
項
と
し
て
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
事
項 

３ 

海
上
運
送
高
度
化
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
海

上
運
送
高
度
化
実
施
計
画
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
関
係
す
る
地
方
公
共
団
体
、
公
共
交
通
事
業
者

等
及
び
港
湾
管
理
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

海
上
運
送
高
度
化
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
海

上
運
送
高
度
化
実
施
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、

こ
れ
を
関
係
す
る
地
方
公
共
団
体
、
公
共
交
通
事
業
者
等
及

び
港
湾
管
理
者
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

前
二
項
の
規
定
は
、
海
上
運
送
高
度
化
実
施
計
画
の
変
更

に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 
(

海
上
運
送
高
度
化
実
施
計
画
の
認
定) 

第
十
九
条 

海
上
運
送
高
度
化
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、
海
上
運
送
高
度
化
実
施
計
画

が
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
地
域
公

共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
を
適
切
か
つ
確
実
に
推
進
す
る

た
め
に
適
当
な
も
の
で
あ
る
旨
の
認
定
を
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
は
、
関
係
す
る
地
方
公

共
団
体
を
経
由
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
関
係
す
る
地
方
公
共
団
体
は
、
当
該
海
上
運
送

高
度
化
実
施
計
画
を
検
討
し
、
意
見
が
あ
る
と
き
は
当
該
意

見
を
付
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請

が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
海
上
運
送
高
度
化
実
施
計

画
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

海
上
運
送
高
度
化
実
施
計
画
に
定
め
る
事
項
が
基
本
方

針
に
照
ら
し
て
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

二 

海
上
運
送
高
度
化
実
施
計
画
に
定
め
る
事
項
が
海
上
運

送
高
度
化
事
業
を
確
実
に
遂
行
す
る
た
め
適
切
な
も
の

で
あ
る
こ
と
。 

三 

海
上
運
送
高
度
化
実
施
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
の
う

ち
、
国
内
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
に
該
当
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
当
該
事
業
の
内
容
が
海
上
運
送
法
第
四
条
各

号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
海
上
運
送
高
度
化

事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
が
同
法
第
五
条
各
号
の

い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。 

４ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞

な
く
、
そ
の
旨
を
関
係
す
る
地
方
公
共
団
体
に
通
知
す
る
も

の
と
す
る
。 

５ 

第
三
項
の
認
定
を
受
け
た
者
は
、
当
該
認
定
に
係
る
海
上

運
送
高
度
化
実
施
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
国

土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
認
定
に
つ

い
て
準
用
す
る
。 

７ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
三
項
の
認
定
に
係
る
海
上
運
送
高

度
化
実
施
計
画(

第
五
項
の
変
更
の
認
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、

そ
の
変
更
後
の
も
の
。
以
下
「
認
定
海
上
運
送
高
度
化
実
施

計
画
」
と
い
う
。)

が
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な

く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
、
又
は
同
項
の
認
定
を
受
け
た
者

が
認
定
海
上
運
送
高
度
化
実
施
計
画
に
従
っ
て
海
上
運
送
高

度
化
事
業
を
実
施
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
認

定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。 

８ 

第
三
項
の
認
定
及
び
第
五
項
の
変
更
の
認
定
に
関
し
必
要

な
事
項
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
。 

 
(

海
上
運
送
法
の
特
例) 

第
二
十
条 

海
上
運
送
高
度
化
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者

が
そ
の
海
上
運
送
高
度
化
実
施
計
画
に
つ
い
て
前
条
第
三
項

(

同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。)

の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
海
上

運
送
高
度
化
実
施
計
画
に
定
め
ら
れ
た
海
上
運
送
高
度
化
事

業
の
う
ち
、
海
上
運
送
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可
若
し
く
は

同
法
第
十
一
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
、
又
は
同
条
第
三
項
、

同
法
第
十
九
条
の
五
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
許
可
若
し
く
は
認
可
を
受
け
、

又
は
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
法
第
十
九
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
条
第
三
項
の
認
定
を
受

け
た
日
か
ら
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
二
条 

削
除 

 

第
五
節 

鉄
道
事
業
再
構
築
事
業 

 
(

鉄
道
事
業
再
構
築
事
業
の
実
施) 

第
二
十
三
条 

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
お
い
て
、
鉄
道

事
業
再
構
築
事
業
に
関
す
る
事
項
が
定
め
ら
れ
た
と
き
は
、

当
該
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
作
成
し
た
地
方
公
共
団

体
、
当
該
鉄
道
事
業
再
構
築
事
業
に
係
る
旅
客
鉄
道
事
業
を

経
営
す
る
鉄
道
事
業
者
及
び
当
該
鉄
道
事
業
者
に
代
わ
っ
て

当
該
旅
客
鉄
道
事
業
に
係
る
路
線
に
お
い
て
引
き
続
き
旅
客

鉄
道
事
業
を
経
営
し
よ
う
と
す
る
者
そ
の
他
の
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
者
は
、
そ
の
全
員
の
合
意
に
よ
り
、
当
該
地
域

公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
即
し
て
鉄
道
事
業
再
構
築
事
業
を

実
施
す
る
た
め
の
計
画(

以
下
「
鉄
道
事
業
再
構
築
実
施
計

画
」
と
い
う
。)

を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
当
該
鉄
道
事

業
再
構
築
事
業
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

鉄
道
事
業
再
構
築
実
施
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

一 

鉄
道
事
業
再
構
築
事
業
を
実
施
す
る
路
線 

二 

旅
客
鉄
道
事
業
の
経
営
の
改
善
に
関
す
る
事
項 

三 

地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
者
に
よ
る
支
援
の
内
容 

四 

旅
客
鉄
道
事
業
の
事
業
構
造
の
変
更
の
内
容 

五 

鉄
道
事
業
再
構
築
事
業
の
実
施
予
定
期
間 

六 

鉄
道
事
業
再
構
築
事
業
の
実
施
に
必
要
な
資
金
の
額
及

び
そ
の
調
達
方
法 

七 

鉄
道
事
業
再
構
築
事
業
の
効
果 

八 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
鉄
道
事
業
再
構
築
事

業
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
事
項
と
し
て
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
事
項 

 
(

鉄
道
事
業
再
構
築
実
施
計
画
の
認
定) 

第
二
十
四
条 

鉄
道
事
業
再
構
築
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る

者
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、
鉄
道
事
業
再
構
築
実
施
計

画
が
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
地
域

公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
を
適
切
か
つ
確
実
に
推
進
す

る
た
め
に
適
当
な
も
の
で
あ
る
旨
の
認
定
を
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
る
。 
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２ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
が

あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
鉄
道
事
業
再
構
築
実
施
計
画

が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 
鉄
道
事
業
再
構
築
実
施
計
画
に
定
め
る
事
項
が
基
本
方

針
に
照
ら
し
て
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

二 

鉄
道
事
業
再
構
築
実
施
計
画
に
定
め
る
事
項
が
鉄
道
事

業
再
構
築
事
業
を
確
実
に
遂
行
す
る
た
め
適
切
な
も
の

で
あ
る
こ
と
。 

三 

鉄
道
事
業
再
構
築
実
施
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
の
う

ち
、
次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
許
可
又
は
認
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
の

内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
当
該
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
定
め
る
基
準

に
適
合
す
る
こ
と
。 

イ 

鉄
道
事
業
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可 

同
法
第
五

条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準 

ロ 

鉄
道
事
業
法
第
七
条
第
一
項
の
認
可 
同
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
基
準 

ハ 

鉄
道
事
業
法
第
十
五
条
第
一
項
の
認
可 

同
条
第

三
項
の
基
準 

ニ 

鉄
道
事
業
法
第
十
六
条
第
一
項
の
認
可 

同
条
第

二
項
の
基
準 

ホ 

鉄
道
事
業
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
許
可 

同
条

第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準 

ヘ 

鉄
道
事
業
法
第
二
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の

認
可 

同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五

条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準 

四 

鉄
道
事
業
再
構
築
実
施
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
の
う

ち
、
鉄
道
事
業
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可
又
は
同
法
第
二

十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
認
可
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
を
実
施
し

よ
う
と
す
る
者
が
同
法
第
六
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
こ
と
。 

３ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
地
方
公
共
団
体
が
経
営
す
る
鉄
道
事

業
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
第
三
種
鉄
道
事
業
に
該
当

す
る
事
業(

鉄
道
線
路
を
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
第
二
種

鉄
道
事
業
を
経
営
す
る
者
に
無
償
で
使
用
さ
せ
る
も
の
に
限

る
。)

が
定
め
ら
れ
た
鉄
道
事
業
再
構
築
実
施
計
画
に
つ
い
て

前
項
の
認
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
第
三
種
鉄
道

事
業
に
該
当
す
る
事
業
に
つ
い
て
、
同
項
第
三
号
イ
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
同
法
第
五
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号

ま
で
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
を
審
査
し
て
、

こ
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

第
二
項
の
認
定
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
鉄
道
事
業
法
第

十
六
条
第
一
項
の
認
可
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
運
輸

審
議
会
に
諮
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

第
二
項
の
認
定
を
受
け
た
者
は
、
当
該
認
定
に
係
る
鉄
道

事
業
再
構
築
実
施
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
国

土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
認
定
に
つ

い
て
準
用
す
る
。 

７ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
二
項
の
認
定
に
係
る
鉄
道
事
業
再

構
築
実
施
計
画(

第
五
項
の
変
更
の
認
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、

そ
の
変
更
後
の
も
の
。
以
下
「
認
定
鉄
道
事
業
再
構
築
実
施

計
画
」
と
い
う
。)

が
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な

く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
、
又
は
同
項
の
認
定
を
受
け
た
者

が
認
定
鉄
道
事
業
再
構
築
実
施
計
画
に
従
っ
て
鉄
道
事
業
再

構
築
事
業
を
実
施
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
認

定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。 

８ 

第
二
項
の
認
定
及
び
第
五
項
の
変
更
の
認
定
に
関
し
必
要

な
事
項
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
。 

 
(

鉄
道
事
業
法
の
特
例) 

第
二
十
五
条 

鉄
道
事
業
再
構
築
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る

者
が
そ
の
鉄
道
事
業
再
構
築
実
施
計
画
に
つ
い
て
前
条
第
二

項(

同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
認

定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
鉄
道
事
業
再
構
築
実
施
計
画
に

定
め
ら
れ
た
鉄
道
事
業
再
構
築
事
業
の
う
ち
、
鉄
道
事
業
法

第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
五
条
第
一
項
の
許
可
若
し

く
は
同
法
第
七
条
第
一
項
、
第
十
五
条
第
一
項
、
第
十
六
条

第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の

認
可
を
受
け
、
又
は
同
法
第
七
条
第
三
項
若
し
く
は
第
十
六

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
許
可
若
し
く
は
認

可
を
受
け
、
又
は
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。 

２ 

認
定
鉄
道
事
業
再
構
築
実
施
計
画
に
定
め
ら
れ
た
鉄
道
事

業
再
構
築
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
、
当
該
鉄
道
事
業
再
構

築
事
業
に
係
る
従
前
の
旅
客
鉄
道
事
業
に
つ
い
て
廃
止
を
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
場
合
に
お
い
て
は
、
鉄
道
事
業
法
第

二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
廃
止
届
出

を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

 

第
六
節 

鉄
道
再
生
事
業 

 (

鉄
道
再
生
事
業
の
実
施) 

第
二
十
六
条 

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
お
い
て
、
鉄
道

再
生
事
業
に
関
す
る
事
項
が
定
め
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
作
成
し
た
地
方
公
共
団
体
、
廃

止
届
出
が
さ
れ
た
鉄
道
事
業
を
経
営
す
る
鉄
道
事
業
者
及
び

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
は
、
そ
の
全
員
の
合
意
に
よ
り
、

当
該
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
即
し
て
鉄
道
再
生
事
業

を
実
施
す
る
た
め
の
計
画(

以
下
「
鉄
道
再
生
実
施
計
画
」
と

い
う
。)

を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
当
該
鉄
道
再
生
事
業

を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

鉄
道
再
生
実
施
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

定
め
る
も
の
と
す
る
。 

一 

鉄
道
再
生
事
業
を
実
施
す
る
路
線 

二 

鉄
道
事
業
の
経
営
の
改
善
に
関
す
る
事
項 

三 

地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
者
に
よ
る
支
援
の
内
容 

四 

鉄
道
再
生
事
業
の
実
施
予
定
期
間 

五 

前
号
の
期
間
を
経
過
し
た
後
に
お
け
る
鉄
道
事
業
者
の

鉄
道
事
業
の
廃
止
に
関
す
る
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き

事
項 

六 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
鉄
道
再
生
事
業
の
実

施
の
た
め
に
必
要
な
事
項
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
事
項 

３ 

廃
止
届
出
が
さ
れ
た
鉄
道
事
業
を
経
営
す
る
鉄
道
事
業
者

は
、
当
該
廃
止
届
出
に
係
る
鉄
道
事
業
の
全
部
又
は
一
部
に

つ
い
て
第
一
項
の
合
意
の
た
め
の
協
議
を
開
始
し
た
と
き
は
、

遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

４ 

第
一
項
に
規
定
す
る
者
は
、
鉄
道
再
生
実
施
計
画
を
作
成

し
た
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

当
該
鉄
道
再
生
実
施
計
画
を
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
も
同
様
と
す
る
。 
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(

鉄
道
事
業
法
の
特
例) 

第
二
十
七
条 

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

る
届
出
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
届
出
に
係
る
鉄
道
事
業
に

つ
い
て
鉄
道
事
業
法
第
二
十
八
条
の
二
第
三
項
の
通
知
を
し

な
い
も
の
と
す
る
。 

２ 

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
鉄
道
事
業
者
は
、

当
該
届
出
に
係
る
鉄
道
事
業
に
つ
い
て
廃
止
の
日
を
繰
り
下

げ
る
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
届
出
を
し
た
後
の
廃
止
の
日
を

定
め
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
鉄
道
事
業
者
は
、
廃
止

届
出
を
し
た
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
後
に
前
条
第
一
項
の

合
意
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
前
項
の
規
定
に

よ
る
届
出
に
係
る
鉄
道
事
業
の
全
部
又
は
一
部
を
廃
止
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
鉄
道
事
業
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
廃
止
の
日
の
一
月
前
ま
で
に
、
そ

の
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
る
こ
と
を
も
っ
て
足
り
る
。 

４ 

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
が
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

る
届
出
を
し
た
と
き
は
、
当
該
届
出
に
係
る
鉄
道
再
生
実
施

計
画
に
定
め
ら
れ
た
鉄
道
再
生
事
業
の
う
ち
、
鉄
道
事
業
法

第
七
条
第
三
項
又
は
第
十
六
条
第
三
項
後
段
若
し
く
は
第
四

項
後
段
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
た
も
の
と

み
な
す
。 

５ 

前
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
鉄
道
事
業
者
は
、

同
条
第
一
項
の
鉄
道
再
生
実
施
計
画
に
定
め
ら
れ
た
鉄
道
再

生
事
業
を
実
施
し
、
同
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
期
間
が

経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
判
断
の

基
準
と
な
る
べ
き
事
項
に
従
っ
て
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
路

線
に
係
る
鉄
道
事
業
の
全
部
又
は
一
部
を
廃
止
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
鉄
道
事
業
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
廃
止
の
日
の
六
月
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を

国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
る
こ
と
を
も
っ
て
足
り
る
。 

 

第
七
節 

地
域
公
共
交
通
再
編
事
業 

 
(

地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
の
実
施) 

第
二
十
七
条
の
二 

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
お
い
て
、

地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
に
関
す
る
事
項
が
定
め
ら
れ
た
と

き
は
、
当
該
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
作
成
し
た
地
方

公
共
団
体
は
、
当
該
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
即
し
て

地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
計
画(

以
下

「
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
」
と
い
う
。)

を
作
成
し
、

こ
れ
に
基
づ
き
、
当
該
地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
を
実
施
し

又
は
そ
の
実
施
を
促
進
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

一 

地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
を
実
施
す
る
区
域 

二 

地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
の
内
容
及
び
実
施
主
体(

次

号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。) 

三 

地
方
公
共
団
体
に
よ
る
支
援
の
内
容 

四 

地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
の
実
施
予
定
期
間 

五 

地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
の
実
施
に
必
要
な
資
金
の
額

及
び
そ
の
調
達
方
法 

六 

地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
の
効
果 

七 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
地
域
公
共
交
通
再
編

事
業
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
事
項
と
し
て
国
土
交
通

省
令
で
定
め
る
事
項 

３ 

地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
を
定

め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
特
定
旅
客
運
送
事

業
者
等(

そ
の
全
部
又
は
一
部
の
区
間
又
は
区
域
が
当
該
地

域
公
共
交
通
再
編
事
業
を
実
施
す
る
区
域
内
に
存
す
る
路
線

若
し
く
は
航
路
又
は
営
業
区
域
に
係
る
特
定
旅
客
運
送
事
業

を
営
む
全
て
の
者
及
び
そ
の
全
部
又
は
一
部
の
者
に
代
わ
っ

て
当
該
特
定
旅
客
運
送
事
業
に
係
る
路
線
若
し
く
は
航
路
又

は
営
業
区
域
に
お
い
て
旅
客
運
送
事
業
を
営
も
う
と
す
る
者

そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
を
い
う
。
次
項
に
お

い
て
同
じ
。)
の
全
て
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
を
定

め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
す
る
公
共
交

通
事
業
者
等(

特
定
旅
客
運
送
事
業
者
等
で
あ
る
者
を
除

く
。)

、
道
路
管
理
者
、
港
湾
管
理
者
及
び
公
安
委
員
会
の
意

見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
を
定

め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
関
係
す
る
公
共
交
通
事

業
者
等
、
道
路
管
理
者
、
港
湾
管
理
者
及
び
公
安
委
員
会
に

送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

前
三
項
の
規
定
は
、
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
の
変

更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 
(

地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
の
認
定) 

第
二
十
七
条
の
三 

地
方
公
共
団
体
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対

し
、
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
が
持
続
可
能
な
地
域
公

共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び

再
生
を
適
切
か
つ
確
実
に
推
進
す
る
た
め
に
適
当
な
も
の
で

あ
る
旨
の
認
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
が

あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計

画
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
に
定
め
る
事
項
が
基
本

方
針
に
照
ら
し
て
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

二 

地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
に
定
め
る
事
項
が
地
域

公
共
交
通
再
編
事
業
を
確
実
に
遂
行
す
る
た
め
適
切
な

も
の
で
あ
る
こ
と
。 

三 

地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
の

う
ち
、
旅
客
鉄
道
事
業
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
次

の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
許
可
又
は
認
可
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
の
内
容

が
そ
れ
ぞ
れ
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
基
準
に
適

合
す
る
こ
と
。 

イ 

鉄
道
事
業
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可 

同
法
第
五

条
第
一
項
各
号(

第
三
号
を
除
く
。
ロ
に
お
い
て
同

じ
。)

に
掲
げ
る
基
準 

ロ 

鉄
道
事
業
法
第
七
条
第
一
項
の
認
可 

同
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
基
準 

ハ 

鉄
道
事
業
法
第
十
六
条
第
一
項
の
認
可 

同
条
第

二
項
の
基
準 

四 

地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
の

う
ち
、
旅
客
鉄
道
事
業
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
鉄

道
事
業
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
を
実
施
し
よ
う
と

す
る
者
が
同
法
第
六
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な

い
こ
と
。 

五 

地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
の

う
ち
、
旅
客
軌
道
事
業
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
次
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の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
特
許
、
認
可
又
は
許
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
の

内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
基
準

に
適
合
す
る
こ
と
。 

イ 
軌
道
法
第
三
条
の
特
許 

同
条
の
特
許
の
基
準 

ロ 
軌
道
法
第
十
一
条
第
一
項
の
運
賃
及
び
料
金
の
認

可 
同
項
の
認
可
の
基
準 

ハ 

軌
道
法
第
二
十
二
条
ノ
二
の
許
可 

同
条
の
許
可

の
基
準 

六 

地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
の

う
ち
、
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
に
該
当
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
許
可
又
は

認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

該
事
業
の
内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定

め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

イ 

道
路
運
送
法
第
四
条
第
一
項
の
許
可 
同
法
第
六

条
各
号(

第
二
号
を
除
く
。
ハ
に
お
い
て
同
じ
。)

に
掲

げ
る
基
準 

ロ 

道
路
運
送
法
第
九
条
第
一
項
の
認
可 

同
条
第
二

項
の
基
準 

ハ 

道
路
運
送
法
第
十
五
条
第
一
項
の
認
可 

同
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
条
各
号
に
掲
げ

る
基
準 

七 

地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
の

う
ち
、
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
に
該
当
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
道
路
運
送
法
第
四
条
第
一
項
の
許
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
を

実
施
し
よ
う
と
す
る
者
が
同
法
第
七
条
各
号
の
い
ず
れ

に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。 

八 

地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
の

う
ち
、
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
道
路
運
送
法
第
七
十
九
条
の
登
録
又
は
同
法
第
七
十

九
条
の
七
第
一
項
の
変
更
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申

請
が
同
法
第
七
十
九
条
の
四
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
に

も
該
当
し
な
い
こ
と
。 

九 

地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
の

う
ち
、
国
内
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
に
該
当
す
る
も
の

で
あ
っ
て
、
次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
許
可
又
は
認

可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該

事
業
の
内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
当
該
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め

る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

イ 

海
上
運
送
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可 

同
法
第
四

条
各
号(

第
三
号
を
除
く
。
ハ
に
お
い
て
同
じ
。)

に
掲

げ
る
基
準 

ロ 

海
上
運
送
法
第
八
条
第
三
項
の
認
可 

同
条
第
四

項
の
基
準 

ハ 

海
上
運
送
法
第
十
一
条
第
一
項
の
認
可 

同
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
条
各
号
に
掲
げ

る
基
準 

ニ 

海
上
運
送
法
第
十
一
条
の
二
第
二
項
の
認
可 

同

条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
条
第
六
号

に
掲
げ
る
基
準 

十 

地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
の

う
ち
、
国
内
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
に
該
当
す
る
も
の

で
あ
っ
て
、
海
上
運
送
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
を
実

施
し
よ
う
と
す
る
者
が
同
法
第
五
条
各
号
の
い
ず
れ
に

も
該
当
し
な
い
こ
と
。 

３ 

前
項
の
認
定
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
鉄
道
事
業
法
第
十

六
条
第
一
項
の
認
可
、
軌
道
法
第
三
条
の
特
許
、
同
法
第
十

一
条
第
一
項
の
運
賃
若
し
く
は
料
金
の
認
可
、
同
法
第
二
十

二
条
ノ
二
の
許
可
、
道
路
運
送
法
第
九
条
第
一
項
の
認
可
又

は
海
上
運
送
法
第
八
条
第
三
項
の
認
可
を
要
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
運
輸
審
議
会
に
諮
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
必
要
な

手
続
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

４ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
二
項
の
認
定
を
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
関
係
す
る

道
路
管
理
者
に
、
国
土
交
通
省
令
・
内
閣
府
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
関
係
す
る
公
安
委
員
会
に
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を

聴
く
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
管
理
者
の
意
見
を
聴
く

必
要
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
場
合
、

又
は
公
安
委
員
会
の
意
見
を
聴
く
必
要
が
な
い
も
の
と
し
て

国
土
交
通
省
令
・
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。 

５ 

第
二
項
の
認
定
を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
は
、
当
該
認
定

に
係
る
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

６ 

第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
認
定
に
つ

い
て
準
用
す
る
。 

７ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
二
項
の
認
定
に
係
る
地
域
公
共
交

通
再
編
実
施
計
画(

第
五
項
の
変
更
の
認
定
が
あ
っ
た
と
き

は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
。
以
下
「
認
定
地
域
公
共
交
通
再

編
実
施
計
画
」
と
い
う
。)

が
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適

合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
、
又
は
認
定
地
域
公
共
交

通
再
編
実
施
計
画
に
定
め
ら
れ
た
地
域
公
共
交
通
再
編
事
業

を
実
施
す
べ
き
者
が
当
該
認
定
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計

画
に
従
っ
て
地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
を
実
施
し
て
い
な
い

と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。 

８ 

第
二
項
の
認
定
及
び
第
五
項
の
変
更
の
認
定
に
関
し
必
要

な
事
項
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
。 

 
(

鉄
道
事
業
法
の
特
例) 

第
二
十
七
条
の
四 

地
方
公
共
団
体
が
そ
の
地
域
公
共
交
通
再

編
実
施
計
画
に
つ
い
て
前
条
第
二
項(

同
条
第
六
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。)

の
認
定
を
受
け
た

と
き
は
、
当
該
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
に
定
め
ら
れ

た
地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
の
う
ち
、
鉄
道
事
業
法
第
三
条

第
一
項
の
許
可
若
し
く
は
同
法
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第

十
六
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
、
又
は
同
法
第
七
条
第
三
項
、

第
十
六
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
、
第
十
七
条
、
第
二
十

八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ら
の
規
定
に
よ
り
許
可
若
し
く
は
認
可
を
受
け
、
又
は
届

出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。 

 
(

軌
道
法
の
特
例) 

第
二
十
七
条
の
五 

地
方
公
共
団
体
が
そ
の
地
域
公
共
交
通
再

編
実
施
計
画
に
つ
い
て
第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
の
認
定
を

受
け
た
と
き
は
、
当
該
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
に
定

め
ら
れ
た
地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
の
う
ち
、
軌
道
法
第
三

条
の
特
許
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
の
運
賃
若
し
く
は
料
金

の
認
可
若
し
く
は
同
法
第
二
十
二
条
ノ
二
の
許
可
を
受
け
、

又
は
同
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り

特
許
、
認
可
若
し
く
は
許
可
を
受
け
、
又
は
届
出
を
し
た
も
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の
と
み
な
す
。 

 
(

道
路
運
送
法
の
特
例) 

第
二
十
七
条
の
六 

地
方
公
共
団
体
が
そ
の
地
域
公
共
交
通
再

編
実
施
計
画
に
つ
い
て
第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
の
認
定
を

受
け
た
と
き
は
、
当
該
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
に
定

め
ら
れ
た
地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
の
う
ち
、
一
般
乗
合
旅

客
自
動
車
運
送
事
業
に
つ
い
て
道
路
運
送
法
第
四
条
第
一
項

の
許
可
若
し
く
は
同
法
第
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
五
条

第
一
項
の
認
可
を
受
け
、
又
は
同
法
第
九
条
第
三
項
か
ら
第

五
項
ま
で
、
第
十
五
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
、
第
十
五

条
の
二
第
一
項
、
第
十
五
条
の
三
若
し
く
は
第
三
十
八
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
許
可

若
し
く
は
認
可
を
受
け
、
又
は
届
出
を
し
た
も
の
と
、
自
家

用
有
償
旅
客
運
送
に
つ
い
て
同
法
第
七
十
九
条
の
登
録
若
し

く
は
同
法
第
七
十
九
条
の
七
第
一
項
の
変
更
登
録
を
受
け
、

又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
登
録
若
し

く
は
変
更
登
録
を
受
け
、
又
は
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。 

２ 

地
方
公
共
団
体
が
そ
の
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
に

つ
い
て
第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、

当
該
認
定
の
日
以
後
は
、
当
該
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計

画
に
定
め
ら
れ
た
地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
に
係
る
自
家
用

有
償
旅
客
運
送
を
行
う
者
は
、
旅
客
の
運
送
に
付
随
し
て
、

少
量
の
郵
便
物
、
新
聞
紙
そ
の
他
の
貨
物
を
運
送
す
る
こ
と

が
で
き
る
。 

３ 

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法(

平
成
元
年
法
律
第
八
十
三
号)

第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
貨
物

を
運
送
す
る
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
を
行
う
者
に
つ
い
て
準

用
す
る
。 

４ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
の
区
間
又
は
区

域
が
認
定
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
に
定
め
ら
れ
た
地

域
公
共
交
通
再
編
事
業
を
実
施
す
る
区
域
内
に
存
す
る
路
線

又
は
営
業
区
域
に
係
る
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業

(

当
該
地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
に
係
る
も
の
を
除
く
。
次
項

に
お
い
て
同
じ
。)

に
つ
い
て
、
道
路
運
送
法
第
四
条
第
一
項

の
許
可
又
は
同
法
第
十
五
条
第
一
項
の
認
可
の
申
請
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
同
法
第
四
条
第
一
項
の
許
可
の
申
請
に
あ
っ

て
は
、
当
該
事
業
の
内
容
が
同
法
第
六
条
各
号
に
掲
げ
る
基

準
に
適
合
し
、
か
つ
、
当
該
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者

が
同
法
第
七
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
の
ほ

か
、
同
法
第
十
五
条
第
一
項
の
認
可
の
申
請
に
あ
っ
て
は
、

当
該
事
業
の
内
容
が
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
六
条
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
当

該
事
業
の
経
営
に
よ
り
、
当
該
認
定
地
域
公
共
交
通
再
編
実

施
計
画
の
維
持
が
困
難
と
な
る
た
め
、
公
衆
の
利
便
が
著
し

く
阻
害
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
な
い
か
ど
う
か
を
審

査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
の
区
間
又
は
区

域
が
認
定
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
に
定
め
ら
れ
た
地

域
公
共
交
通
再
編
事
業
を
実
施
す
る
区
域
内
に
存
す
る
路
線

又
は
営
業
区
域
に
係
る
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の

経
営
に
よ
り
、
当
該
認
定
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
の

維
持
が
困
難
と
な
る
た
め
、
公
衆
の
利
便
が
著
し
く
阻
害
さ

れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
一
般
乗
合
旅

客
自
動
車
運
送
事
業
を
営
む
者
に
対
し
、
相
当
の
期
限
を
定

め
て
、
公
衆
の
利
便
を
確
保
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
限
度

に
お
い
て
、
当
該
事
業
の
実
施
方
法
の
変
更
を
命
ず
る
こ
と

が
で
き
る
。 

６ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
を

営
む
者
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、

六
月
以
内
の
期
間
を
定
め
て
自
動
車
そ
の
他
の
輸
送
施
設
の

当
該
事
業
の
た
め
の
使
用
の
停
止
若
し
く
は
当
該
事
業
の
停

止
を
命
じ
、
又
は
当
該
事
業
に
つ
い
て
道
路
運
送
法
第
四
条

第
一
項
の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。 

７ 

道
路
運
送
法
第
四
十
一
条
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ

り
輸
送
施
設
の
使
用
の
停
止
又
は
事
業
の
停
止
を
命
じ
た
場

合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 
(

海
上
運
送
法
の
特
例) 

第
二
十
七
条
の
七 

地
方
公
共
団
体
が
そ
の
地
域
公
共
交
通
再

編
実
施
計
画
に
つ
い
て
第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
の
認
定
を

受
け
た
と
き
は
、
当
該
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
に
定

め
ら
れ
た
地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
の
う
ち
、
海
上
運
送
法

第
三
条
第
一
項
の
許
可
若
し
く
は
同
法
第
八
条
第
三
項
、
第

十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
一
条
の
二
第
二
項
の
認
可
を

受
け
、
又
は
同
法
第
六
条
、
第
八
条
第
一
項
、
第
十
一
条
第

三
項
、
第
十
一
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
、
第
十
五

条
、
第
十
九
条
の
五
若
し
く
は
第
二
十
条
第
二
項
若
し
く
は

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
許
可
若
し
く
は
認
可

を
受
け
、
又
は
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
同
法
第
十
九
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
事
業
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
十
七
条

の
三
第
二
項
の
認
定
を
受
け
た
日
か
ら
開
始
す
る
こ
と
が
で

き
る
。 

 
(

共
通
乗
車
船
券) 

第
二
十
七
条
の
八 

地
方
公
共
団
体
が
そ
の
地
域
公
共
交
通
再

編
実
施
計
画
に
つ
い
て
第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
の
認
定
を

受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計

画
に
定
め
ら
れ
た
地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
を
実
施
し
よ
う

と
す
る
者
が
当
該
地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
と
し
て
発
行
す

る
共
通
乗
車
船
券
に
係
る
運
賃
又
は
料
金
の
割
引
を
行
お
う

と
す
る
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

共
同
で
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
届
け

出
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
は
、
鉄
道
事
業
法
第

十
六
条
第
三
項
後
段
、
軌
道
法
第
十
一
条
第
二
項
、
道
路
運

送
法
第
九
条
第
三
項
後
段
又
は
海
上
運
送
法
第
八
条
第
一
項

後
段
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。 

 

第
八
節 

雑
則 

 
(

認
定
軌
道
運
送
高
度
化
事
業
等
の
実
施
に
係
る
命
令
等) 

第
二
十
八
条 

地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
に
定
め
ら
れ
た
軌
道
運
送
高
度
化
事
業
、
道
路
運
送
高
度

化
事
業
、
海
上
運
送
高
度
化
事
業
、
鉄
道
事
業
再
構
築
事
業

又
は
地
域
公
共
交
通
再
編
事
業(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
軌

道
運
送
高
度
化
事
業
等
」
と
総
称
す
る
。)

が
実
施
さ
れ
て
い

な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
軌
道
運
送
高
度
化
事
業
等
を

実
施
す
べ
き
者
に
対
し
、
そ
の
実
施
を
要
請
す
る
こ
と
が
で

き
る
。 

２ 

地
方
公
共
団
体
は
、
認
定
軌
道
運
送
高
度
化
実
施
計
画
に

定
め
ら
れ
た
軌
道
運
送
高
度
化
事
業
、
認
定
道
路
運
送
高
度
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化
実
施
計
画
に
定
め
ら
れ
た
道
路
運
送
高
度
化
事
業
、
認
定

海
上
運
送
高
度
化
実
施
計
画
に
定
め
ら
れ
た
海
上
運
送
高
度

化
事
業
、
認
定
鉄
道
事
業
再
構
築
実
施
計
画
に
定
め
ら
れ
た

鉄
道
事
業
再
構
築
事
業
又
は
認
定
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施

計
画
に
定
め
ら
れ
た
地
域
公
共
交
通
再
編
事
業(

以
下
「
認
定

軌
道
運
送
高
度
化
事
業
等
」
と
総
称
す
る
。)

に
つ
い
て
、
前

項
の
規
定
に
よ
る
要
請
を
受
け
た
者
が
当
該
要
請
に
応
じ
な

い
と
き
は
、
そ
の
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
通
知
す
る
こ
と
が

で
き
る
。 

３ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
っ
た

場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
を
受
け
た
者

が
正
当
な
理
由
が
な
く
て
そ
の
要
請
に
係
る
認
定
軌
道
運
送

高
度
化
事
業
等
を
実
施
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当

該
要
請
を
受
け
た
者
に
対
し
、
認
定
軌
道
運
送
高
度
化
実
施

計
画
、
認
定
道
路
運
送
高
度
化
実
施
計
画
、
認
定
海
上
運
送

高
度
化
実
施
計
画
、
認
定
鉄
道
事
業
再
構
築
実
施
計
画
又
は

認
定
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
に
従
っ
て
当
該
認
定
軌

道
運
送
高
度
化
事
業
等
を
実
施
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ

と
が
で
き
る
。 

４ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た

者
が
正
当
な
理
由
が
な
く
て
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
講
じ

な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
勧
告
を
受
け
た
者
の
事
業
に
つ

い
て
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
地
域

公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
を
阻
害
し
て
い
る
事
実
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
勧
告
を
受
け
た
者
に
対
し
、
当

該
勧
告
に
係
る
措
置
を
講
ず
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が

で
き
る
。  

(

地
方
債
に
つ
い
て
の
配
慮) 

第
二
十
九
条 

地
方
公
共
団
体
が
、
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
を
達
成
す
る
た
め
に
行
う
事
業
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る

た
め
に
起
こ
す
地
方
債
に
つ
い
て
は
、
法
令
の
範
囲
内
に
お

い
て
、
資
金
事
情
及
び
当
該
地
方
公
共
団
体
の
財
政
事
情
が

許
す
限
り
、
特
別
の
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。 

 第
四
章 

新
地
域
旅
客
運
送
事
業
の
円
滑
化 

 (

新
地
域
旅
客
運
送
事
業
計
画
の
認
定) 

第
三
十
条 

新
地
域
旅
客
運
送
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者

(

以
下
「
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
者
」
と
い
う
。)

は
、
単
独

で
又
は
共
同
し
て
、
そ
の
実
施
し
よ
う
と
す
る
新
地
域
旅
客

運
送
事
業
に
つ
い
て
の
計
画(

以
下
「
新
地
域
旅
客
運
送
事
業

計
画
」
と
い
う
。)

を
作
成
し
、
こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣
に
提

出
し
て
、
そ
の
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
計
画
が
持
続
可
能
な

地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性

化
及
び
再
生
を
適
切
か
つ
確
実
に
推
進
す
る
た
め
に
適
当
な

も
の
で
あ
る
旨
の
認
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

新
地
域
旅
客
運
送
事
業
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

一 

新
地
域
旅
客
運
送
事
業
を
実
施
す
る
区
域 

二 

新
地
域
旅
客
運
送
事
業
の
目
標 

三 

新
地
域
旅
客
運
送
事
業
の
内
容 

四 

新
地
域
旅
客
運
送
事
業
の
実
施
時
期 

五 

新
地
域
旅
客
運
送
事
業
の
実
施
に
必
要
な
資
金
の
額
及

び
そ
の
調
達
方
法 

六 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
新
地
域
旅
客
運
送
事

業
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
事
項
と
し
て
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
事
項 

３ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請

が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
計

画
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

新
地
域
旅
客
運
送
事
業
計
画
に
定
め
る
事
項
が
基
本
方

針
に
照
ら
し
て
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

二 
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
計
画
に
定
め
る
事
項
が
新
地
域

旅
客
運
送
事
業
を
確
実
に
遂
行
す
る
た
め
適
切
な
も
の

で
あ
る
こ
と
。 

三 

新
地
域
旅
客
運
送
事
業
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
の
う

ち
、
旅
客
鉄
道
事
業
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

該
事
業
の
内
容
が
鉄
道
事
業
法
第
五
条
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
新
地
域
旅
客
運
送
事
業

者
が
同
法
第
六
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ

と
。 

四 

新
地
域
旅
客
運
送
事
業
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
の
う

ち
、
旅
客
軌
道
事
業
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

該
事
業
の
内
容
が
軌
道
法
第
三
条
の
特
許
の
基
準
に
適

合
す
る
こ
と
。 

五 

新
地
域
旅
客
運
送
事
業
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
の
う

ち
、
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
に
該
当
す
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
の
内
容
が
道
路
運
送
法
第
六
条

各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
新
地
域
旅
客
運

送
事
業
者
が
同
法
第
七
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

な
い
こ
と
。 

六 

新
地
域
旅
客
運
送
事
業
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
の
う

ち
、
国
内
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
に
該
当
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
当
該
事
業
の
内
容
が
海
上
運
送
法
第
四
条
各

号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
新
地
域
旅
客
運
送

事
業
者
が
同
法
第
五
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な

い
こ
と
。 

４ 

前
項
の
認
定
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
軌
道
法
第
三
条
の

特
許
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
運
輸
審
議
会
に
諮
る
も

の
と
し
、
そ
の
他
必
要
な
手
続
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

５ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
三
項
の
認
定
を
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
関
係
す
る

道
路
管
理
者
に
、
国
土
交
通
省
令
・
内
閣
府
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
関
係
す
る
公
安
委
員
会
に
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を

聴
く
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
管
理
者
の
意
見
を
聴
く

必
要
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
場
合
、

又
は
公
安
委
員
会
の
意
見
を
聴
く
必
要
が
な
い
も
の
と
し
て

国
土
交
通
省
令
・
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。 

６ 

第
三
項
の
認
定
を
受
け
た
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
者(

以
下

「
認
定
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
者
」
と
い
う
。)

は
、
当
該
認

定
に
係
る
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

７ 

第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
認
定
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
項
中
「
軌
道

法
第
三
条
の
特
許
」
と
あ
る
の
は
、
「
軌
道
法
第
十
六
条
第

一
項(

軌
道
の
譲
渡
に
係
る
部
分
に
限
る
。)

若
し
く
は
第
二

十
二
条
ノ
二
の
許
可
又
は
同
法
第
二
十
二
条
の
認
可
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

８ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
三
項
の
認
定
に
係
る
新
地
域
旅
客

運
送
事
業
計
画(

第
六
項
の
変
更
の
認
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、

そ
の
変
更
後
の
も
の
。
以
下
「
認
定
新
地
域
旅
客
運
送
事
業

計
画
」
と
い
う
。)

が
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な

く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
、
又
は
認
定
新
地
域
旅
客
運
送
事
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業
者
が
認
定
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
計
画
に
従
っ
て
事
業
を

実
施
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
取
り
消

す
こ
と
が
で
き
る
。 

９ 
第
三
項
の
認
定
及
び
第
六
項
の
変
更
の
認
定
に
関
し
必
要

な
事
項
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
。 

 
(

新
地
域
旅
客
運
送
事
業
の
運
賃
及
び
料
金) 

第
三
十
一
条 

認
定
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
者
は
、
単
独
で
又

は
共
同
し
て
、
認
定
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
計
画
に
定
め
ら

れ
た
新
地
域
旅
客
運
送
事
業(

以
下
「
認
定
新
地
域
旅
客
運
送

事
業
」
と
い
う
。)

に
つ
い
て
、
そ
の
一
貫
し
た
運
送
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
旅
客
の
運
賃
及
び
料
金(
以
下
「
運
賃
等
」
と
い

う
。)

を
定
め
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

あ
ら
か
じ
め
、
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
同
様
と
す
る
。 

２ 

運
賃
等
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

旅
客
鉄
道
事
業
の
運
賃
及
び
料
金(

鉄
道
事
業
法
第
十

六
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

に
限
る
。) 

同
項
の
認
可
を
受
け
た
運
賃
及
び
料
金
の

上
限
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
。 

二 

旅
客
軌
道
事
業
の
運
賃
及
び
料
金(

軌
道
法
第
十
一
条

第
一
項
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
限

る
。) 

同
項
の
認
可
を
受
け
た
運
賃
及
び
料
金
と
同
額

で
あ
る
こ
と
。 

三 

一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
運
賃
及
び
料
金

(

道
路
運
送
法
第
九
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
に
限
る
。) 

同
項
の
認
可
を
受
け
た
運

賃
及
び
料
金
の
上
限
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
。 

四 

国
内
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
の
運
賃(

海
上
運
送
法

第
八
条
第
三
項
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
に
限
る
。) 

同
項
の
認
可
を
受
け
た
運
賃
の
上
限
の

範
囲
内
で
あ
る
こ
と
。 

３ 

認
定
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
届
出
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
方
法
に
よ
り
、
運
賃
等
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 (

鉄
道
事
業
法
等
の
特
例) 

第
三
十
二
条 

新
地
域
旅
客
運
送
事
業
者
が
そ
の
新
地
域
旅
客

運
送
事
業
計
画
に
つ
い
て
第
三
十
条
第
三
項
の
認
定
を
受
け

た
と
き
は
、
当
該
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
計
画
に
定
め
ら
れ

た
事
業
の
う
ち
、
鉄
道
事
業
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可
若
し

く
は
同
法
第
七
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
、
又
は
同
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
許
可
若
し
く
は
認
可
を
受

け
、
又
は
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。 

２ 

旅
客
鉄
道
事
業
を
営
む
認
定
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
者
が

そ
の
認
定
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
第

三
十
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
三
項
の
認
定
を

受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
計
画
に

定
め
ら
れ
た
事
業
の
う
ち
、
鉄
道
事
業
法
第
七
条
第
一
項
、

第
二
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
第
二
十
七

条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
、
又
は
同
法
第
七
条
第
三
項
、
第

二
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
認
可
を
受
け
、
又
は
届
出
を
し
た
も

の
と
み
な
す
。 

３ 

旅
客
鉄
道
事
業
を
営
む
認
定
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
者
が

そ
の
運
賃
等
に
つ
い
て
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を

し
た
と
き
は
、
運
賃
等
の
う
ち
、
鉄
道
事
業
法
第
十
六
条
第

三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し

た
も
の
と
み
な
す
。 

４ 
旅
客
鉄
道
事
業
を
営
む
認
定
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
者
が

そ
の
運
賃
等
に
つ
い
て
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
を

し
た
と
き
は
、
運
賃
等
の
う
ち
、
鉄
道
営
業
法(

明
治
三
十
三

年
法
律
第
六
十
五
号)

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
告

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定

に
よ
り
公
告
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。 

 (

軌
道
法
の
特
例) 

第
三
十
三
条 

新
地
域
旅
客
運
送
事
業
者
が
そ
の
新
地
域
旅
客

運
送
事
業
計
画
に
つ
い
て
第
三
十
条
第
三
項
の
認
定
を
受
け

た
と
き
は
、
当
該
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
計
画
に
定
め
ら
れ

た
事
業
の
う
ち
、
軌
道
法
第
三
条
の
特
許
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
特
許
を

受
け
た
も
の
と
み
な
す
。 

２ 

旅
客
軌
道
事
業
を
営
む
認
定
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
者
が

そ
の
認
定
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
第

三
十
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
三
項
の
認
定
を

受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
計
画
に

定
め
ら
れ
た
事
業
の
う
ち
、
軌
道
法
第
十
五
条
、
第
十
六
条

第
一
項(

軌
道
の
譲
渡
に
係
る
部
分
に
限
る
。)

若
し
く
は
第

二
十
二
条
ノ
二
の
許
可
又
は
同
法
第
二
十
二
条
若
し
く
は
同

法
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
鉄
道
事
業
法
第
二
十
七

条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
許
可
又
は
認
可
を
受
け
た
も

の
と
み
な
す
。 

３ 

旅
客
軌
道
事
業
を
営
む
認
定
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
者
が

そ
の
運
賃
等
に
つ
い
て
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

届
出
を
し
た
と
き
は
、
運
賃
等
の
う
ち
、
軌
道
法
第
十
一
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
た
も
の
と
み

な
す
。 

 (

道
路
運
送
法
の
特
例) 

第
三
十
四
条 

新
地
域
旅
客
運
送
事
業
者
が
そ
の
新
地
域
旅
客

運
送
事
業
計
画
に
つ
い
て
第
三
十
条
第
三
項
の
認
定
を
受
け

た
と
き
は
、
当
該
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
計
画
に
定
め
ら
れ

た
事
業
の
う
ち
、
道
路
運
送
法
第
四
条
第
一
項
の
許
可
若
し

く
は
同
法
第
十
五
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
、
又
は
同
条
第

三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
許
可

若
し
く
は
認
可
を
受
け
、
又
は
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。 

２ 

一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
を
営
む
認
定
新
地
域
旅

客
運
送
事
業
者
が
そ
の
認
定
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
計
画
の

変
更
に
つ
い
て
第
三
十
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条

第
三
項
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
新
地
域
旅
客

運
送
事
業
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
の
う
ち
、
道
路
運
送
法

第
十
五
条
第
一
項
、
第
三
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項

若
し
く
は
第
三
十
七
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
、
又
は
同
法

第
十
五
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
、
第
十
五
条
の
二
第
一

項
若
し
く
は
第
三
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
認
可
を
受
け
、
又
は
届
出
を
し
た
も

の
と
み
な
す
。 
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３ 

一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
を
営
む
認
定
新
地
域
旅

客
運
送
事
業
者
が
そ
の
運
賃
等
に
つ
い
て
第
三
十
一
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
と
き
は
、
運
賃
等
の
う
ち
、

道
路
運
送
法
第
九
条
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

規
定
に
よ
り
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。 

４ 

一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
を
営
む
認
定
新
地
域
旅

客
運
送
事
業
者
が
そ
の
運
賃
等
に
つ
い
て
第
三
十
一
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
る
公
示
を
し
た
と
き
は
、
運
賃
等
の
う
ち
、

道
路
運
送
法
第
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

掲
示
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら

の
規
定
に
よ
り
掲
示
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。 

 (

海
上
運
送
法
の
特
例) 

第
三
十
五
条 

新
地
域
旅
客
運
送
事
業
者
が
そ
の
新
地
域
旅
客

運
送
事
業
計
画
に
つ
い
て
第
三
十
条
第
三
項
の
認
定
を
受
け

た
と
き
は
、
当
該
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
計
画
に
定
め
ら
れ

た
事
業
の
う
ち
、
海
上
運
送
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可
若
し

く
は
同
法
第
十
一
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
、
又
は
同
条
第

三
項
、
同
法
第
十
九
条
の
五
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
許
可
若
し
く
は
認
可
を

受
け
、
又
は
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
同
法
第
十
九
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
事
業
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
三
十
条
第
三

項
の
認
定
を
受
け
た
日
か
ら
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

国
内
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等
を
営
む
認
定
新
地
域
旅

客
運
送
事
業
者
が
そ
の
認
定
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
計
画
の

変
更
に
つ
い
て
第
三
十
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条

第
三
項
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
新
地
域
旅
客

運
送
事
業
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
の
う
ち
、
海
上
運
送
法

第
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
八
条
第
一
項
、
第
二
項
若

し
く
は
第
四
項
の
認
可
を
受
け
、
又
は
同
法
第
十
一
条
第
三

項
、
第
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
十
九
条
の
五

第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
第
二
十
条
第
二
項
若
し

く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
認
可
を
受
け
、

又
は
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
法
第
十
九
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
三
十
条
第
七
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
条
第
三
項
の
認
定
を
受
け
た
日
か
ら
開
始
す

る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

国
内
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
を
営
む
認
定
新
地
域
旅
客

運
送
事
業
者
が
そ
の
運
賃
等
に
つ
い
て
第
三
十
一
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
と
き
は
、
運
賃
等
の
う
ち
、
海

上
運
送
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
届
出

を
し
た
も
の
と
み
な
す
。 

４ 

国
内
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等
を
営
む
認
定
新
地
域
旅

客
運
送
事
業
者
が
そ
の
運
賃
等
に
つ
い
て
第
三
十
一
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
る
公
示
を
し
た
と
き
は
、
運
賃
等
の
う
ち
、

海
上
運
送
法
第
十
条
又
は
第
十
九
条
の
六
の
二(

同
法
第
二

十
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規

定
に
よ
る
公
示
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
公
示
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。 

 (

新
地
域
旅
客
運
送
事
業
の
円
滑
化
に
つ
い
て
の
配
慮) 

第
三
十
六
条 

国
土
交
通
大
臣
は
、
認
定
新
地
域
旅
客
運
送
事

業
に
つ
い
て
の
鉄
道
営
業
法
第
一
条
、
軌
道
法
第
十
四
条
、

船
舶
安
全
法(

昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号)

第
二
条
第
一
項
及

び
道
路
運
送
車
両
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号)

第
四
十
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
で

定
め
る
車
両
又
は
船
舶
に
係
る
保
安
上
の
技
術
基
準
の
作
成

及
び
そ
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
認
定
新
地
域
旅
客
運

送
事
業
の
実
施
が
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
資

す
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
当
該
認
定
新
地
域
旅
客
運
送
事
業

に
用
い
ら
れ
る
車
両
又
は
船
舶
の
運
行
の
安
全
の
確
保
に
支

障
の
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
当
該
認
定
新
地
域
旅
客
運
送

事
業
の
円
滑
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
適
切
な
配
慮
を
す
る
も
の

と
す
る
。 

 

第
五
章 

雑
則 

 (

資
金
の
確
保) 

第
三
十
七
条 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
及
び
新
地
域
旅
客
運
送
事
業

の
推
進
を
図
る
た
め
に
必
要
な
資
金
の
確
保
に
努
め
る
も
の

と
す
る
。  

(

報
告
の
徴
収) 

第
三
十
八
条 

国
土
交
通
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要

な
限
度
に
お
い
て
、
認
定
軌
道
運
送
高
度
化
事
業
等
を
実
施

す
る
者
又
は
認
定
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
者
に
対
し
、
そ
れ

ぞ
れ
認
定
軌
道
運
送
高
度
化
事
業
等
又
は
認
定
新
地
域
旅
客

運
送
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
。 

 (

主
務
大
臣) 

第
三
十
九
条 

第
三
条
第
一
項
及
び
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で

に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
同
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事

項
に
つ
い
て
は
国
土
交
通
大
臣
と
し
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ

い
て
は
国
土
交
通
大
臣
及
び
総
務
大
臣
と
す
る
。 

２ 

第
五
条
第
八
項
及
び
第
九
項
並
び
に
第
六
条
第
六
項
に
お

け
る
主
務
大
臣
は
、
国
土
交
通
大
臣
及
び
総
務
大
臣
と
す
る
。 

 
(

権
限
の
委
任) 

第
四
十
条 

こ
の
法
律
に
よ
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
国

土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
方
支
分
部
局
の

長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 (

命
令
へ
の
委
任) 

第
四
十
一
条 

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律

の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
事
項
は
、
命
令
で
定
め
る
。 

 (

経
過
措
置) 

第
四
十
二
条 

こ
の
法
律
に
基
づ
き
命
令
を
制
定
し
、
又
は
改

廃
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
命
令
で
、
そ
の
制
定
又
は

改
廃
に
伴
い
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
範
囲
内
に
お
い

て
、
所
要
の
経
過
措
置(

罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。)

を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
六
章 

罰
則 

 

第
四
十
三
条 

第
二
十
七
条
の
六
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
輸
送

施
設
の
使
用
の
停
止
又
は
事
業
の
停
止
の
処
分
に
違
反
し
た

者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
百
五
十
万
円
以
下
の
罰
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金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。 

 
第
四
十
四
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
百

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

一 
第
二
十
七
条
の
六
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
道
路
運

送
法
第
四
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者 

二 

第
二
十
七
条
の
六
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
道
路
運

送
法
第
四
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者 

三 

第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽

の
報
告
を
し
た
者 

 

第
四
十
五
条 

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理

人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業

務
に
関
し
、
前
二
条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者

を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
も
各
本
条
の

罰
金
刑
を
科
す
る
。 
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